
法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
考

(

二)

905

一

｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
考

(

二)

倫
理
的
価
値
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
を
め
ぐ
る
一
考
察

冨

田

宏

治

目

次

は
じ
め
に

第
一
章

和
辻
哲
郎
と
「
清
明
心
の
道
徳
」

第
一
節
『
日
本
倫
理
思
想
史
』
と
「
清
明
心
の
道
徳
」

第
二
節
「
祭
り
事
の
統
一
」
と
し
て
の
国
民
的
統
一

第
三
節

倫
理
思
想
と
し
て
の
「
清
明
心
の
道
徳
」

第
二
章
「
清
明
心
」
論
の
展
開

第
一
節

相
良
亨
と
「
誠
実
」
の
問
題

第
二
節
「
清
明
心
」
と
「
誠
実｣

和
辻
／
相
良
の
連
続
と
断
絶

第
三
節
「
絶
対
者
」
の
不
在

第
三
章
「
清
明
心
」
論
の
継
承

第
一
節

歴
史
心
理
学
と
「
清
明
心
」



法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

論

説

906

二

第
二
節

部
族
宗
教
と
し
て
の
「
古
代
神
道
」

第
三
節
「
清
明
心
」
の
道
徳
と
美
意
識

補

論
「
清
明
心
」
と
民
俗
学

第
一
節
「
清
ら
」
と
「
清
明
心
」

第
二
節
「
住
む｣

＝｢

澄
む
」
と
「
シ
マ
的
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
」

第
三
節
「
清
み
明
き
心
」
と
「
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
」(

以
上
、
第
五
九
巻
第
二
号
）

第
四
章

倫
理
意
識
の
「
原
型
」

第
一
節
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
と
「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
論

第
二
節

思
考
様
式
の
原
型

プ
ロ
ト
タ
イ
プ(

一
九
六
四
年
度
講
義
）

第
三
節

深
層
に
沈
殿
し
た
思
考
様
式
・
世
界
像
（
一
九
六
六
年
度
講
義
）

第
四
節

倫
理
意
識
の
「
原
型
」(

一
九
六
七
年
度
講
義
）

第
五
章

ス
サ
ノ
オ
神
話
と
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」

第
一
節
『
古
事
記
』『

日
本
書
紀
』
の
異
同
と
ス
サ
ノ
オ
神
話

第
二
節

須
佐
之
男
（『

古
事
記』
）
と
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」

第
三
節

素
戔
嗚
（『

日
本
書
紀
（
本
文)』
）
と
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」

第
四
節
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
（
本
文)
』
の
異
同
の
意
義

第
五
節

ス
サ
ノ
オ
神
話
の
異
同
と
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」(

以
上
、
本
号
）



第
四
章

倫
理
意
識
の
「
原
型
」

第
一
節
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
と
「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
論

本
稿
の
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
丸
山
眞
男
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
は
、(

イ
）｢

歴
史
意
識
（
あ
る
い
は
コ
ス
モ

ス
の
意
識)｣

、(
ロ
）
倫
理
意
識
、(

ハ
）
政
治
意
識
と
い
う
三
つ
の
領
域
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
構
想
さ
れ
て
い
た

(

�)

の
だ
が
、

ま
と
ま
っ
た
論
考
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
の
は
、「
歴
史
意
識
の
『
古
層

(

�)』

」
の
み
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
は
未
完
の
ま
ま
に
遺
さ
れ
た
課

題
と
な
っ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

本
稿
の
考
察
の
対
象
で
あ
る
倫
理
的
価
値
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
に
つ
い
て
は
、「
歴
史
意
識
の
『
古
層』

」
に
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
言
及
が
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

し
た
が
っ
て
血
縁
的
系
譜
の
連
続
性
に
対
す
る
高
い
評
価
に
し
て
も
、
一
方
で
は
た
し
か
に
い
わ
ゆ
る
祖
先
崇
拝
と
し
て
あ

ら
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
尚
古
主
義
に
傾
く
よ
り
は
む
し
ろ
赤あ

か

子ご

の
誕
生
の
祝
福
に
具
体
化
さ
れ
る
。
生
誕
直
後
の
赤
子

は
「
な
り
ゆ
く
」
霊ひ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
が
最
大
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
と
い
う

(

本
稿

で
は
主
題
の
関
係
上
ふ
れ
な
か
っ
た
が)

、
倫
理
的
価
値
意
識
の
古
層
か
ら
み
て
も
、
も
っ
と
も
純
粋
な
無
垢
性
を
表
現
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る

(

�)

。

丸
山
が
倫
理
的
価
値
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
と
し
て
抽
出
せ
ん
と
し
て
い
た
、
こ
の
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
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な
る
も
の
が
、
す
で
に
前
章
ま
で
に
検
討
し
た
和
辻
哲
郎
と
そ
の
系
譜
に
連
な
る
相
良
亨
、
湯
浅
泰
雄
、
荒
木
博
之
ら
が
問
題
と
し

た
「
清
明
心
の
道
徳
」
な
い
し
は
「
清
明
心
」
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

し
か
し
、「
感
情
融
合
的
な
共
同
体
」
に
お
け
る
倫
理
意
識
と
し
て
、「
無、
私、
性、
＝、
全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、
」
を
そ
の
本
質
と
す
る
も
の

と
把
握
さ
れ
た
和
辻
の
「
清
明
心
の
道
徳｣

前
章
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
相
良
、
湯
浅
、
荒
木
の
「
清
明
心
」

も
こ
う
し
た
和
辻
の
理
解
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が

と
、「
生
誕
直
後
の
赤
子
は
『
な
り
ゆ
く
』
霊ひ

の
ポ
テ
ン

シ
ャ
リ
テ
ィ
が
最
大
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
と
い
う
…
…
倫
理
的
価
値
意
識
の
古
層
か
ら
み
て
も
、

も
っ
と
も
純
粋
な
無
垢
性
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
丸
山
の
言
及
と
の
あ
い
だ
に
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
断
絶
が
横

た
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
を
め
ぐ
る
、
和
辻

さ
ら
に
は
、
相
良
、
湯
浅
、
荒
木

と
丸
山
の
把

握
の
間
に
は
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
相
違
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問
い
に
答
え
て
い
く
こ
と
が
本
稿
全
体
の
課

題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
と
い
う
倫
理
的
価
値
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
直
接
的
な
主
題

と
し
た
論
考
は
遺
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
幸
運
な
こ
と
に
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
が
成
熟
し
て
い
く
過
程
の
「
原
型
（
プ
ロ
ト

タ
イ
プ)

」
論
の
段
階
に
お
け
る
丸
山
の
考
察
が
、
東
京
大
学
法
学
部
に
お
け
る
『
講
義
録
』
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
る
。
飯
田
泰
三
、

平
石
直
昭
、
宮
村
治
雄
、
渡
辺
浩
の
諸
氏
に
よ
っ
て
編
集
・
刊
行
さ
れ
た
『
丸
山
眞
男
講
義
録

(

�)』

と
り
わ
け
そ
の
﹇
第
四
冊
﹈

[

第
六
冊
﹈[

第
七
冊]

が
そ
れ
で
あ
る
。

「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
と
い
う
問
題
が
東
京
大
学
の
「
日
本
政
治
思
想
史
」
講
義
（
一
九
六
六
年
度
ま
で
は
制
度
上
は
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「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
の
名
称
で
行
な
わ
れ
て
い
る
）
に
お
い
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
一
九
六
三
年
度
か
ら
で
あ
る
が

(

�)

、

そ
の
翌
年
の
一
九
六
四
年
度
か
ら
東
大
法
学
部
で
の
実
質
的
に
最
後
の
講
義
と
な
る
一
九
六
七
年
度
の
そ
れ
ま
で
の
四
年
間
の
講
義

は
、
古
代
天
皇
制
か
ら
近
世
国
学
ま
で
の
通
史
を
連
続
的
に
講
述
す
る
形
式
で
展
開
さ
れ
、
一
九
六
四
年
度
（[

第
四
冊])

、
一
九

六
六
年
度
（[
第
六
冊])

、
一
九
六
七
年
度
（[

第
七
冊]

）
の
講
義
の
冒
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
に
つ
い
て
の

考
察
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

本
章
で
は
、
こ
の
三
冊
の
『
講
義
録
』
に
遺
さ
れ
た
丸
山
の
「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
論
の
展
開
と
そ
こ
に
お
け
る
「
清
明

心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
の
位
置
づ
け
を
、
の
ち
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
へ
の
成
熟
過
程
の
追
跡
を
目
指
し

つ
つ
、
さ
ら
に
前
章
ま
で
で
明
ら
か
に
し
た
和
辻
以
来
の
「
清
明
心
の
道
徳
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
系
譜
と
の
交
錯
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
こ
の
『
講
義
録
』
は
あ
く
ま
で
も
、
丸
山
が
遺
し
た
「
膨
大
な
講
義
準
備
資
料
や
草
稿
・
ノ
ー
ト
類｣

と
り
わ
け
丸
山

自
筆
の
講
義
ノ
ー
ト
（
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
・
ノ
ー
ト)
、
と
史
料
ノ
ー
ト

や
「
東
大
生
協
・
出
版
教
材
部
が
毎
年
聴
講
学
生
に
委

嘱
し
て
作
っ
て
き
た
講
義
録
プ
リ
ン
ト｣

そ
の
一
部
は
丸
山
自
身
が
校
閲
し
、
加
筆
・
修
正
を
施
し
て
い
る

な
ら
び
に
聴

講
生
で
あ
っ
た
佐
々
木
毅
（[

第
四
冊])

、
品
川
萬
里
、
伊
藤
彌
彦
（
以
上
﹇
第
六
冊])

、
尾
形
純
男
、
平
石
直
昭
（
以
上
﹇
第
七

冊]

）
の
諸
氏
の
筆
記
ノ
ー
ト
な
ど
を
参
照
し
て
、
さ
き
の
四
氏
の
編
集
委
員
に
よ
っ
て
テ
ク
ス
ト
化
さ
れ
復
元
さ
れ
た
も
の
に
ほ

か
な
ら
な
い

(

�)

。
し
か
し
、
各
巻
の
詳
細
な
「
凡
例
」
や
「
解
題
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
編
集
経
過
も
明
確
化
さ
れ
て
お
り
、
テ
ク
ス
ト

の
信
頼
性
は
き
わ
め
て
高
い
も
の
だ
と
判
断
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、『
講
義
録
』
の
テ
ク
ス
ト
を
そ
れ
以
外
の
丸
山
の

著
作
に
対
す
る
の
と
同
様
に
取
り
扱
い
、
必
要
に
応
じ
て
、
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
引
用
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
必
ず
し
も
丸
山
の
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著
作
に
つ
い
て
の
文
献
学
的
検
討
を
目
指
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
も
ふ
ま
え
、
こ
の
点
を
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

第
二
節

思
考
様
式
の
原
型

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
（
一
九
六
四
年
度
講
義
）

「
原
型
」
の
基
盤

『
丸
山
眞
男
講
義
録

[

第
四
冊]

日
本
政
治
思
想
史
一
九
六
四
』
に
復
元
さ
れ
て
い
る
丸
山
の
議
論
は
、
の
ち
に
「
古
層
＝
執
拗

低
音
」
論
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
論
の
最
も
初
期
の
姿
を
伝
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

ま
ず
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
そ
こ
で
丸
山
が
「
原
型

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
」
に
よ
っ
て
提
示
し
よ
う
と
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
は

一
九
六

六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』
）
や
一
九
六
七
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』

）
に
は
、
す
で
に
現
わ
れ
る
こ
と
の
な
い

｢

鋳、
型、
」
を
打
ち
出
す
も
の
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
丸
山
が
最
初
に
提
示
し
た
「
原
型
」
の
イ
メ
ー

ジ
が
、
こ
う
し
て
後
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
の
そ
れ
と
は
か
な
り
大
き
く
隔
た
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
原
型

（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
論
か
ら
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
へ
の
展
開
を
追
い
な
が
ら
、
そ
こ
に
お
け
る
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ

コ
コ
ロ
」
と
い
う
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
の
意
義
を
解
明
し
て
い
こ
う
と
い
う
本
稿
の
課
題
に
と
っ
て
、
大
い
に
注
目
す
べ
き
も
の

で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
丸
山
の
提
示
す
る
「
鋳、
型、
」
を
打
ち
出
す
も
の
と
し
て
の
「
原
型
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
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原
型
と
は
、
社
会
的
結
合
様
式
お
よ
び
政
治
的
行
動
様
式
の
原
初
的
形
態
、
な
ら
び
に
神
話
・
古
代
説
話
に
現
わ
れ
た
思
考

様
式
お
よ
び
価
値
意
識
（
文
化
）
を
い
う
。
前
述
し
た
〔｢

思
想
の
成
層
」
の
〕
Ｄ
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
と
く
に
持
続
的
〔
に

作
用
し
、
そ
こ
か
ら
〕
鋳
型
が
打
ち
出
さ
れ
る
↓
文
化
継
受
と
発
展
の
パ
タ
ー
ン
、
な
ら
び
に
「
政
治
的
な
る
も
の
」
が
実
際

に
歴
史
の
場
で
作
用
す
る
様
式
と
な
る
。〔
こ
こ
で
追
求
す
る
の
は
、〕
文
化

カ
ル
チ
ュ
ア

の
原
型
か
ら
、
政
治
的
思
考
に
ど
の
よ
う
な
鋳

型
が
打
ち
出
さ
れ
た
か
、
政
治
的
「
伝
統｣

持
続
的
に
支
配
的
な
傾
向
〔
と
し
て
の]

の
由
来
と
淵
源
は
ど
こ
に
あ
る

か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る

(

�)

。

こ
こ
で
丸
山
が
い
う
「
思
想
の
成
層
」
の
Ｄ
レ
ヴ
ェ
ル
と
は
、
丸
山
が
こ
の
講
義
の
「
ま
え
が
き
」
に
お
い
て
、
図
１
の
よ
う
な

形
で
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
「
思
想
の
成
層
」
と
い
う
議
論
は
そ
の
後
の
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六

冊]』

）
や
一
九
六
七
年
度
講
義
（『

講
義
録

[

第
七
冊]』

）
に
も
若
干
の
修
正
を
加
え

つ
つ
踏
襲
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
論
の
重
要
な
前
提
と
な

る
も
の
で
あ
る
。

丸
山
に
よ
れ
ば
思
想
と
は
、
無
意
味
な
混
沌
の
中
に
生
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

人
間
が
、
自
分
の
環
境
に
意
味
を
賦
与
し
、
そ
れ
を
再
吟
味
し
、
適
応
す
る
と
い
う
人

間
と
環
境
と
の
相
互
作
用
か
ら
発
生
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
人
間
と
環
境

と
の
間
に
安
定
し
た
関
係
が
保
持
さ
れ
、
出
来
事
に
対
す
る
意
味
賦
与
が
習
慣
化
し
て

い
る
と
き
に
は
、
思
想
は
思
想
と
し
て
、
人
間
の
自
覚
に
は
の
ぼ
っ
て
こ
な
い
の
で
あ
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っ
て
、
人
間
と
環
境
と
の
間
の
安
定
し
た
関
係
が
破
れ
、
出
来
事
に
対
し
て
新
し
い
意
味
賦
与
を
行
な
う
必
要
が
出
て
く
る
と
、
こ

の
意
味
賦
与
の
作
用
自
体
が
自
覚
さ
れ
、
こ
れ
が
思
想
の
展
開
を
引
き
起
こ
す
の
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
思
想
自
身
の
な
か
に
立
ち

入
っ
て
思
想
を
眺
め
る
と
、
自
覚
的
反
応
と
い
っ
て
も
、
抽
象
性
・
体
系
性
の
レ
ヴ
ェ
ル
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
そ
こ
に
つ
ぎ
の
よ
う

な
「
思
想
の
成
層
」
が
見
い
だ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

(

�)

す
な
わ
ち
、

Ａ
は
、
学
者
・
思
想
家
・
政
治
指
導
者
の
学
説
・
理
論
・
世
界
観
で
、
経
験
的
命
題
（
事
実
の
叙
述
と
分
析
）
か
ら
形
而
上

学
、
価
値
体
系
ま
で
を
含
む
。
高
度
に
体
系
的
、
抽
象
度
が
も
っ
と
も
高
い
。
�世
界
の
構
成
要
素
間
の
意
味
連
関
や
時
間
的

継
起
の
連
関
（
因
果
関
係
な
ど
）
を
包
括
的
に
考
察
し
、
刺
激
と
反
応
と
の
間
の
距
離
が
も
っ
と
も
大
き
い
。〉

Ｂ
は
、
そ
の
時
代
の
個
々
の
問、
題、
に
対
す
る
一
般
社
会
の
意、
見、
（
世
論)

、
こ
れ
も
か
な
り
自
覚
的
で
あ
る
。
�個
別
的
問
題

に
対
す
る
意
味
賦
与
で
あ
り
、
Ａ
に
比
し
て
抽
象
度
と
体
系
性
に
お
い
て
劣
る
。
し
か
し
、
Ｂ
自
体
に
も
抽
象
的
な
も
の
か
ら

具
体
的
な
も
の
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ヴ
ェ
ル
で
存
在
す
る
。〉

Ｃ
は
、〈
他
の
時
代
か
ら
そ
の
時
代
を
区
別
し
特
徴
づ
け
る
�「
時
代
精
神
」
と
か
時
代
思
潮
と
か
い
わ
れ
る
も
の
。
よ
り
非

自
覚
的
だ
が
、
必
ず
し
も
非
理
性
的
な
も
の
で
は
な
い
。
�Ａ
・
Ｂ
に
比
し
て
自
覚
性
に
お
い
て
劣
り
、
し
か
も
誰
々
の
思
想

と
い
う
よ
う
に
特
定
で
き
ず
非
人
格
的
で
あ
る
。〉

Ｄ
は
、
価
値
意
識
、
生
活
感
覚
、
生
活
感
情
、
�ム
ー
ド
�。
実
生
活
と
ほ
と
ん
ど
密
着
し
た
情
緒
や
感
覚
で
、
む
し
ろ
非
合

理
性
を
本
質
と
す
る
。
�も
っ
と
も
自
覚
性
が
低
い
。
こ
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
行
動
す
る
場
合
に
は
、
刺
激
と
反
応
の
距
離
が
も
っ

と
も
短
く
、
直
接
的
で
あ
る
。〉
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上
層
（
上
の
レ
ヴ
ェ
ル
）
ほ
ど
目
的
意
識
的
で
、
形
態
性
が
明
確
で
あ
り
（[

い
わ
ば
〕
固
体)

、
下
層
ほ
ど
自
然
生
長
的
で
、

形
態
性
を
欠
き
、
流
動
的
で
あ
る
（[

い
わ
ば
〕
気
体)

。
�Ｄ
の
下
限
で
は
、
刺
激
と
反
応
と
の
間
の
時
間
が
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ

と
な
り
、
思
想
の
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
脱
落
す
る
。
…
…

(

�)

〉

こ
の
段
階
で
丸
山
が
い
う
「
原
型
」
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
「
思
想
の
成
層
」
の
Ｄ
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
と
く
に
持
続
的
に

作
用
し
、
そ
こ
か
ら
「
鋳、
型、
」
が
打
ち
出
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
丸
山
が
こ
の

「
思
想
の
成
層
」
に
つ
い
て
、「
政
治
思
想
に
つ
い
て
見
る
と
、
い
わ
ゆ
る
政
治
的
後
進
国
ほ
ど
Ａ
が
現
実
を
引
っ
ぱ
る
力
が
強
く
、

外
か
ら
入
っ
て
き
た
学
説
、
理
論
が
Ａ
↓
Ｂ
↓
Ｃ
↓
Ｄ
と
下
が
っ
て
ゆ
き
、
生
活
感
覚
の
な
か
に
沈
殿
す
る

(

�)

」
と
し
て
い
る
こ
と
に

も
注
目
し
て
お
こ
う
。
こ
の
論
点
は
、
そ
の
後
の
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
や
一
九
六
七
年
度
講
義
（『

講
義

録

[

第
七
冊]』

）
に
、
そ
の
重
要
性
を
増
し
つ
つ
引
き
つ
が
れ
、
や
が
て
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
へ
と
昇
華
し
て
い
く
は
ず
だ
か

ら
で
あ
る
。

さ
て
丸
山
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
原
型
」
の
持
続
性
が

技
術
・
交
通
手
段
の
発
展
と
相
関
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
宿
命
的
規

定
性
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も

日
本
の
地
理
的
位
置
＝
大
陸
か
ら
の
空
間
的
距
離
と
い
う
自、
然、
的、
所、
与、
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

(
�)

。

こ
こ
で
も
す
で
に
丸
山
は
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
南
太
平
洋
諸
島
と
対
比
し
つ
つ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、

法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
考

(

二)

913

九



日
本
文
化
を
見
る
と
き
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
一
つ
に
は
〉
外
来
文
化
の
刺
激
で
、
旧
来
の
生
活

文
化
が
根
底
か
ら
覆
っ
た
り
、
滅
び
さ
る
に
は
、
あ
ま
り
に
自
足
性
〈
と
連
続
性
〉
が
強
い
。
し
か
し
〈
二
つ
に
は
、〉
完
全

な
閉
鎖
的
自
足
性
を
維
持
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
〈
優、
秀、
な、
大
陸
文
化
か
ら
の
〉
外
的
刺
激
を
受
け
や
す
い
と
い
う
、
ま
さ
に

そ
う
い
う
距
離
に
お
い
て
、
早
く
か
ら
高
度
の
文
明
を
発
達
さ
せ
て
い
た
中
国
大
陸
に
面
し
て
い
た
〔
と
い
う
こ
と
で
あ
る]

。

�そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
特
徴
は
、
日
本
の
い
わ
ゆ
る
島
国
性
の
実
質
的
内
容
を
決
定
す
る
の
に
、
き
わ
め
て
重
大
な
意
味

を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
…
…

〈
こ
の
よ
う
な
説
明
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
文
化
の
発
展
の
場
は
、
世
界
的
文
明
を
代
表
し
て
い
た
世
界
帝
国
を
隣

に
ひ
か
え
、
し
か
も
、
そ
れ
に
全
く
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
近
す
ぎ
も
せ
ず
、
逆
に
そ
れ
と
全
く
無
関
係
に
閉
鎖
性
を
維
持
し
う
る

ほ
ど
遠
す
ぎ
も
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
日
本
の
文
化
と
思
想
の
出
発
点
の
（
日
本
文
化
の
パ
タ
ー
ン
の

後
筆
）

独
自
性
が
存
在
し
た
の
で
あ
る

(

�)

。

丸
山
は
こ
う
し
た
自、
然、
的、
・、
空、
間、
的、
所、
与、
に
規
定
さ
れ
た
日
本
の
文
化
と
思
想
の
出
発
点
の
独
自
性
を
、
①
日
本
は
歴
史
的
古
代

か
ら
、
人
種
的
、
言
語
的
、
文
化
的
に
高
度
の
民
族
的
同
質
性
を
保
持
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
日
本
列
島
が

政
治
的
に
統
一
さ
れ
る
は
る
か
前
か
ら
、
日
本
人
は
高
度
の
民
族
的
同
質
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
②
水
田
稲
作
と
い
う
社
会
の
底

辺
に
お
け
る
支
配
的
生
産
様
式
と
、
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
共
同
体
的
規
制
、
宗
教
儀
式
（
農
耕
儀
礼
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
シ
ャ
ー
マ
ニ

ズ
ム
）
の
持
続
性
が
強
か
っ
た
こ
と
、
③
後
続
す
る
ヨ
リ
高
度
の
文
化
形
態
の
重
畳
的
累
積
お
よ
び
基
底
と
の
相
互
作
用
、
す
な
わ

ち
基
底
は
根
本
的
変
革
を
蒙
ら
な
い
が
、
上
層
は
つ
ね
に
そ
の
時
代
に
お
け
る
先
進
的
な
文
化
と
接
し
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
政
治
・
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経
済
制
度
が
こ
れ
に
適
応
し
て
変
化
す
る
と
い
う
、
持
続
性
と
変
化
性
の
二
重
構
造
が
存
す
る
こ
と
の
三
点
に
整
理
し
た

(

�)

。

と
り
わ
け
こ
こ
で
丸
山
が
、「
日
本
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
ヤ
マ
タ
イ
国
か
ら
ヤ
マ
ト
国
家
へ
の
発
展
過
程
に
見

ら
れ
る
ご
と
く
、
血
縁
な
い
し
祭
祀
共
同
体
か
ら
政
治
的
権
力
へ
の
移
行
が
連、
続、
的、
に
行
な
わ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
支
配
形
態
の

変
化
、
す
な
わ
ち
祭
祀
共
同
体
の
首
長
か
ら
政
治
的
権
力
の
主
体
へ
の
移
行
も
、
連、
続、
的、
発
展
と
し
て
現
わ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た

(

�)

」

と
し
、
資
本
制
が

�半
封
建
的
�
基
盤
の
上
に
発
展
し
た
と
い
う
近
代
資
本
制
国
家
に
お
け
る
問
題
も
ふ
く
め
、「
日
本
の
特
殊
性

と
し
て
、
社
会
結
合
に
お
け
る
同
族
団
的
結
合
が
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
点
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る

ま
い

(

�)

。
こ
う
し
た
丸
山
の
「
血
縁
な
い
し
祭
祀
共
同
体
」
や
「
同
族
団
的
結
合
」
の
持
続
性
と
い
う
「
日
本
の
特
殊
性
」
の
把
握
、
さ
ら

に
は
そ
の
基
礎
に
あ
る
水、
田、
稲、
作、
と
い
う
社
会
の
底
辺
に
お
け
る
支
配
的
生
産
様
式
の
持
続
性
の
強
調
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
段
階

で
の
丸
山
の
議
論
が

と
り
わ
け
、
血
縁
な
い
し
祭
祀
共
同
体
か
ら
政
治
的
権
力
へ
の
移
行
の
連、
続、
性、
の
指
摘
に
見
ら
れ
る
よ
う

に

本
稿
の
第
一
章
で
見
た
和
辻
の
そ
れ
と
か
な
り
の
親
近
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

丸
山
が
後
に
展
開
す
る
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
に
お
け
る
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
は
、「
直
接
に
は
開
闢
神
話
の
叙
述
あ
る
い

は
そ
の
用
字
法
の
発
想
か、
ら、
汲
み
と
ら
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
そ
の
後
長
く
日
本
の
歴
史
叙
述
な
り
、
歴
史
的
出
来
事
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
仕
方
な
り
の
基
底
に
、
ひ
そ
か
に
、
も
し
く
は
声
高
に
ひ
び
き
つ
づ
け
て
き
た
、
執
拗
な
持
続
低
音
（b

asso
o

stin
ato

）

を
聴
き
わ
け
、
そ
こ
か
ら
逆、
に、
上
流
へ
、
つ
ま
り
古
代
へ
と
そ
の
軌
跡
を
辿た

ど

る
こ
と
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
も
の

(

�)

」
な
い
し
は

「
日
本
神
話
の
な
か
か
ら
明
ら
か
に
中
国
的
な
観
念
…
…
に
基
づ
く
考
え
方
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
消
去
」
し
て
い
き
、
そ
こ
に
残
る
サ

ム
シ
ン
グ
を
抽
出
す
る
と
い
う
消
去
法
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
「
断
片
的
な
発
想

(
�)

」
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
段
階
に
お
け
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る
丸
山
の
「
原
型
」
は
、
む
し
ろ
こ
う
し
た

和
辻
の
議
論
に
も
通
じ
る

｢

血
縁
な
い
し
祭
祀
共
同
体
」
や
「
同
族
団
的
結

合
」
の
持
続
性
、
さ
ら
に
は
そ
の
基
礎
に
あ
る
水、
田、
稲、
作、
と
い
う
社
会
の
底
辺
に
お
け
る
支
配
的
生
産
様
式
の
持
続
性
と
い
う
「
原

型
」
の
基、
盤、
と
も
い
う
べ
き
も
の
か
ら
こ、
そ、
導
出
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
点
こ
そ
、
筆
者
が
「
原
型
」
論

か
ら
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
へ
の
あ
る
質、
的、
な、
発、
展、
を
認
め
る
所
以
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
立
ち
入
る

余
裕
は
な
い
。

と
も
あ
れ
丸
山
は
、
こ
こ
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論
に
い
た
る
。
す
な
わ
ち
、

日
本
の
空
間
的
所
与
と
、
そ
れ
に
制
約
さ
れ
た
文
化
的
発
展
の
型
は
、
数
百
年
、
数
千
年
に
わ
た
っ
て
、
日
本
の
思
想
史
上

に
さ
ま
ざ
ま
な
刻
印
を
押
し
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
歴
史
上
の
個
々
の
思
想
に
つ
い
て
い
え
る
の
み
な
ら
ず
、
今
日
に
お
い

て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
わ
れ
わ
れ
の
思
考
様
式
を
規
定
し
て
い
る

(

�)

。

ち
な
み
に
こ
こ
で
丸
山
は
、「
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、『
く
に
』
に
つ
い
て
の
意
識
に
も
同
様
に
表
わ
れ
て
い
る
。
自
然
的
所
与
と

し
て
の
日
本
の
島
国
性
は
、
国
家
・
国
境
・
国
籍
等
を
人
為
的
な
も
の
と
し
て
意
識
さ
せ
ず
、
機
構
と
し
て
の
国
家
さ
え
も
民
族
的

共
同
体
と
同
じ
レ
ヴ
ェ
ル
で
捉
え
る
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
を
習
慣
づ
け
て
き
て
い
る

(

�)

」
と
論
じ
て
い
る
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ

る
こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
検
討
す
る
一
九
六
六
年
度
講
義
（『
講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
で
よ
り
立
ち
入
っ
た
言
及
が
な
さ

れ
て
お
り
、
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
問
題
と
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
自、
然、
的、
・、
空、
間、
的、
所、
与、
と
、
そ
れ
に
制
約
さ
れ
た
文
化
的
発
展
の
型
と
い
う
基、
盤、
へ
の
認
識
に
導
か
れ
て
、

法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

論

説

916

一
二



丸
山
が
再、
構、
成、
し
て
み
せ
る
「
原
型
的
世
界
像
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、「
清
明
心
」
な
い
し
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ

コ
コ
ロ
」
は
そ
こ
に
お
い
て
、
は
た
し
て
い
か
な
る
位
置
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
つ
ぎ
の
問
題
で
あ
る
。

「
原
型
的
世
界
像
」

す
で
に
何
度
も
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
丸
山
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
は
、
日
本
神
話
の
な
か
か
ら
明
ら
か
に
中
国
的
な
観
念
に

基
づ
く
考
え
方
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
消
去
し
て
い
き
、
そ
こ
に
残
る
サ
ム
シ
ン
グ
を
抽
出
す
る
と
い
う
消
去
法
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る

「
断
片
的
な
発
想
」
だ
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
「
原
型
」
な
い
し
は
「
原
型
的
世
界
像
」
は
そ
う
し
た
「
断

片
的
な
発
想
」
な
ど
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
丸
山
に
よ
っ
て
古
代
文
献
に
残
さ
れ
て
い
る
神
話
・
説
話
・
古
代
伝
承
か
ら
再
構
成
さ

れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

〈
か
か
る
記
紀
を
は
じ
め
と
し
た
〉
古
代
文
献
に
残
さ
れ
て
い
る
神
話
・
説
話
・
古
代
伝
承
の
な
か
か
ら
、
明、
ら、
か、
に、
儒
仏
道

教
等
の
比、
較、
的、
に、
大
陸
的
思
想
の
影
響
と
み
ら
れ
る
諸
観
念
を
除
き
、
後
代
の
民
間
信
仰
や
民
間
伝
承
等
を
参
照
し
て
、
古
代

か
ら
持
続
的
に
作
用
し
て
い
る
宗
教
意
識
を
再
構
成
し
て
み
る

(

�)

。

こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
丸
山
が
「
記
紀
は
〈
日
本
人
が
儒
教
・
仏
教
等
の
思
考
な
い
し
世
界
観
を

知
っ
た
後
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
上
、
一
定
の
目
的
意
識
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
〉
政
治
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
産
物
で
あ
る
」
と

し
つ
つ
、「
し
か
し
同
時
に
そ
こ
に
き
わ
め
て
長
期
的
な
政
治
社
会
の
形
成
過
程
が
反
映
し
、
弥
生
式
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
生
活
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意
識
・
宗
教
意
識
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
�場
合
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
古
い
時
代
の
痕
跡
さ
え
見
ら
れ
る

(

�)

�」
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
丸
山
の
「
原
型
」
な
い
し
は
「
古
層
」
を
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
の
世
界
観
と
同
一
視
す
る
議
論
が

た
と
え
ば

水
林
彪
『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り

(

�)

』
の
よ
う
に

一
部
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
誤
解
、
誤
読
だ
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

同
時
に
こ
こ
で
丸
山
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
日
本
の
「
固
有
信
仰
」
な
る
も
の
の
存
在
を
明
確
に
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し

て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、

〈
こ
れ
は
言
葉
を
か
え
る
と
、(｢

古
神
道
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
）
神
道
の
原
型
と
も
言
え
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
固

有
神
道
と
か
古
神
道
と
か
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
固
有
の
信
仰
が
、
も
と
も
と
日
本
に
あ
っ
た
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ

ら
の
諸
観
念
は
南
方
諸
島
、
朝
鮮
、
南
ア
ジ
ア
、
中
国
北
部
に
み
ら
れ
る
神
話
と
大
き
な
類
似
性
を
も
っ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、

そ
れ
ら
の
混
合
物
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
や
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
諸
観
念
に
し
ろ
、
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
た
だ
、
こ

こ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
通
常
異
な
っ
た
段
階
に
属
す
る
宗
教
意
識
が
、
そ
の
後
に
流
入
し
た
高
度
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
体
系

と
融
合
し
た
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
原
初
的
な
神
話
的
観
念
が
文
明
の
な
か
に
深
く
入
り
込
み
、
後
世
の
歴
史
の
中
に

構
造
化
さ
れ
て
い
る
〔
と
こ
ろ
に
、
こ
の
国
の
宗
教
意
識
の
特
徴
が
あ
る

(

�)]

。〉

米
谷
匡
史
に
よ
る
「
丸
山
は
、
頂
点
に
お
け
る
『
国
体
』
と
底
辺
に
お
け
る
村
落
共
同
体
を
前
近
代
性
の
温
床
と
考
え
て
お
り
、

そ
れ
を
ど
ち
ら
も
『
固
有
信
仰
』
と
い
う
古
来
の
《
日
本
的
な
も
の
》
に
よ
っ
て
規
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
…
…
丸
山
は
そ
の
原

型
を
宣
長
が
古
代
日
本
に
見
た
『
固
有
信
仰
』
に
ま
で
遡
及
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、『
過
去
的
な
も
の

極
端
に
は
太
古
の
も
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の

の
執
拗
な
持
続』

…
…
が
語
り
は
じ
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
丸
山
は
『
古
層
』
論
に
い
た
る
山
を
一
歩
踏
み

越
え
て
い
た
の
で
あ
る

(

�)

」
と
い
っ
た
批
判
が
的
を
射
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

丸
山
は
「『

固
有
信
仰
』
と
い
う
古
来
の
《
日
本
的
な
も
の
�」
の
存
在
な
ど
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
問
題
な

の
は
、「
原
初
的
な
神
話
的
観
念
が
文
明
の
な
か
に
深
く
入
り
込
み
、
後
世
の
歴
史
の
中
に
構
造
化
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
な
の
で
あ

り
、
こ
こ
に
こ
そ
「
原
型
的
世
界
像
」
の
特
徴
を
見
い
だ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
丸
山
に
と
っ
て
、「
原
型
」
的
思
考
様
式
の
第、
一、
の、
特、
徴、
は
、
災
厄
の
観
念
と
罪
の
観
念
と
が
長
期
に
わ
た
っ
て
重
畳

し
て
い
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。「
災
厄
観
」(

な
い
し
は
「
吉
凶
観｣

）
と
「
罪
観
念
」(

な
い
し
は
「
善
悪
観｣

）
の
重
畳

と
い
う
問
題
は
、
和
辻
の
『
日
本
倫
理
思
想
史
』
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と

(

�)

は
す
で
に
見
た
。
し
か
し
和
辻
が
ほ
と
ん
ど

素
通
り
し
て
し
ま
っ
た
こ
の
問
題
に
こ
そ
、
丸
山
は
「
原
型
的
世
界
像
」
の
第、
一、
の、
特、
徴、
を
見
い
だ
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

丸
山
に
よ
れ
ば
、
宗
教
意
識
の
発
展
に
お
い
て
と
く
に
注
意
す
べ
き
は
、
罪、
意
識
が
、
精
霊
を
鎮
圧
し
匡
正
す
る
呪、
術、
か
ら
分
化

発
展
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

〈
…
…
未
開
人
の
神
々
はd

e
m

o
n

で
あ
り
、
呪
術
的
手
段
に
よ
っ
て
、
そ
の
行
動
を
統
制
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
呪
術
の
段
階
に
お
い
て
は
、
呪
術
的
手
段
を
駆
使
す
る
呪
術
者
が
タ
マ
・
カ
ミ
よ

り
も
高
位
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
生
ず
る
呪
術
者
の
高
い
権
威
が
、
政
治
的
権
力
の
発
生
の
一
つ

の
大
き
な
根
源
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
呪
術
の
儀
礼
は
功
利
的
目
的
を
も
っ
て
お
り
、
呪
術
に
よ
っ
て
呼
び
出
さ
れ
た
デ
ー
モ

ン
・
精
霊
・
タ
マ
が
、
悪
天
候
・
昆
虫
に
よ
る
災
害
・
病
気
・
家
畜
の
伝
染
病
等
々
を
防
ぐ
こ
と
、
す
な
わ
ち
自
然
の
力
の
コ
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ン
ト
ロ
ー
ル
が
目
的
な
の
で
あ
る
。〉
精
霊
信
仰
か
ら
神
々
の
信
仰
へ
の
発
展
に
と
も
な
い
、
神
々
の
超
自
然
界
は
自
然
界
か

ら
抽
出
さ
れ
、
宗
教
行
為
は
呪
術
に
よ
る
精
霊
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
、
神
々
へ
の
祭
祀
に
進
化
す
る
（
実
際
は
境
界
は
は
っ

き
り
し
な
い)

。
こ
の
さ
い
重
要
な
質
的
転
換
が
思、
想、
に
起
る
。
神
意
に
も
と
づ
く
タ
ブ
ー
を
犯
す
の
は
神
と
の
倫
理
的
秩
序

を
侵
害
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
罪
の
観
念
が
生
れ
る
。
戦
敗
・
災
害
は
神
の
力
の
不
足
の
証
示
で
は
な
く
、
自
ら
の
集

団
の
罪
の
結
果
で
あ
る
。
こ
う
し
て
罪
観
念
と
人
格
的
責
任
の
意
識
が
、
外
的
災
厄
の
回
避
と
鎮
静
へ
の
関
心
か
ら
分
離
す
る

よ
う
に
な
る

(

�)

。

純
粋
な
呪
術
的
思
考
で
は
、
呪
術
で
よ
び
だ
し
た
神
が
荒
ぶ
る
神
に
負
け
た
の
は
呪
術
の
失
敗
を
意
味
す
る
だ
け
で
あ
り
、

呪
術
者
は
権
威
を
失
墜
す
る
が
〔
内
面
的
な
罪
の
意
識
を
も
つ
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
〕
神
意
に
基
づ
く
タ
ブ
ー
の
侵

害
＝
罪
と
な
る
と
、
責
任
は
自
分
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
〔
呪
術
に
よ
っ
て
〕
外
的
災
厄
を
回
避
し
鎮
静
す
る
と
い
う

観
念
か
ら
、
論
理
的
に
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
発
展
を
通
し
て
、
道
徳
意
識
が
呪
術
的
思
考
か
ら
生
じ
て
い
っ

た

(

�)

。

呪、
術、
か
ら
祭、
祀、
へ
の
宗
教
意
識
の
発
展
と
、
そ
こ
に
お
け
る
罪、
と
人
格
的
責
任
の
意
識
の
成
立
、
す
な
わ
ち
道、
徳、
意、
識、
の
発
生
と

い
う
思
想
の
質、
的、
転
換

丸
山
の
「
原
型
」
論
の
背
景
に
あ
る
こ
う
し
た
議
論
は
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
宗
教
社
会
学
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
呪
術
と
祭
祀
と
の
質
的
な
差
異
に
は
着
目
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
見
え
る
和
辻
哲
郎
の
「
祀
る
と
と

も
に
祀
ら
れ
る
神
」
を
め
ぐ
る
議
論
や
、
も
っ
ぱ
ら
「
山
河
の
荒
ぶ
る
神
」
へ
の
畏、
怖、
の、
心、
情、
に
の
み
着
目
す
る
湯
浅
泰
雄
の
「
古
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代
神
道
」
を
め
ぐ
る
議
論
と
の
相
違
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

丸
山
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
神
話
に
お
い
て
も
す
で
に
こ
う
し
た
意
味
で
の
罪
の
意
識
が
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
日
本
の

『
原
型
』
的
思
考
様
式
の
第
一
の
特
徴
は
、
災
厄
の
観
念
と
罪
（
人
間
の
責
任
）
の
観
念
と
が
長
期
に
わ
た
っ
て
重
畳
し
て
い
る
こ

と

(

�)

」
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

〈
災
厄
の
観
念
は
罪
の
観
念
の
発
展
に
よ
っ
て
消
え
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
日
本
の
原
型
的
思
考
様
式
で
は
、
こ
の
二
つ
が

重
な
り
あ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
〉
祝
詞
に
は
、
昆
虫
の
災
厄
や
高
津
鳥
の
災
厄
な
ど
も
国
つ
罪
の
中
に
含
ま
せ
て
、
や
は
り
祓

の
対
象
と
し
て
い
る
〔
こ
と
、
ま
た
、〕
ヨ
シ
ア
シ
が
吉
凶
と
も
書
か
れ
て
い
る
〈
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
。〔
内
面
的
道
徳
に

か
か
わ
る
〕
善
悪
が
外
部
か
ら
く
る
吉
凶
と
融
合
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る

(

�)

。〉

丸
山
が
「
原
型
」
的
思
考
様
式
な
い
し
は
「
原
型
的
世
界
像
」
と
よ
ぶ
も
の
に
お
い
て
、
善
悪
＝
ヨ
シ
ア
シ
と
い
う
罪
と
人
格
的

責
任
の
観
念

す
な
わ
ち
道
徳
意
識

と
、
吉
凶
と
い
う
善、
悪、
以、
前、
の
災
厄
の
観
念

す
な
わ
ち
道、
徳、
意、
識、
以、
前、
の
未、
開、
の

呪
術
的
思
考

と
が
重
畳
し
た
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
ま
さ
に
、「
通
常
異
な
っ
た
段
階
に
属
す

る
宗
教
意
識
が
、
そ
の
後
に
流
入
し
た
高
度
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
体
系
と
融
合
し
た
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
原
初
的
な
神
話

的
観
念
が
文
明
の
な
か
に
深
く
入
り
込
み
、
後
世
の
歴
史
の
中
に
構
造
化
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、「
こ
の
国
の
宗
教
意
識
の
特
徴

(

�)

」

の
第
一
の
も
の
と
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
こ
そ
こ
こ
で
の
最
も
重
要
な
論
点
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
吉

凶
観
と
善
悪
観
と
の

す
な
わ
ち
、
呪
術
的
思
考
と
道
徳
意
識
と
い
う
異
な
っ
た
段
階
の
宗
教
意
識
の

重
畳
は
そ
の
ま
ま
、
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善
悪
（
＝
ヨ
シ
ア
シ
）
と
清
明
―
黒
濁
（
＝
キ
ヨ
キ
・
ア
カ
キ
―
ク
ロ
キ
・
キ
タ
ナ
キ
）
と
の
重
畳
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
「
キ
ヨ
キ
」
と
は
外
部
か
ら
く
る
災
厄
を
、
ケ
ガ
レ
と
し
て
キ
ヨ
メ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
災
厄
の
観
念
に
こ
そ
関

わ
る
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
和
辻
哲
郎
、
相
良
亨
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
の
か
は
、
す
で
に
本
稿
の
第
一
章
と
第
二
章
で
見
た
と
お

り
で
あ
る
。
た
し
か
に
和
辻
は
、「
ヨ
キ
心
、
ア
シ
キ
心
と
い
う
ご
と
く
道
徳
的
な
ヨ
シ
・
ア
シ
、
善
悪
の
価
値
を
す
で
に
認
め
な

が
ら
、
何
ゆ
え
に
そ
の
同
じ
心
を
キ
ヨ
キ
心
・
キ
タ
ナ
キ
心
、
ア
カ
キ
心
・
ク
ラ
キ
心
と
し
て
把
捉
し
た
か
と
い
う
点
に
集
中
す
る

(

�)

」

と
こ
の
論
点
を
強
調
し
て
は
い
た
。
し
か
し
彼
は
そ
の
解
決
の
鍵
を
、
む
し
ろ
「
祭
事
的
団
結
」
と
い
う
問
題
に
も
と
め
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
論
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

祭
事
に
よ
る
宗
教
的
団
結
は
、
精
神
的
共
同
体
で
あ
る
と
と
も
に
感
情
融
合
的
な
共
同
体
で
あ
る
。
か
か
る
共
同
体
に
お
い

て
は
、「
私
」
の
利
福
の
ゆ
え
に
他
の
利
福
を
奪
お
う
と
す
る
者
は
同
時
に
全
体
の
統
制
に
そ
む
く
者
で
あ
り
、
従
っ
て
全
体

性
の
権
威
に
そ
む
く
者
で
あ
っ
た
。
か
か
る
者
は
そ
の
私
心
の
ゆ
え
に
他
と
対
抗
し
、
他
と
融
け
合
わ
ず
、
他
者
よ
り
見、
通、
さ、

れ、
な、
い、
心、
境、
に
住
す
る
。
こ
の
よ
う
に
何
人
に
も
窺
知
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
「
私
」
を
保
つ
こ
と
は
、
そ
の
見
通
さ
れ
な
い

点
に
お
い
て
す
で
に
清
澄
で
な
く
濁
っ
て
お
り
、
従
っ
て
キ
タ
ナ
キ
心
ク
ラ
キ
心
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
さ
ら
に
そ
れ
は
全
体

性
の
権
威
に
そ
む
く
も
の
と
し
て
、
当
人
自
身
に
も
後、
ろ、
暗、
い、
、
気、
の、
引、
け、
る、
、
曇、
っ、
た、
心
境
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る

(

�)

。

法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

論

説

922

一
八



和
辻
の
議
論
を
ヨ
リ
簡
潔
に
論
じ
た
相
良
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
よ
う
に
神
話
の
世
界
に
お
い
て
ヨ
キ
心
と
は
清
き
明
き
心
で
あ
り
、
そ
れ
は
キ
タ
ナ
キ
心
ク
ラ
キ
心
あ
る
い
は
コ
ト
心

な
ら
ざ
る
心
で
あ
っ
た
。
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
に
「
明
き
も
即
ち
清
き
こ
と
」
と
あ
る
が
、
こ
の
清
明
と
は
い
わ
ば
底

ま
で
も
す
い
て
見
え
る
清
流
の
透
明
さ
に
も
た
と
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
曇
り
か
く
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
な
い
心
、
二
心
の
な
い

心
で
あ
ろ
う
。
感
情
融
合
的
な
共
同
体
に
お
い
て
、
他
者
よ
り
見
通
さ
れ
な
い
、
し
た
が
っ
て
後
ろ
ぐ
ら
い
と
こ
ろ
の
な
い
心

の
状
態
、
換
言
す
れ
ば
私
の
な
い
心
の
状
態
、
そ
れ
が
清
明
心
な
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
う
し
て
和
辻
と
相
良
は
、
善
悪
（
＝
ヨ
シ
ア
シ
）
と
清
明
―
黒
濁
（
＝
キ
ヨ
キ
・
ア
カ
キ
―
ク
ロ
キ
・
キ
タ
ナ
キ
）
と
の

異
な
っ
た
段
階
の
宗
教
意
識
の
、
す
な
わ
ち
異、
質、
性、
を
と
も
な
っ
て
い
る
は
ず
の
そ
れ
ら
の

重
畳
で
は
な、
く、
、
そ
の
同、
一、
性、
に

注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、「
無、
私、
性、
＝、
全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、
」
を
そ
の
本
質
と
す
る
「
清
明
心
」
理
解
へ
と
突
き
進
ん
で
い
っ

た
の
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
吉
凶
観
と
善
悪
観
と
の

す
な
わ
ち
、
呪
術
的
思
考
と
道
徳
意
識
と
い
う
異
な
っ
た
段
階
の
宗
教
意
識

の

重
畳
を
強
調
す
る
丸
山
の
「
原
型
的
世
界
像
」
に
お
い
て
、「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
は
ど
の
よ

う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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「
原
型
」
に
お
け
る
行
動
の
価
値
基
準

丸
山
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
吉
凶
観
と
善
悪
観
と
の

す
な
わ
ち
、
呪
術
的
思
考
と
道
徳
意
識
と
い
う
異
な
っ
た
段
階
の
宗
教

意
識
の

重
畳
を
特
徴
と
し
た
「
原
型
的
世
界
像
」
に
お
け
る
価
値
基
準
は
、
①
「
集
団
的
功
利
主
義｣

、
②
「
心
情
の
純
粋
性｣

、

③
「
活
動
・
作
用
の
神
化
」
の
三
つ
で
あ
る
と
い
う
。

第
一
の
「
集
団
的
功
利
主
義
」
と
い
う
基
準
に
つ
い
て
、
丸
山
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、

日
本
の
原
型
的
思
考
様
式
に
お
け
る
善
悪
は
、
外
か
ら
自
己
の
所
属
す
る
共
同
体
に
福
利
や
災
厄
を
も
た
ら
す
も
の
、
す
な

わ
ち
呪
術
と
結
び
つ
い
て
、
共
同
体
に
益
あ
る
い
は
害
を
与
え
る
も
の
と
い
う
集
団
的
功
利
主
義
的
な
価
値
基
準
を
含
ん
で
い

る
。
善
は
自
己
の
共
同
体
に
益
な
る
も
の
、
悪
は
自
己
の
共
同
体
に
外
か
ら
害
を
与
え
る
も
の
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
功
利
主

義
と
い
う
の
は
本
来
、
一
切
の
事
物
や
権
威
を
個
人
の
幸
福
と
い
う
基
準
で
裁
く
、
き
わ
め
て
主
体
的
な
個
人
主
義
な
の
だ
が
、

こ
こ
で
は
集
団
へ
の
奉
仕
か
ら
は
な
れ
た
（
所
属
集
団
と
同
一
方
向
に
な
い

背ソ

向ム

く
行
動
と
し
て
の

後
筆
）
個
人
利

益
の
追
求
は
、
ま
さ
に
こ
の
特
殊
な
「
功
利
主
義
」
の
ゆ
え
に
、
厳
に
排
斥
さ
れ
る

(

�)

。〉

こ
う
し
た
丸
山
の
「
集
団
的
功
利
主
義
」
へ
の
理
解
が
、
先
に
み
た
和
辻
の
「
感
情
融
合
的
な
共
同
体
」
に
お
け
る
「
無、
私、
性、
＝、

全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、
」
と
い
う
「
清
明
心
の
道
徳
」
の
本
質
に
つ
い
て
の
把
握

す
な
わ
ち
、「
か
か
る
共
同
体
に
お
い
て
は
、『
私
』

の
利
福
の
ゆ
え
に
他
の
利
福
を
奪
お
う
と
す
る
者
は
同
時
に
全
体
の
統
制
に
そ
む
く
者
で
あ
り
、
従
っ
て
全
体
性
の
権
威
に
そ
む
く

者
で
あ
っ
た
。
…
…
こ
の
よ
う
に
何
人
に
も
窺
知
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
『
私
』
を
保
つ
こ
と
は
、
そ
の
見
通
さ
れ
な
い
点
に
お
い
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て
す
で
に
清
澄
で
な
く
濁
っ
て
お
り
、
従
っ
て
キ
タ
ナ
キ
心
ク
ラ
キ
心
に
ほ
か
な
ら
な
い

(

�)

」
と
い
う
そ
れ

に
そ
の
ま
ま
符
合
す

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
先
に
見
た
よ
う
に

少
な
く
と
も
こ
の
段
階
で
の

丸
山
は
こ
う
し
た
「
原
型
」
的
思
考
様
式

の
基、
盤、
に
、
和
辻
と
同
様
な
「
血
縁
な
い
し
祭
祀
共
同
体
」
や
「
同
族
団
的
結
合
」
の
持
続
性
、
さ
ら
に
は
そ
の
基
礎
に
あ
る
水
田

稲
作
と
い
う
社
会
の
底
辺
に
お
け
る
支
配
的
生
産
様
式
の
持
続
性
を
見
い
だ
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
こ
こ
に
お
け
る
丸

山
の
議
論
と
和
辻
の
そ
れ
と
の
符
合
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
和
辻
が
こ
こ
に
「
無、
私、
性、
＝、
全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、
」
と
い
う
「
清
明
心
の
道
徳
」
の
本
質
を
見
い
だ
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、

丸
山
が
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
を
見
い
だ
す
の
は

の
ち
に
見
る
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）

で
は
、
そ
れ
を
こ
の
「
集
団
的
功
利
主
義
」
と
も
結
び
つ
け
て
論
じ
て
は
い
る
の
だ
が

む
し
ろ
、
第
二
の
基
準
と
さ
れ
る
「
心

情
の
純
粋
性
」
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、

一
方
、
こ
の
功
利
的
基
準
と
一
見
相
反
す
る
も
う
一
つ
の
価
値
判
断
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
心
情
の
純
粋
性
と
い
う
契
機
で

あ
る
。〉
記
紀
・
祝
詞
な
ど
に
、
清
明
心
・
明
浄
心
＝
ウ
ル
ワ
シ
キ
コ
コ
ロ
・
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
（
明
）
キ
コ
コ
ロ
、
穢

心
・
邪
心
・
黒
心
＝
キ
タ
ナ
キ
コ
コ
ロ
・
ク
ラ
キ
コ
コ
ロ
等
と
い
う
〔
対
比
的
な
〕
言
葉
が
見
え
る
。
キ
タ
ナ
キ
コ
コ
ロ
と
は
、

ケ
ガ
レ
＝
災
厄
を
も
た
ら
す
も
の
を
人
間
に
内
面
化
し
、
そ
の
背
後
に
あ
る
動
機
を
さ
す
。
�…
…
純
粋
な
心
情
の
発
露
は
美

し
い
も
の
と
し
て
評
価
が
高
く
、
客
観
的
規
範
に
違
反
し
た
行
為
で
も
純
粋
な
気
持
ち
か
ら
出
た
も
の
は
よ
い
。
逆
に
、
行
動

効
果
を
考
慮
し
た
行
動
は

�ズ
ル
イ
�
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
（
純
粋
心
情
主
義

(

�))

。〉
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相
良
亨
に
お
い
て
、
和
辻
の
「
無、
私、
性、
＝、
全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、
」
と
い
う
「
清
明
心
の
道
徳
」
の
本
質
と
彼
自
身
の
「
心
情
の
純
粋

性
の
尊
重
」
と
い
う
「
清
明
心
」
の
特
質
と
が
、「
清
明
な
る
心
、
…
…
私
の
な
い
心
、
さ
ら
に
い
え
ば
心
情
の
純
粋
さ

(

�)

」
と
い
う

よ
う
に
並
列
さ
れ
同
一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
丸
山
は
、「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ

コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
を
何
よ
り
も
ま
ず
、「
純
粋
な
心
情
の
発
露
は
美
し
い
も
の
と
し
て
評
価
が
高
く
、
客
観
的
規
範
に
違
反

し
た
行
為
で
も
純
粋
な
気
持
ち
か
ら
出
た
も
の
は
よ
い
。
逆
に
、
行
動
効
果
を
考
慮
し
た
行
動
は

�ズ
ル
イ
�
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
」

と
い
う
意
味
で
の
「
純
粋
心
情
主
義
」
と
い
う
観
点
に
お
い
て
理
解

こ
う
し
た
理
解
が
『
古
事
記
』『

日
本
書
紀
』
の
テ
ク
ス

ト
に
即
し
て
正、
当、
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
次
章
で
詳
論
し
よ
う

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
前
述
し
た

「
集
団
的
功
利
主
義
」(

＝｢

無、
私、
性、
＝、
全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、｣

）
の
契
機
と
明
確
に
区、
別、
し
た
う
え
で

｢

罪
観
念
が
災
厄
観
念
と
重

畳
し
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
心
情
の
純
粋
性
と
い
う
規
準
は
、
行
為
の
自
己
の
共
同
体
へ
の
現
実
的
作
用
の
利
害
と
い
う
規
準
と
結

び
つ
い
て
い
た

(

�)

」
と
し
て

こ
れ
ら
二
つ
の
契
機
の
結、
合、
を
こ
そ
問
題
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
丸
山
が
第
一
の
「
集
団
的
功
利
主
義
」
を
特
殊
主
義
的
な
も
の
と
す
る
一
方
で
、
第
二
の
「
心
情
の
純
粋
性
」
を
普、
遍、
主、

義、
的、
な
も
の
と
し
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、

第
一
の
功
利
的
＝
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
規
準
は
、
ヨ
リ
多
く
特
殊
社
会
的
＝
集
団
的
性
格
を
も
ち
、
第
二
の
規
準
は
、

�理
性
的
あ
る
い
は
意
思
的
よ
り
も
〉
ヨ
リ
多
く
感
情
的
・
情
動
的
次
元
に
位
置
す
る
。(

そ
う
し
て
第
一
の
規
準
はp

articu
-

laristic

〔
特
殊
主
義
的
〕
で
あ
り
、
第
二
の
規
準
はu

n
iv

e
rsalistic

〔
普
遍
主
義
的
〕
で
あ
る

プ
リ
ン
ト
後
筆)

。「
原
型
」

の
こ
う
し
た
性
格
は
、
の
ち
に
大
陸
か
ら
倫
理
的
規
範
性
の
観
念
が
移
入
し
て
く
る
と
き
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
〔
変
容
〕
を
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考
察
す
る
際
に
重
要
で
あ
る

(

�)

。

さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
「
心
情
の
純

粋
性
」
と
い
う
第
二
の
価
値
基
準
が
、
第
一
の
規
準
で
あ
る
「
集
団
的
功
利
主
義
」
よ
り
も
、
ヨ
リ
多
く
感
情
的
・
情
動
的
次
元
に

位
置
す
る

す
な
わ
ち
先
に
見
た
「
思
想
の
成
層
」
の
ヨ
リ
下
層
に
位
置
す
る
、
さ
ら
に
い
え
ば
ヨ
リ
「
古
層
」
に
属
す
る

も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
て
お
り
、
同
時
に
そ
れ
がu

n
iv

e
rsalistic

な
契
機
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
両
契
機
の
関
係

を
め
ぐ
る
議
論
は
、
次
節
以
降
で
検
討
す
る
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
お
よ
び
一
九
六
七
年
度
講
義
（『

講
義

録
﹇
第
七
冊]』

）
で
、
さ
ら
な
る
展
開
を
見
せ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

さ
て
丸
山
は
こ
う
し
た
①
「
集
団
的
功
利
主
義
」
お
よ
び
②
「
心
情
の
純
粋
性
」
と
と
も
に
、「
原
型
」
的
思
考
様
式
に
お
け
る

第
三
の
価
値
基
準
と
し
て
、「
活
動
・
作
用
の
神
化
」
と
い
う
契
機
を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
原
型
的
思
考
に
と
っ
て
重
要
な
第
三
の
契
機
が
登
場
す
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ば
活
動
作
用
そ
の
も
の
を
〈
本
体
よ
り

も
〉
神
化
す
る
傾
向
で
あ
る
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
か
ら
多
神
教
へ
の
宗
教
意
識
の
発
展
に
お
い
て
は
、
超
自
然
的
な
力
を
も
つ
実、
体、

が
タ
マ
（
精
霊
）
と
し
て
予
想
さ
れ
、
こ
れ
が
人
格
化
あ
る
い
は
物
化
さ
れ
て
神
観
念
が
生
ず
る
（
人
格
神
と
物
神
崇
拝
）
の

が
一
般
的
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
�…
…
と
こ
ろ
が
、〉
日
本
神
話
（
原
型
的
思
考

後
筆
）
で
は
、
こ
う
し
て
一
方
で
は
タ
マ

が
現
象
か
ら
分
離
さ
れ
て
呪
術
的
克
服
な
い
し
は
礼
拝
の
対
象
と
な
っ
た
後、
に、
お、
い、
て、
も、
、
そ
れ
と
並
ん
で
他
方
で
は
、
む
し

ろ
タ
マ
の
は
た
ら
き
そ
の
も
の
が
神
聖
視
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
…
…[
こ
う
し
て
〕
超
人
間
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ま
さ
に
そ
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の
能
力
に
お
い
て
神
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
荒、
ぶ、
る、
神、
は
、
一
方
で
は
呪
術
的
克
服
な
い
し
追
放
の
対
象
と
さ
れ
な
が

ら
、
他
方
で
は
英
雄
神
的
崇
敬
と
祭
祀
の
対
象
と
な
る
と
い
う
二
重
性
が
賦
与
さ
れ
る

(

�)

。

丸
山
が
こ
う
し
た
二
重
性
の
典
型
を
ス
サ
ノ
オ
に
見
て
い
る
こ
と
に
は
、
次
章
に
お
け
る
『
古
事
記
』『

日
本
書
紀
』
の
テ
ク
ス

ト
に
即
し
た
ス
サ
ノ
オ
神
話
の
分
析
に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
立
ち
返
ろ
う
。
問
題
な
の
は
こ
こ
で
も
、
善
悪
観
と
吉
凶
観
が
重
畳
し

て
い
た
よ
う
に
人
格
神
（
＝
多
神
教
）
段
階
の
神
観
念
と
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
い
う
呪
術
的
思
考
の
段
階
の
そ
れ
と
が
、
ま
た
し
て
も
重

畳
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
丸
山
の
「
原
型
」
的
思
考
様
式
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い
て
は
、
災
厄
の
観
念
と
罪
観
念
の
重
畳
、
吉
凶
観
と
罪
悪
観
の

重
畳
は
、
同
時
に
「
心
情
の
純
粋
性
」
と
「
集
団
的
功
利
主
義
」
の
重
畳
、
さ
ら
に
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な
「
活
動
・
作
用
の
神
化
」

と
人
格
神
的
神
観
念
と
の
重
畳
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
前
者
は
「
思
想
の
成
層
」
の
ヨ
リ
下
層
に

し
た
が
っ
て
、
ヨ
リ

「
古
層
」
に

位
置
づ
け
ら
れ
つ
つ
後
者
と
長
期
に
わ
た
っ
て
重、
畳、
し
、
結、
合、
し
て
「
原
型
」
的
思
考
様
式
を
構、
成、
す
る
も
の
と

理
解
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
「
原
型
的
世
界
像
」
は
、
こ
の
後
に
つ
づ
く
「
生
成
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
」
の

問
題
、
さ
ら
に
は
「
歴
史
観
」
と
「
政
治
観
」
を
も
包
含
す
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。「
原
型
」
と
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う

に
再、
構、
成、
さ
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
原
型
」
論
か
ら
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
へ
の
展
開
は
、
こ
う
し
た
「
原
型
」
か
ら
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
の
単
離iso

late

と
い
う
形
で
進
行
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
問
題
を
検
討
す
る
前
に
、
こ
う
し
た
一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）

の
議
論
が
、
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
お
よ
び
一
九
六
七
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』

）
に
お
い
て
、
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ど
の
よ
う
な
発
展
を
と
げ
る
の
か
を
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

第
三
節

深
層
に
沈
殿
し
た
思
考
様
式
・
世
界
像
（
一
九
六
六
年
度
講
義
）

空
間
的
所
与
に
規
定
さ
れ
た
日
本
の
カ
ル
チ
ュ
ア

『
丸
山
眞
男
講
義
録
﹇
第
六
冊
﹈
日
本
政
治
思
想
史
一
九
六
六
』
に
再
現
さ
れ
て
い
る
講
義
に
お
い
て
、
前
節
で
見
た
一
九
六
四

年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
の
「
原
型
」
論
は
、
ど
の
よ
う
な
発
展
・
展
開
を
見
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、

両
講
義
の
異
同
に
焦
点
を
し
ぼ
る
か
た
ち
で
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
の
講
義
の
出
発
点
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
日
本
文
化
の
「
空
間
的
所
与
」
を
め
ぐ
る
理
解
で
あ
る
こ
と
は
一
九
六
四
年
度
講
義

（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
と
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

日
本
文
化
（
狭
く
は
思
想
）
の
空
間
的
所
与
は
、
日
本
の
島
国
性
、
つ
ま
り
異
質
な
外
来
文
化
の
流
入
に
よ
っ
て
そ
れ
以
前

の
生
活
様
式
が
根
底
か
ら
崩
れ
る
に
は
大
陸
か
ら
あ
ま
り
に
離
れ
て
お
り
、
逆
に
、
完
全
に
閉
鎖
的
な
自
足
性
を
保
つ
に
は
あ

ま
り
に
近
い
位
置
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
外
来
文
化
の
摂
取
採
用
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
可
能
に
し
た
理
由
で

あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
「
所
与
」
を
改
め
て
問
題
に
し
、
自
明
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
自
明
と
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
出
発
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
日
本
文
化
発
展
の
場
は
、
当
代
の
世
界
一
の
文
化
圏
の
隣
に
位
置
し
、
そ
こ
か
ら
近
す
ぎ
も
遠
す
ぎ
も
せ
ぬ
と
こ

ろ
に
築
か
れ
た
の
で
あ
る

(

�)

。
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た
だ
こ
の
年
の
講
義
で
丸
山
は
、
こ
の
「
空
間
的
所
与
」
の
問
題
と
「
ク
ニ
」
の
観
念
と
の
関
連
に
注
目
し
、
さ
ら
に
「
日
本
が

日
本
を
国
家
と
し
、
他
の
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
が
フ
ラ
ン
ス
を
国
家
と
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
世
界
史
的
な
場
に
お
い
て
み
な
い

と
よ
く
分
か
ら
な
い

(

�)

」
と
し
て
、
こ
の
「
ク
ニ
」
の
観
念
と
近
代
的
なn

atio
n

state

と
の
関
連
を
含
め
て
、
や
や
立
ち
入
っ
た
議

論
を
展
開
し
て
い
る
。

丸
山
は
こ
の
「
ク
ニ
」
の
観
念
に
つ
い
て
、
ま
ず
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

日
本
人
に
は
日
本
人
の
「
ク
ニ
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。「
大お

お

八や

洲し
ま

の
国
」
と
し
て
最
古
の
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
国
家
の

領
土
も
人
種
も
、
現
在
の
日
本
の
そ
れ
に
非
常
に
近
く
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
有
史
以
後
わ
れ
わ
れ
が
大
規
模
な
人
種
混
淆
を
経

験
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
世
界
史
は
征
服
、
移
民
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
歴

史
と
文
化
の
持
続
性
の
強
さ
が
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
ク
ニ
」
の
観
念
と
関
連
し
て
い
る
。
現
在
で
こ
そ
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
は
一
つ
の
国
家
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
を
当
然
と
思
い
、
内
部
の
利
害
対
立
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
対
外
的
に
は
一

国
と
し
て
見
な
さ
れ
る
。
…
…
し
か
し
実
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
はn

atio
n

state

の
形
成
は
非
常
に
新
し
い
。
ニ
ー
チ
ェ
が
「
自

分
は
最
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
元
々
は
一
つ
で
あ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
分
解
し
て
、n

atio
n

state

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
に
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
日
本
は
古
代
か
ら
連
続
し
て
「
大
八
洲
」
で
あ
っ

た

(

�)

。

丸
山
に
よ
れ
ば
こ
う
し
た
事
情
は
、
貴
族
と
し
て
のin

te
rn

atio
n

alism

が
、
同
一
国
民
の
感
覚
よ
り
も
強
か
っ
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
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パ
の
封
建
制
と
日
本
の
そ
れ
と
の
間
の
基
本
的
前
提
の
差
や
、N

o
rm

an
C

o
n

q
u

e
st

以
前
の
ケ
ル
ト
文
化
で
は
な
く
、
ギ
リ
シ
ャ
・

ロ
ー
マ
の
古
典
を
自
国
の
古
典
文
化
と
み
な
す
イ
ギ
リ
ス
人
と
『
古
事
記
』『

日
本
書
紀
』
を
民
族
の
古
典
と
み
な
す
日
本
人
と
の

差
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
日
本
の
歴
史
の
特
殊
性
を
来
た
し
て
い
る
大
前
提
の
差
」
な
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
差
を
見
な
い
と
大
き

な
誤
解
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
う
し
た
「
ク
ニ
」
の
観
念
と
近
代
的
なn

atio
n

な
い
し
はn

atio
n

state

と
の
関
係
に
つ
い
て
丸
山
は
、n

atio
n

の
構
成
要
素

の
連、
続、
性、
とn

atio
n

の
不、
在、
と
い
う
二
面
性
を
見
い
だ
す
。
す
な
わ
ち
、

日
本
の
古
代
国
家
と
現
代
国
家
と
で
は
、
国
家
を
表
象
す
る
「
ク
ニ
」
と
い
う
言
葉
も
、
人
種
も
言
語
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ

て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
近
代
的
なn

atio
n

state

の
重
要
な
構
成
要
素
を
な
す
も
の
が
、
古
代
か
ら
連
続
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
「
く
に
」
の
成
立
は
非
常
に
古
い
。
他
方
で
福
沢
諭
吉
は
「
日
本
に
古
来
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

し
」
と
い
う
。
こ
れ
は
仏
革
命
以
後
生
れ
た
民
族
自
決
に
よ
るn

atio
n

を
指
し
、
福
沢
は
人
民
の
意
志
を
含
ん
だ
日
本
は
な

か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
日
本
国
の
成
立
は
非
常
に
新
し
い

(

�)

。

こ
こ
か
ら
日
本
に
は
、n

atio
n

の
構
成
要
素
の
連
続
性
とn

atio
n

の
不
在
と
い
う
二
面
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
日
本
の
島
国

根
性
と
か
「
日
本
と
外
国
」
と
い
う
発
想
、「
外
国
」
と
い
う
十
把
一
か
ら
げ
の
言
い
方
な
ど
は
、
構
成
要
素
の
古
さ
と
関
連

が
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
日
本
人
と
し
て
の
意
識
・
自
覚
が
乏
し
い
と
も
い
わ
れ
る
。
両
者
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

実
は
そ
う
で
は
な
い
。
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た
と
え
ば
国
境
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
国
で
は
い
か
に
人
為
的
な
も
の
か
明
白
で
あ
る
。
国
は
人
間
が
作
っ
た
と
い
う
意
識

と
そ
れ
は
関
連
す
る
。
し
か
し
日
本
は
海
に
よ
っ
て
限
ら
れ
、「
大
八
洲
」
以
来
、
明
治
以
後
の
大
陸
膨
張
期
を
除
け
ば
、
海

を
出
た
と
こ
ろ
が
国
境
で
あ
る
。
国
境
が
自
然
的
境
界
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
か
ら
、
人
為
の
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
、
国
は
人

間
が
作
る
と
い
う
意
識
は
育
ち
に
く
い
。
し
か
し
同
時
に
自
然
的
な
境
界
が
あ
る
か
ら
、
国
へ
の
所
属
意
識
は
非
常
に
強
い
。

日
本
で
は
国
籍
変
更
な
ど
全
く
意
識
さ
れ
な
い
が
、
そ
れ
自
身
例
外
的
な
こ
と
で
あ
る

(

�)

。

こ
う
し
た
丸
山
の
「
ク
ニ
」
の
観
念
とn

atio
n

な
い
し
はn

atio
n

state

と
を
め
ぐ
る
議
論
、n

atio
n

の
構
成
要
素
の
連、
続、
性、
と

n
atio

n

の
不、
在、
と
の
二
面
性
と
い
う
議
論
は
、
彼
が
「
日
本
」
な
い
し
は
「
日
本
人
」
と
い
うn

atio
n

al

な
も
の
の
連
続
性
を

そ
の
近
代
性
に
つ
い
て
無
自
覚
の
ま
ま

古
代
に
ま
で
遡
ら
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
ポ

ス
ト
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
な
い
し
は
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ニ
ア
ル
な
立
場
か
ら
の
ナ、
イ、
ー、
ブ、
な、
丸
山
批
判
の
皮
相
性
を
良
く
示
す
も
の
だ
と
は

い
え
よ
う
。

し
か
し
、「
民
族
的
同
質
性
（h

o
m

o
g
e

n
e

ity

）
の
保
持
と
高
度
の
伝
統
文
化
の
所
有
。
両
者
の
併
存
。
す
な
わ
ち
同
質
性
が
原
始

の
ま
ま
に
続
く
の
で
は
な
く
、
高
度
の
伝
統
文
化
の
下
に
維
持
さ
れ
た
こ
と
が
日
本
文
化
の
特
質
で
あ
る

(

�)

」
と
論
ず
る
丸
山
の
議
論

に
、
古
代
以
来
の
「
ク
ニ
」
の
同
質
性
（h

o
m

o
g
e

n
e

ity

）
へ
の
過、
度、
な、
強
調
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ
が
も
と
も
と

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
等
を
は
じ
め
と
す
る
「
大
陸
」
と
の
比
較
に
も
と
づ
く
、
同
質
性
（h

o
m

o
g
e

n
e

ity

）
の
比、
較、
的、
な、
強、
さ、
の
強
調
に

す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
「
日
本
文
化
発
展
の
場
は
、
当
代
の
世
界
一
の
文
化
圏
の
隣
に
位
置
し
、
そ
こ
か
ら
近
す
ぎ
も

遠
す
ぎ
も
せ
ぬ
と
こ
ろ
に
築
か
れ
た
」
の
だ
と
い
う
「
空
間
的
所
与
」
の
意
義
を
際
立
た
せ
る
た
め
の
議
論
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
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と
い
う
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
丸
山
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、
こ
う
し
た
「
空
間
的
所
与
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
日
本
の
カ
ル
チ
ュ
ア
に
お
け

る
「
持
続
す
る
所
与
」
と
重
層
的
に
積
み
重
な
っ
た
外
来
の
「
ヨ
リ
高
い
文
化
」
と
の
間
の
相、
互、
作、
用、
と
い
う
そ
れ
な
の
で
あ
っ
た
。

前
節
で
み
た
一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
で
は
、「
原
型

プ
ロ
ト
タ
イ
プ
」
か
ら
「
鋳、
型、
」
が
打
ち
出
さ
れ
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
で
は
、「
鋳、
型、
」
の
比
喩
は
姿
を
消
し
、
む
し
ろ

「
思
想
の
重
畳
的
成
層
性
お
よ
び
各
層
間
の
相
互
作
用

(

�)

」
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
す
な
わ
ち
、

日
本
で
は
石
器
も
鉄
器
も
併
存
し
て
い
る
。
農
耕
の
水
田
稲
作
と
い
う
生
産
様
式
が
『
古
事
記
』
の
時
代
か
ら
今
日
ま
で
社

会
の
底
辺
で
続
い
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本
の
祭
り
や
神
話
の
源
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
遊
牧
時
代
な
し
で
、
有
史
以
来
稲
作
な
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
同
時
に
文
化
形
態
の
上
に
も
見
ら
れ
る
。
要
約
的
に
い
え
ば
、
日
本
で
は
、
持
続
す
る
所
与
の
上
に
ヨ
リ
高

い
文
化
が
重
層
的
に
積
み
重
な
り
、
そ
の
間
で
相
互
作
用
を
起
す
。
こ
れ
が
和
辻
哲
郎
の
い
う
「
日
本
文
化
の
重
畳
性
」
で
あ

る
。
石
↓
銅
↓
鉄
と
前
の
文
化
を
滅
ぼ
し
な
が
ら
移
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
重
な
り
合
い
併
存
す
る
。
文
化
の
頂
点
で
は
、

時
の
世
界
の
も
っ
と
も
優
れ
た
文
化
か
ら
刺
激
を
受
け
摂
取
し
な
が
ら
、
基
底
に
お
い
て
は
古
く
か
ら
の
文
化
が
持
続
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
発
展
段
階
論
の
適
用
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
日
本
資
本
主
義
論
争
の
紛
糾
は
こ
の
辺
の
事
情
に
由
来
す
る

で
あ
ろ
う

(

�)

。
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丸
山
の
こ
う
し
た
言
明
か
ら
は
、
そ
の
「
文
化
接
触
と
文
化
変
容
の
思
想
史
」
と
い
う
日
本
思
想
史
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
「
原
型

（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
論
、
さ
ら
に
は
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
が
、
一
方
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
発
展
段
階
論
か
ら
の
離
脱
と
、

他
方
で
は
和
辻
哲
郎
の
「
日
本
文
化
の
重
畳
性
」
と
い
う
議
論
へ
の
接
近
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
う
か

が
わ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
発
展
段
階
論
と
の
関
係
は
周
知
の
こ
と
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
和
辻
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
注

目
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
が
取
り
組
む
「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
を
め
ぐ
る
問
題

は
、
ま
さ
に
和
辻
と
丸
山
と
の
交
錯
の
焦
点
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
こ
う
。

「
思
想
の
重
畳
的
成
層
性
お
よ
び
各
層
間
の
相
互
作
用
」

と
こ
ろ
で
、「
思
想
の
重
畳
的
成
層
性
お
よ
び
各
層
間
の
相
互
作
用
」
を
問
題
と
す
る
丸
山
に
と
っ
て
、
日
本
の
精
神
構
造
を
理

解
す
る
上
に
絶、
対、
必、
要、
な
課
題
は
、
こ
う
し
た
重、
畳、
的、
成、
層、
性、
を
も
た
ら
し
た
「
執
拗
な
持
続
性
と
急
激
な
変
化
の
二
重
性
を
統
一

的
に
把
握
す
る
こ
と
」
に
ほ
か
な
ら
な
い

(

�)

。

丸
山
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
日
本
の
地
理
的
＝
空
間
的
条
件
（
＝｢

空
間
的
所
与｣

）
に
深
く
規
定
さ
れ
た
必
ず
し
も
自
覚
的
だ
と
は

い
え
な
い
「
思
考
様
式
」
や
「
発
想
の
仕
方
」
に
由
来
す
る
の
だ
と
い
う
。
た
と
え
ば
そ
れ
は
日
本
と
「
外
国
」
と
い
う
二
分
法
と

い
っ
た
「
発
想
の
仕
方
」
な
ど
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
を
さ
ら
に
分
析
し
て
ゆ
く
と
、「
う
ち
」
と
し
て
の
日
本
と
「
そ
と
」
あ
る
い
は
「
よ
そ
」
と
し
て
の
世
界
と
い
う
表

象
に
ゆ
き
あ
た
る
。
世
界
像
と
し
て
み
る
と
、
外
国
と
い
う
の
は
、
特
定
の
国
家
で
は
な
く
て
、
日、
本、
以、
外、
の、
世
界
諸
国
を
一
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括
し
て
よ
ぶ
こ
と
ば
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
世
界
は
日
本
の
外、
に、
あ、
る、
と
い
う
表
象
。「
世
界
と
日
本｣

。
日
本
が
民
族
的
＝

文
化
的
等
質
性
を
も
っ
て
き
た
だ
け
に
、
日
本
の
な
か
に
あ
る
も
ろ
も
ろ
の
多
様
性
や
対
立
性
は
、
外
な
る
世
界
に
対
し
て

「
う
ち
」｢

う
ち
わ
同
士
」
と
し
て
現
実
以
上
に
均
質
的
な
も
の
と
し
て
観
念
せ
ら
れ
や
す
い
（
普よ

遍そ

[

＝
世
界
〕
対
特う

殊ち

…
…

(

�))
。

丸
山
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
発
想
の
仕
方
」
に
お
い
て
は
、
世
界
の
形
成
に
日
本
も
責
任
を
も
っ
て
参
加
し
、
そ
の
動
向
を
動

か
す
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
が
弱
く
、
あ
た
か
も
所
与
と
し
て
、
日
本
の
外
に
世
界
の
大
勢
が
「
客
観
的
」
に
あ
っ
て
、

そ
れ
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
適
応
な
い
し
追
随
し
て
ゆ
く
と
い
う
発
想
が
支
配
的
に
な
る
と
い
う
。
そ
し
て
「
こ
う
し
た
特
質
…
…
は
、

外
の
世
界
で
優
勢
に
見
え
、
も
し
く
は
流
行
の
ト
ッ
プ
を
き
っ
て
い
る
よ
う
に
映
ず
る
思
想
・
学
問
に
た
い
す
る
異
常
な
ま
で
の
関

心
に
も
っ
と
も
よ
く
表
現
さ
れ
る
」
の
で
あ
る

(

�)

。
こ
れ
は
丸
山
が
『
自
己
内
対
話

(

�)

』
に
お
い
て
、「
開
け
た
精
神

(

�)

」
と
呼
ん
で
い
た

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

丸
山
は
こ
う
し
た
「
発
想
の
仕
方
」
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
共
通
の
思
考
の
パ
タ
ー
ン
」
が
生
れ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

従
来
あ
っ
た
も
の
と
異、
質、
的、
な、
宗、
教、
思、
想、
文、
化、

た
と
え
ば
世
界
宗
教
の
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
の
流
入
に
た
い
し
て
示
す

am
b

iv
ale

n
t

〔
両
極
志
向
的
〕
な
反
応
は
、(

イ)

一
方
で
は
集
団
同
質
性
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
ほ
と
ん
ど
本
能
的
な
欲
求

か
ら
し
て
、
さ
ざ
え
の
よ
う
に
殻
を
閉
ざ
そ
う
と
い
う
方
向
で
あ
り
、(
ロ)

他
方
で
は
、
ほ
と
ん
ど
昨
日
ま
で
自
分
が
同
一

化
し
て
い
た
文
化
を
忘
れ
た
か
の
よ
う
に
、
新
奇
な
も
の
に
と
び
つ
く
傾
向
で
あ
る
（
等
質
性
の
二
面
と
し
て
の
拒
絶
反
応
と
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同
調
反
応)

。
し
か
も
、
い
っ
た
ん
所
与
と
し
て
の
同
質
性
が
築
い
た
堤
防
を
こ

え
て
、
異
質
の
思
想
文
化
が
内
部
に
入
り
込
む
と
、
ま
さ
に
民
族
的
お
よ
び
集
団

的
同
質
性
の
高
度
さ
の
ゆ、
え、
に、
、
ほ
と
ん
ど
無
抵
抗
と
み
え
る
ま
で
に
、
浸
潤
の

ス
ピ
ー
ド
が
は
や
い
。
…
…
し
か
し
そ
の
反
面
、
何
ら
か
の
事
情
で
…
…
急
激
に

方
向
を
転
じ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
生
れ
る
と
、
と
た
ん
に
昨
日
ま
で
の
最
近
流

行
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
教
義
・
学
問
は
、
ま
た
驚
く
べ
く
急
激
に
表
面
か
ら
消
え

失
せ
る
。
そ
う
し
て
通
奏
低
音
の
よ
う
に
同
質
性
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
し
て
い
た

「
伝
統
的
な
る
も
の
」
が
ふ
た
た
び
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
新
た
な
る
思
想

・
文
化
の
流
入
の
際
に
も
、
そ
の
締
め
出
し
の
際
に
も
、
と
も
に
「
集
団
転
向
」

の
現
象
が
と
も
な
う
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
の
よ
う
な
「
発
想
の
仕
方
」
と
「
思
考
の
共
通
の
パ
タ
ー
ン
」
の
歴
史
的
な
反
復
の
結
果
、
丸
山
の
い
う
図
２
の
よ
う
な
「
思

想
の
重
畳
的
成
層
性
」
が
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
図
２
は
前
節
で
見
た
一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第

四
冊]』

）
に
お
け
る
図
１
に
よ
く
似
て
は
い
る
が
、
両
者
の
間
に
は
こ
の
間
の
丸
山
の
議
論
の
発
展
・
展
開
の
跡
が
明
ら
か
に
う
か

が
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
通
奏
低
音
」(

＝b
asso

o
stin

ato
）
と
い
う
比
喩
が
す
で
に
こ
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意
し
よ
う
。

丸
山
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
思
想
の
重
畳
的
成
層
性
」
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
各
層
間
の
相
互
作
用
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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『丸山眞男講義録 [第六冊]』, p. 23より作成

……………自覚的イデオロギー

重量的堆積
(相対的底辺化)

…無自覚的思考様式

外来

相互作用



す
な
わ
ち
、

「
固
有
」
思
想
と
「
外
来
思
想
」
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
は
生
産
的
で
は
な
い
。
外
来
思
想
が
日
本
に
流
入
し
て
重
畳
的
に
堆

積
し
、
相
対
的
に
底
辺
化
し
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
底
に
あ
る
も
の
ほ
ど
民
族
的
同
質
性
は
強
い
が
、
そ
れ
も
相
対

的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
底
辺
に
あ
る
思
考
様
式
は
、
持
続
的
で
あ
る
ゆ
え
に
わ
れ
わ
れ
を
無
自
覚
的
に
規
定
す
る
よ

う
に
な
る
。
他
方
、
頂
点
に
あ
っ
て
人
間
を
行
動
に
動
か
す
高
度
な
ド
ク
ト
リ
ン
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
よ
ぶ
な
ら
ば
、
そ
れ
と

底
辺
の
無
自
覚
の
思
考
と
が
た
え
ず
相
互
作
用
を
起
し
て
、
修
正
作
用
を
行
っ
て
ゆ
く
。
し
た
が
っ
て
底
辺
の
無
自
覚
的
思
考

を
取
り
出
す
こ
と
は
、
自
主
的
な
修
正
の
仕
方
や
方
向
を
理
解
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る

(

�)

。

か
く
し
て
丸
山
は
、
こ
う
し
た
「
思
想
の
重
畳
的
成
層
性
」
に
お
け
る
「
底
辺
の
無
自
覚
的
思
考｣

＝｢

深
層
に
沈
殿
し
た
思
考
様

式
・
世
界
像
」
を
問
題
と
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

深
層
に
沈
殿
し
た
思
考
様
式
・
世
界
像

一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
に
お
い
て
丸
山
が
「
原
型
」
と
し
て
問
題
と
す
る
の
は
、
前
節
で
見
た
一
九
六

四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
の
よ
う
に
、
そ
こ
か
ら
「
鋳、
型、
」
が
打
ち
出
さ
れ
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
古

代
文
献
に
残
さ
れ
て
い
る
神
話
・
説
話
・
古
代
伝
承
か
ら
再、
構、
成、
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
古
代
日
本
人
の
宗
教
意

識
そ
の
も
の
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
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ど
の
世
界
で
も
宗
教
は
一
切
の
思
想
の
原
型
で
あ
る
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に
抽
象
と
い
う
こ
と
を
教
え
、
世
界
の
意
味
づ
け

を
与
え
て
く
れ
る
原
型
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
古
代
史
の
基
本
史
料
に
現
わ
れ
た
古
代
日
本
人
の
宗
教
意
識
が
、
日
本
人
の
思

想
の
深
層
を
考
察
す
る
上
で
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
国
学
が
い
う
外
来
思
想
の
影
響
を
受
け
な
い
と
い
う
意
味
で
の
そ

れ
で
は
な
い
。
高
度
の
大
陸
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
古
代
人
の
宗
教
意
識
に
も
、
基
本
的
な
点
で
持
続
性
が
あ
る
。
そ
の

こ
と
は
農
耕
と
結
び
つ
い
た
祭
祀
の
持
続
性
か
ら
も
理
解
で
き
る

(

�)

。

丸
山
は
こ
こ
で
も
ア
ニ
ミ
ズ
ム
か
ら
多
神
教
へ
の
宗
教
意
識
の
発
展
過
程

宗
教
意
識
が
、
呪
術
か
ら
独
立
し
た
純
粋
な
道
徳

意
識
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
過
程

を
、「
外
部
か
ら
の
災
厄
の
除
去
・
福
祉
の
招
来
と
い
う
観
念
か
ら
、
神
々
の
秩
序

・
命
令
に
た
い
す
る
人
間
の
側
か
ら
の
服
従
と
背
反
が
、
福
祉
と
災
害
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
観
念
へ
の
発
展

(

�)

」
と
し
て
描
き
だ
し

た
う
え
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

以
上
の
発
展
過
程
は
日
本
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
記
紀
神
話
に
見
ら
れ
る
日
本
の
古
代
信
仰
で
興
味
深
い
の
は
、

す
で
に
高
度
の
抽
象
化
が
な
さ
れ
、
神
々
が
概
念
化
さ
れ
た
後
で
も
、
災
厄
の
観
念
と
罪
の
観
念
が
長
期
に
わ
た
っ
て
重
畳
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…

こ
の
重
畳
を
象
徴
的
に
示
す
の
は
、
外
か
ら
来
る
福
利
・
災
厄
た
る
「
吉
凶
」
と
倫
理
的
意
識
で
あ
る
「
善
悪
」
が
と
も
に

「
よ
し
あ
し
」
と
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
吉
事
、
善
事
は
と
も
に
「
よ
ご
と
」
で
あ
り
、
禍
事
、
悪
事
は
と
も
に

「
ま
が
ご
と
」
で
あ
る

(

�)

。
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「
災
厄
の
観
念
」
と
「
罪
の
観
念｣

、「
吉
凶
観
」
と
「
善
悪
観
」
の
重
畳
と
い
う
丸
山
の
論
点
は
、
一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講

義
録
﹇
第
四
冊]』

）
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
重
畳
を
確
認
し
た
う
え
で
丸
山
は
、「
こ
の
よ
う
な
宗
教
意
識
の
下
で
は
、
人

間
行
動
の
評
価
の
価
値
基
準
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
三
つ
に
な
る

(

�)

」
と
し
て
、
①
特
定
共
同
体
（
特
殊
主
義
的
）
へ
の
禍
福
↓
集
団
的
功

利
主
義
（
相
対
主
義)

、
②
心
情
の
純
粋
な
発
露
（
流
れ)

↓
純
粋
動
機
主
義
（
絶
対
主
義)

、
③
生
成
・
活
動
・
作
用
そ、
れ、
自、
体、
の、

神
化
を
あ
げ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

第
一
の
「
集
団
的
功
利
主
義
」
に
つ
い
て
の
「
自
己
の
所
属
す
る
共
同
体
に
と
っ
て
外
か
ら
利
福
を
も
た
ら
す
も
の
が
善
、
災
厄

を
も
た
ら
す
も
の
が
悪
と
い
う
考
え
方
。
つ
ま
り
特
定
共
同
体
へ
の
禍
福
を
基
準
に
善
と
悪
を
判
断
す
る
。
個
人
が
基
準
で
は
な
い
。

功
利
主
義
と
い
う
の
は
本
来
、
一
切
の
事
物
を
個
人
の
幸
福
と
い
う
基
準
で
裁
く
、
き
わ
め
て
主
体
的
な
個
人
主
義
だ
が
、
こ
こ
で

は
集
団
へ
の
奉
仕
か
ら
離
れ
た
個
人
的
利
益
の
追
求
は
、
ま
さ
に
こ
の
特
殊
な
『
功
利
主
義
』
の
ゆ
え
に
厳
に
排
斥
さ
れ
る

(

�)

」
と
い

う
丸
山
の
説
明
は
、
先
に
見
た
一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

た
だ
こ
こ
で
丸
山
が
、
ス
サ
ノ
オ
神
話
を
引
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、

参
上
し
た
ス
サ
ノ
ヲ
に
た
い
し
て
ア
マ
テ
ラ
ス
が
「
我
が
那
勢
の
命
の
上
り
来
る
由
は
必
ず
善
き
心
な
ら
じ
。
我
が
国
（
高

天
ヶ
原
）
を
奪
は
む
と
欲
ふ
に
こ
そ
あ
れ
」
と
い
い
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
「
僕
は
邪
き
心
な
し
」
と
答
え
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
は
「
然

ら
ば
汝
の
心
の
清
く
明
き
は
何
し
て
知
ら
む
」
と
問
い
、
潔
白
を
証
明
す
る
た
め
に
ウ
ケ
ヒ
を
す
る
。
注
意
す
べ
き
は
「
国
を

奪
わ
な
い
」
こ
と
が
「
き
た
な
き
心
な
し
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

(

�)

。
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こ
う
し
た
ス
サ
ノ
オ
神
話
の
把
握
は
和
辻
哲
郎
の
そ
れ
そ、
の、
も、
の、
で
あ
る
。
こ
こ
で
丸
山
は
明
ら
か
に
和
辻
の
「
清
明
心
の
道
徳
」

を
め
ぐ
る
議
論
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
少
な
く
と
も
丸
山
の
「
集
団
的
功
利
主
義
」
と
い
う
「
人
間
行
動
の
評
価
の
価

値
基
準
」
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
和
辻
の
「
清
明
心
の
道
徳
」
を
引
き
継
い
だ
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
丸
山
に
と
っ
て
、「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
は
、
こ
の
第
一
の
「
集
団
的
功
利
主
義
」
と
い
う

価
値
基
準
以
上
に
、
第
二
の
「
純
粋
動
機
主
義
」
と
い
う
そ
れ
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
丸
山
は
「
清
明
心｣

＝

｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
（
清
心)｣
・｢

ア
カ
キ
コ
コ
ロ
（
明
心)｣

／｢

穢
心｣

＝｢

キ
タ
ナ
キ
コ
コ
ロ
（
邪
心)｣

・｢

ク
ロ
キ
コ
コ
ロ
（
黒
心)

」

を
対
比
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。
す
な
わ
ち
、

災
厄
を
も
た
ら
す
も
の
を
人
間
の
心
に
内
面
化
し
、
そ
の
動
機
を
問
題
に
す
る
。
上
の
言
葉
は
い
ず
れ
も
心
情
の
純
粋
性
を

問
題
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
客
観
的
倫
理
規
範
と
し
て
は
定
義
で
き
ず
、
動
機
が
キ
ヨ
イ
な
ほ
ど
よ
い
と
さ
れ
る
。
こ

の
価
値
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
客
観
的
規
範
に
違
反
し
て
い
て
も
純
粋
な
心
情
に
出
る
行
動
は
高
く
評
価
さ
れ
、
行
動
効
果
を
考

慮
し
た
も
の
は
ズ
ル
イ
と
い
う
評
価
を
う
け
る

(
�)
。

こ
う
し
た
「
純
粋
動
機
主
義
」
に
つ
い
て
の
説
明
も
、
ま
た
「
第
一
の
集
団
的
功
利
主
義
は
、
よ
り
多
く
特
殊
社
会
的
＝
集
団
的

性
格
を
も
ち
、
第
二
の
心
情
の
純
粋
主
義
は
、
感
覚
的
な
浄
・
不
浄
で
判
断
さ
れ
る
か
ら
、
よ
り
多
く
感
情
的
＝
情
動
的
次
元
に
位

置
す
る
。
こ
れ
ら
は
後
に
大
陸
か
ら
仏
教
・
儒
教
な
ど
倫
理
的
規
範
性
の
観
念
が
移
入
し
て
く
る
と
き
の
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
を
考

察
す
る
際
に
重
要
で
あ
る

(

�)

」
と
い
う
議
論
も
、
一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
と
同
様
で
あ
る
。
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「
集
団
的
功
利
主
義
」
と
「
純
粋
動
機
主
義
」
と
の
間
の
矛
盾

一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
に
お
け
る
丸
山
の
議
論
の
特
徴
は
、
第
三
の
価
値
基
準
で
あ
る
「
生
成
・
活
動

・
作
用
そ、
れ、
自、
体、
の、
神
化
」
が
、
第
一
の
価
値
基
準
で
あ
る
「
集
団
的
功
利
主
義
」
と
第
二
の
そ
れ
で
あ
る
「
純
粋
動
機
主
義
」
と

を
媒
介
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
は
、
の
ち
に
歴
史
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
と
し
て
抽
出
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
は
ず
の
、「
な
る
」(

＝｢

生
成
（
な
り
な
る
）
活
動
へ
のo

p
tim

ism
｣

）
や
「
い
き
お
い
」
の
問
題
と
も
結
び
つ
け
ら

れ
て
、
ヨ
リ
詳
細
に
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
の
ち
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
に
お
い
て
は
、(

イ)

歴
史
意
識
（
あ
る
い
は
コ
ス
モ
ス
の
意
識)

、(

ロ)

倫

理
意
識
、(

ハ)

政
治
意
識
と
い
う
三
つ
の
領
域
に
分
け
て
抽
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
が
、
こ
の
「
原
型

（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
論
の
段
階
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
未
分
化
の
状
態
で
、
不
可
分
の
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
そ
れ
は
逆
に
い
え
ば
、「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
と
い
う
倫
理
的
価
値
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
も

ま
た
、「
つ
ぎ
つ
ぎ
」｢

な
り
ゆ
く
」｢

い
き
ほ
ひ
」
と
い
う
歴
史
意
識
（
あ
る
い
は
コ
ス
モ
ス
の
意
識
）
の
そ
れ
と
密
接
な
関
係
を

も
つ
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
だ
と
も
い
え
よ
う
。

さ
て
丸
山
は
、
こ
の
「
生
成
・
活
動
・
作
用
そ、
れ、
自、
体、
の、
神
化
」
と
い
う
第
三
の
価
値
基
準
に
つ
い
て
、
一
九
六
四
年
度
講
義

（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
と
同
様
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。
す
な
わ
ち
、

ア
ニ
ミ
ズ
ム
か
ら
多
神
教
へ
の
発
展
過
程
に
お
い
て
は
、
自
然
現
象
の
背
後
に
超
自
然
的
な
性
質
や
力
を
も
つ
タ
マ
が
実
体

と
し
て
分
離
さ
れ
、
そ
の
実
体
が
自
然
現
象
を
動
か
し
、
自
ら
作
用
を
及
ぼ
す
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
古
代
日
本
人
の
宗
教
的
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思
考
で
は
、
タ
マ
が
現
象
か
ら
分
離
さ
れ
、
人
格
化
あ
る
い
は
物
化
さ
れ
て
宗
教
的
儀
礼
の
対
象
と
さ
れ
た
後
に
も
、
そ
れ
と

併
行
し
て
、
神
々
の
活
動
、
そ
の
活
動
の
過
程
に
お
け
る
神
々
や
自
然
物
の
生
成
の
プ
ロ
セ
ス
が
神
聖
化
さ
れ
、
神
々
の
「
本

質
」
よ
り
も
重
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る

(

�)

。

こ
の
こ
と
は
前
節
で
も
見
た
よ
う
に
、「
災
厄
の
観
念
」
と
「
罪
の
観
念
」
の
重
畳
と
同
様
の
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
段
階
の
呪
術
的
思

考
と
多
神
教
段
階
の
宗
教
意
識
と
の
重
畳
と
い
う
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
の
丸
山
は
こ
う
し
た
重
畳
の
ゆ
え
に
、

先
の
「
集
団
的
功
利
主
義
」
と
「
純
粋
動
機
主
義
」
と
い
う
二
つ
の
価
値
基
準
と
の
あ
い
だ
に
も
た
ら
さ
れ
る
、am

b
iv

ale
n

t

な
評

価
に
こ
そ
注
目
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
よ
う
に
機
能
が
そ
れ
と
し
て
神
聖
化
さ
れ
る
と
、
あ
ら
ぶ
る
神
の
超
人
間
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
一
方
で
特
殊
集
団
に
害

悪
を
与
え
る
と
い
う
意
味
で
は
悪
で
あ
り
呪
術
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
対
象
と
さ
れ
な
が
ら
、
他
方
で
そ
の
荒
ぶ
る
と
い
う
活
動

自
体
は
必
ず
し
も
悪
で
は
な
く
、
英
雄
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
と
い
う
二
重
性
格
を
も
つ
。
活
動
の
神
化
が
心
情
の
純
粋
性
と

結
び
つ
く
と
、
内
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
純
粋
な
動
機
か
ら
（
成
敗
利
鈍
を
か
え
り
み
ず
）
外
に
爆
発
さ
せ
る
行
動
は
、
畏
れ
ら

れ
な
が
ら
、
尊
敬
さ
れ
る
と
い
うam

b
iv

ale
n

t

〔
両
極
併
存
的
〕
な
評
価
が
生
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
記
紀
神
話
の
世
界
で
ス
サ

ノ
ヲ
は
、
高
天
ヶ
原
神
話
で
は
悪
と
さ
れ
、
出
雲
神
話
で
は
善
と
さ
れ
る
と
い
う
二
重
評
価
を
受
け
て
い
る

(

�)

。

こ
こ
に
お
け
る
丸
山
の
ス
サ
ノ
オ
神
話
の
理
解
の
当
否
は
次
章
で
問
題
と
し
よ
う
。
荒
ぶ
る
神
へ
の
評
価
の
二
重
性
は
、
す
で
に
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一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
丸
山
は
こ
の
問
題
に
さ
ら
に
踏
み
込

ん
で
、
一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
で
強
調
さ
れ
て
い
た
「
心
情
の
純
粋
性
」
と
「
集
団
的
功
利
主
義
」
と
の

重
畳
と
結、
合、
に
で
は
な
く
、「
生
成
・
活
動
・
作
用
そ、
れ、
自、
体、
の、
神
化
」
と
い
う
第
三
の
価
値
基
準
を
媒
介
に
し
た
両、
者、
の、
矛、
盾、
に

こ
そ
焦
点
を
あ
て
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
生
成
・
活
動
・
作
用
そ、
れ、
自、
体、
の、
神
化
」
と
い
う
第
三
の
価
値
基
準
を
媒
介
に
し
た
「
純
粋
動
機
主
義
」
と
「
集
団
的
功
利
主

義
」
の
矛
盾
へ
の
注
目
は
、
こ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。

先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
こ
の
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
に
お
け
る
丸
山
は
、
こ
の
「
生
成
・
活
動
・
作
用

そ、
れ、
自、
体、
の、
神
化
」
と
い
う
第
三
の
価
値
基
準
と
、
の
ち
に
歴
史
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
と
し
て
抽
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

「
な
る
」｢

な
り
ゆ
く
」｢

い
き
ほ
ひ
」
と
を
関
連
づ
け
て
議
論
す
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
お
い
て
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
つ
ま
り
作
用
の
神

格
化
と
い
う
傾
向
は
、
日
本
の
神
々
の
な
か
で
圧
倒
的
に
化
生
神
が
多
い
と
い
う
こ
と
に
表
現
さ
れ
て
い
る

(

�)

」
こ
と
、
さ
ら
に
は
そ

こ
か
ら
「
生
成
（
な
り
な
る
）
活
動
へ
のo

p
tim

ism

と
い
う
思
考
様
式
」
が
生
れ
て
く
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
議

論
が
展
開
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

生
成
と
生
殖
は
、
自
然
的
時
間
の
流
れ
に
お
い
て
起
り
、
そ
れ
が
死
滅
に
優
位
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、
自

然
的
時
間
の
流
れ
、
そ
の
傾
向
性
に
つ
い
て
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
自
然
的
時
間
の
経
過
に
お
い
て
万
物

が
生
成
活
動
す
る
世
界
は
、
永
遠
不
変
な
も
の
が
あ
る
（S

e
in

）
世
界
で
も
、
滅
び
を
運
命
と
す
る
虚
無
（N

ich
ts

）
の
世
界

で
も
な
く
て
、
ま
さ
に
「
成
り
ゆ
く
」(

W
e

rd
e

n

）
の
世
界
で
あ
る
。
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世
の
中
の
な
り
ゆ
き
。
な
り
ゆ
く
＝
ま
す
ま
す
生
命
が
増
殖
す
る
と
い
う
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
伴
う
か
ら
、「
世
の
中
の
な

り
ゆ
き
」
が
一
時
的
に
は
不
利
に
見
え
て
も
、
基
本
的
に
は
肯
定
さ
れ
、
な
り
ゆ
き
に
任
せ
る
態
度
へ
の
傾
斜
が
生
れ
る

(

�)

。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
「
生
成
（
な
り
な
る
）
活
動
へ
のo

p
tim

ism

と
い
う
思
考
様
式
」
は
、
先
に
見
た
第
二
の
価
値
基
準
で

あ
る
「
純
粋
動
機
主
義
」
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
丸
山
は
い
う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
動
機
の
純
粋
性
も
、
い
い
か
え
れ

ば
感
情
の
自
然
的
な
動
き
の
流
れ
の
尊
重
と
無
関
係
で
は
な
い

(

�)

」
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

絶
対
神
の
命
令
と
か
普
遍
的
規
範
の
制
約
が
比
較
的
に
弱
い
か
ら
、
一
方
で
は
動
く
世
の
中
、
時
勢
に
し
た
が
っ
て
心
が
う

つ
る
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
と
さ
れ
て
、
転
向
や
回
心
の
自
覚
や
決
断
が
さ
れ
に
く
く
、
し
た
が
っ
て
責
任
意
識
は
う
す
い
。
と

同
時
に
他
面
で
は
、
直
接
的
人
間
関
係
の
親
近
性
に
基
づ
く
傾
倒
は
非
常
に
強
く
、
そ
れ
が
う
る
わ
し
・
う
つ
く
し
対
き
た
な

し
と
い
う
審
美
感
と
結
び
つ
く
。
親
子
・
夫
婦
・
妻
子
・
恋
人
の
親
近
感
情
は
も
っ
と
も
自
然
な
心
の
傾
向
性
の
発
露
で
あ
る

か
ら
、
も
っ
と
も
う
つ
く
し
い
も
の
と
見
ら
れ
る

(
�)
。

こ
の
後
者
の
問
題

す
な
わ
ち
親
子
・
夫
婦
・
妻
子
・
恋
人
の
親
近
感
情
が
最
も
自
然
な
心
の
傾
向
性
（
＝｢

自
然
的
情
動｣

）

と
し
て
、
道
徳
的
規
範
以
上
に
高
く
価
値
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
問
題

は
、「
集
団
的
功
利
主
義｣

和
辻
の
い
う
「
無、
私、
性、
＝、

全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、
」
を
本
質
と
す
る
「
清
明
心
の
道
徳
」
と
も
通
ず
る
そ
れ

と
の
関
係
で
、「
自
然
的
情
動
に
基
づ
く
結
合
の

ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
結
果

(

�)

」
を
も
た
ら
す
と
、
丸
山
は
い
う
の
で
あ
る
。
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丸
山
に
よ
れ
ば
、
た
し
か
に
、
①
活
動
・
作
用
の
重
視
は
業
績
価
値
が
尊
重
さ
れ
る
傾
向
性
に
連
な
り
、
そ
れ
が
「
心
情
的
動
機

の
純
粋
性
」
を
通
じ
て
、
特
殊
集
団
の
利
害
の
優
越
（
＝｢

集
団
的
功
利
主
義｣

）
と
結、
合、
す
る
と
、
特
殊
集
団
（
う
ち
の
集
団
）
と

の
心
理
的
同
一
化
に
よ
っ
て
成
員
の
行
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
調
達
す
る
こ
と
が
容
易
に
な
り
（
＝｢

集
団
的
功
利
主
義
」
と
「
純
粋
動

機
主
義
」
の
結、
合、)

、
そ
こ
に
直
接
的
な
人
間
関
係
に
基
づ
く
心
情
的
結
合
が
あ
る
ほ
ど
、
集
団
の
中
心
に
向
か
っ
て
凝
集
す
る
求

心
性
が
強
く
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
和
辻
が
「
清
明
心
の
道
徳
」
に
見
い
だ
し
た
「
感
情
融
合
的
な
共
同
体
」
に
お
け
る
「
無、
私、

性、
＝、
全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、
」
と
は
、
こ
う
し
た
側
面
に
注
目
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
丸
山
の
議
論
は
そ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
②
こ
の
同
じ
傾
向
が
、
各
自
が
所
属
す
る
集
団
の
重

畳
性
に
よ
っ
て

家
族
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
や
部
落
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
（
さ
ら
に
は
省
庁
や
企
業
の
セ
ク
ト
主
義
）
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
調
達
に
と
っ
て
阻
害
要
因
と
し
て
作
用
す
る
場
合
が
あ
る
よ
う
に

よ
り
大
き
な
集
団
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
遠、
心、

的、
に、
働、
く、
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
③
こ
う
し
た
遠
心
化
・
非
公
共
化
は
、
最
小
の
私

的
人
間
の
心
情
的
結
合
形
態
と
し
て
の
性
愛
に
お
い
て
極
ま
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
い
か
な
る
国
家
的
要
請
も
社
会
的

義
務
も
、
奔
騰
す
る
性
愛
感
情
の
前
に
無
力
と
な
る
と
い
う
の
で
あ
る

(

�)

。

す
な
わ
ち
丸
山
は
、「
海
ゆ
か
ば
水
漬
く
屍
、
山
ゆ
か
ば
草
む
す
屍
、
大
君
の
辺
に
こ
そ
死
な
め
、
か
へ
り
み
は
せ
じ
」｢

今
日
よ

り
は
か
へ
り
み
な
く
て
大
君
の
し
こ
の
御
楯
と
出
で
た
つ
わ
れ
は
」
と
い
っ
た
歌
の
傍
ら
に
、「
人、
も、
無、
き、
国、
も、
あ、
ら、
む、
か、
吾
妹
児

と
た
づ
さ
ひ
ゆ
き
て
た
ぐ
ひ
て
を
ら
む
」｢

敷、
島、
の、
大、
和、
の、
国、
に
人
ふ
た
り
有
り
し
と
思
は
ば
何
か
歎
か
む
」
と
い
う
歌
を
見
い
だ

し
て
い
た
の
で
あ
り

(

�)

、
こ
れ
ら
こ
そ
「
清
明
心
の
道
徳
」
に
「
無、
私、
性、
＝、
全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、
」
の
み
を
見
い
だ
し
た
和
辻
哲
郎
の
眼

に
は
映
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
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第
四
節

倫
理
意
識
の
「
原
型
」(

一
九
六
七
年
度
講
義
）

日
本
の
文
化
型
に
お
け
る
地
理
的
お
よ
び
風
土
的
契
機

『
丸
山
眞
男
講
義
録
﹇
第
七
冊
﹈
日
本
政
治
思
想
史
一
九
六
七』

）
に
再
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
東
京
大
学
法
学
部
に
お
け
る
実

質
的
に
最
後
の
講
義

(

�)

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
講
義
の
前
段
に
は
、「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
に
発
展
・
展
開
す
る
以
前
の
最

後
の
段
階
に
お
け
る
「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
論
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
前
節
ま
で
に
見
た
一
九
六
四
年
度
講
義

（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』
）
お
よ
び
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
と
の
異
同
に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
、
倫
理
意
識
の

「
原
型
」
を
め
ぐ
る
丸
山
の
議
論
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

丸
山
は
こ
の
講
義
の
冒
頭
に
お
い
て
、
気
候
や
風
土
な
ど
の
自
然
条
件
、
あ
る
い
は
地
理
的
な
制
約
を
宿
命
論
的
に
重
視
す
る

「
地
理
的
決
定
論
」g

e
o

g
rap

h
ical

d
e

te
rm

in
ism

が
歴
史
学
と
し
て
も
、
社
会
科
学
と
し
て
も
誤
謬
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、

「
し
か
し
そ
う
し
た
契
機
を
逆
に
ま
っ
た
く
無
視
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
普
遍
的
な
歴
史
的
発
展
段
階
論
だ
け
で
、
政
治
・
経
済
・
法
な

ど
の
社
会
制
度
や
人
間
関
係
を
包
括
的
に
解
明
で
き
る
か
ど
う
か
、
い
わ
ん
や
一
国
の
思
想
文
化
の
特
質
を
解
明
で
き
る
か
ど
う
か

は
、
一
層
疑
問
で
あ
る
」
と
説
き
起
こ
す

(

�)

。
そ
し
て
そ
の
一
方
で
、
和
辻
哲
郎
の
『
風
土

(

�)

』
を
取
り
あ
げ
て
、
そ
こ
に
お
け
る
風
土

が
日
本
的
現
実
に
媒
介
さ
れ
て
如
何
に
日
本
人
の
意
識
に
影
響
し
て
い
る
か
を
見
る
視
覚
を
高
く
評
価
し
て
み
せ
る

(

�)

。

丸
山
の
「
文
化
接
触
と
文
化
変
容
の
思
想
史
」
と
い
う
日
本
思
想
史
の
方
法
と
そ
の
「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
論
、
さ
ら
に

は
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
が
、
一
方
で
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
歴
史
的
発
展
段
階
論
か
ら
の
離
脱
に
よ
っ
て
、
他
方
で
は
和
辻
哲

郎
の
日
本
思
想
史
へ
の
接
近
に
よ
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
し
て
き
た
が
、

こ
の
講
義
の
冒
頭
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
よ
く
う
か
が
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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こ
れ
ま
で
の
一
九
六
四
年
度
お
よ
び
一
九
六
六
年
度
の
講
義
で
は
「
自
然
的
所
与
」
な
い
し
は
「
空
間
的
所
与
」
と
し
て
、
そ
の

「
所、
与、
」
性
が
強
調
さ
れ
て
き
た
も
の
が
「
地
理
的
お
よ
び
風
土
的
契
機
」(

の
ち
後
筆
に
お
い
て
「
地
理
的
お
よ
び
」
が
抹

消
さ
れ
て
い
る
と
い
う
）
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
宿
命
論
的
な
「
地
理
的
決
定
論
」
と
の
誤
解
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
よ
る

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
大
陸
と
の
関
係
の
決
定
的
な
違
い
に
言
及
す
る
丸
山
は
、
こ
の
講
義
で
は

「
歴、
史、
的、
出、
来、
事、
の、
同、
時、
性、
」
と
い
う
論
点
を
提
示
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
歴、
史、
的、
出、
来、
事、
の、
同、
時、
性、
が
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
存
在
し
た
。
つ
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
な
か
で
意
味
的

に
同
じ
出
来
事
が
、
各
民
族
に
お
こ
る
。
�ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
、
宗
教
改
革
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
な
ど
、
そ
の
も
っ
と
も
顕
著
な
例

で
あ
る
。
�…
…
こ
れ
と
比
較
し
て
東
ア
ジ
ア
は
ど
う
か
。
�日
本
は
中
国
か
ら
影
響
は
受
け
る
が
、
歴
史
的
同
時
性
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
…
�…
〈
東
ア
ジ
ア
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
意
味
で
の
歴
史
的
同
時
性
が
見
ら
れ
る
の
は
、
よ
う
や
く
十
九
世
紀

に
入
っ
て
以
降
で
あ
り
、
阿
片
戦
争
が
日
本
・
中
国
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
の
同
時
性
が
そ
の
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
は
〉

急
激
な
文
化
的
シ
ョ
ッ
ク
も
な
く
、
大
陸
民
族
に
よ
る
大
規
模
な
征
服
も
、
人
種
混
淆
も
、
古
代
日
本
（
弥
生
文
化

紀
元

前
三
〇
〇
年
頃
は
じ
ま
る
）
以
後
、
経
験
し
て
い
な
い
。
�人
種
・
宗
教
・
領
土
の
面
で
、
古
代
以
来
、
歴
史
的
持
続
性
を
高

度
に
保
っ
た

(

�)

。〉

丸
山
に
よ
れ
ば
、「
歴、
史、
的、
出、
来、
事、
の、
同、
時、
性、
」
の
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、「
大
陸
か
ら
の
政
治
的
・
文
化
的
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影
響
〔
に
関
し
て]

、
朝
鮮
と
日
本
の
古
代
か
ら
の
歴
史
的
運
命
の
ち
が
い
」
は
、
陸
続
き
と
飛
地
と
い
う
地
理
的
位
置
の
差
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
だ
と
い
う

(

�)

。
朝
鮮
半
島
と
の
比
較
と
い
う
視
点
も
、
こ
う
し
て
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
新
た
な
視
点
も
加
え
た
う
え
で
、
丸
山
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
ず
る
。
す
な
わ
ち
、

日
本
で
は
、
大
陸
文
明
の
渡
来
以
前
に
す
で
にso

m
e

th
in

g

が
あ
り
、
そ
の
上
で
文
化
を
受
容
し
た
。
弥
生
式
以
後
の
日
本

文
化
に
は
著
し
い
連
続
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
そ
れ
は
終
始
、
水
田
耕
作
、
鉄
器
使
用
の
文
化
で
あ
っ
た

(

�)

。

丸
山
が
こ
こ
で
も
な、
お、
弥
生
式
以
後
の
日
本
文
化
の
「
著
し
い
連
続
性
」
の
要
素
と
し
て
、
何
よ
り
も
「
水、
田、
耕、
作、
」
を
挙
げ
つ

づ
け
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
丸
山
の
「
水
田
耕
作
」
の
連
続
性
＝
歴
史
的
持
続
性
の
過、

度、
の、
強
調
に
は
、
拙
稿
「『

古
層
』
と
『
飛
礫』

丸
山
思
想
史
と
網
野
史
学
の
一
接
点
に
関
す
る
覚
書
き

(

�)

」
で
の
考
察
を
経

た
筆
者
と
し
て
は
、
違
和
感
を
禁
じ
え
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
丸
山
は
、
こ
の
よ
う
な
「
日
本
の
文
化
型
に
お
け
る
地
理
的
お
よ
び
風
土
的
契
機
」
を
確
認
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、「
人
種
・
言
語
・
領
土
・
生
産
様
式
・
宗
教
意
識
の
同
質
性
と
歴
史
的
持
続
性
」
の
問
題
へ
と
語
り
進
め
る
こ
と
と
な
る
の
で

あ
る
。

丸
山
は
こ
の
「
人
種
・
言
語
・
領
土
・
生
産
様
式
・
宗
教
意
識
の
同
質
性
と
歴
史
的
持
続
性
」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

す
な
わ
ち
、
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〈
…
…
人、
種、
に
つ
い
て
い
え
ば
、
有
史
以
前
の
混
淆
以
後
、
近
代
に
い
た
る
ま
で
�（
ア
イ
ヌ
の
よ
う
な
人
種
の
持
続
的
存
在

に
も
か
か
わ
ら
ず

後
筆
）
人
種
問、
題、
や
少、
数、
民、
族、
問、
題、
を
ほ
と
ん
ど
（
歴
史
的
に

後
筆
）
経
験
し
て
い
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
。
�そ
う
し
た
き
わ
め
て
特
異
な
近
代
国
家
で
あ
る

(

�)

。〉

〈
言、
語、
的
に
は
〉
日
本
語
↓
日
本
人
と
日
本
語
と
の
重
複
性
の
異
常
な
高
さ
。
�文
明
国
中
一
般
的
と
は
い
え
な
い
ほ
ど
、
日

本
国
土
と
の
重
複
性
が
強
い
。
日
本
人
の
百
パ
ー
セ
ン
ト
が
日
本
語
を
話
し
、
日
本
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
全
く
日
本
語
は
通
用

し
な
い
。〉
一
国
内
に
異
な
っ
た
言
語
を
用
い
る
群
が
存
在
し
な
い
こ
と
。
と
く
に
書
き
言
葉
のu

n
ifo

rm
ity

〔
画
一
性
〕
は
、

む
し
ろ
日
本
の
例
外
的
な
特
色
と
い
っ
て
よ
い

(

�)

。

〈
領、
域、
的
に
は
〉
自
然
的
境
界
が
「
国
境｣
〈
で
太
古
以
来
ほ
と
ん
ど
不
変
で
あ
る
。〉

〈
し
た
が
っ
て
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
指
標
を
な
す
言
語
・
人
種
・
領
域
を
と
る
と
、
日
本
は
、
非
常
に
古
く
か
ら
一
種
の
民
族
国
家

と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
く
に
」
と
い
う
古
代
か
ら
あ
っ
た
日
本
語
が
、
包
括
的
に
領
域
・
民
族
、
国
家
、
地
方
、
国
土
、
故

郷
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
端
的
に
こ
れ
を
物
語
る
。(
そ
れ
は
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
魔
力
の
重
要
な
要
因
だ
。

後

筆)

〉
に
も
関
わ
ら
ず
他
方
で
は
〈
民
族
的
な
も
の
の
尊
重
を
�「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
か
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
か
外
国
語
で

表
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
奇
妙
な
逆
説

(

�)

！

〈
…
…
こ
う
し
て
日
本
で
は
「
同
じ
日
本
人
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
共
属
感
情
、
郷
土
と
の
同
一
化
感
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情
の
よ
う
な
所
与
性
、
所
属
性
に
基
づ
く
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
強
く
、
そ
の
反
面
で
、
目
的
意
識
的
な
構
成
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
（｢

日
々
の
一
般
投
票
」[

ル
ナ
ン
〕
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

後
筆
）
は
弱
い

(

�)

。〉

こ
こ
に
お
け
る
丸
山
の
議
論
は
、
一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
お
よ
び
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第

六
冊]』

）
と
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
一
九
六
七
年
以
降
の
後
筆
と
推
定
さ
れ
る
「(

ア
イ
ヌ
の
よ
う
な
人
種
の
持
続
的

存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず

後
筆)

」
と
い
う
書
き
込
み
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

こ
の
講
義
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
は
し
て
も

こ
う
し
た
「
同
質
性
」
の
過、
度、
の、
強
調
に
つ
い
て
は
、
ヨ
リ
慎
重
な
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は

や
は

り
一
九
六
七
年
以
降
の
書
き
込
み
と
推
定
さ
れ
る

つ
ぎ
の
よ
う
な
注
記
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
同
質
性
に
つ
い
て
は
、
最
近
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
あ
り
、「
神
話
」
に
す
ぎ
な
い
と
さ
え
い
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
詳
説

し
な
い
が
、(

�)

他
の
文
化
圏
と
の
相、
対、
的、
な、
比
較
で
あ
る
こ
と
、(

�)

「
事
実
」
よ
り
も
「
意
識
」｢

下
意
識
」
の
問
題
で

あ
る
こ
と
〔
を
注
意
し
て
お
き
た
い]

。

ノ
ー
ト
後
筆

(

�)

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
丸
山
が
充
分
に
自、
覚、
的、
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

文
化
接
触
の
タ
イ
プ

丸
山
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
思
想
文
化
の
理
解
の
た
め
に
は
、(

イ)

「
人
種
・
言
語
・
領
土
・
生
産
様
式
・
宗
教
意
識
の
同
質
性
と
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歴
史
的
持
続
性
」
と
、(

ロ)

「
西
か
ら
の
高
度
な
文
化
の
適
当
な
程
度
で
の
刺
激
」
と
い
う
二
つ
の
契
機
の
結
合
と
い
う
問
題
が
と

く
に
重
要
な
の
だ
と
い
う
。
と
い
う
の
も
「
同
質
性
」
や
「
歴
史
的
持
続
性
」
は
文
明
の
及
ば
な
い
未
開
民
族
に
も
見
ら
れ
る
こ
と

で
あ
り
、「
古
代
の
最
大
文
明
か
ら
、
適
当
な
距
離
を
お
い
て
刺
激
を
受
け
て
い
た
」
と
い
う
契
機
が
な
け
れ
ば
、「
日
本
は
マ
ー
シ

ャ
ル
・
カ
ロ
リ
ン
群
島
と
同
じ
く
『
同
質
性
』
の
み
が
維
持
さ
れ
、
文
化
人
類
学
の
好
個
の
対
象
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
、「
日
本
の
空
間
的
位
置
の
特
殊
性
」
が
視
界
に
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、「
日
本
の
特
異
性
は
、

同
質
性
を
保
ち
つ
つ
も
常
に
世
界
最
高
の
文
化
か
ら
刺
激
を
受
け
つ
づ
け
て
き
た
こ
と
、
高
度
な
大
陸
文
化
の
適
当
な
刺
激
を
受
け

つ
つ
、
し
か
も
同
質
性
を
保
っ
た
点
に
あ
る
」
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
う
し
た
「
日
本
の
空
間
的
位
置
の
特
殊
性
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
語
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で

の
丸
山
が
「
摂
取
」
と
「
修
正
」
と
い
う
観
点
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で

の
「
鋳
型
」(

一
九
六
四
年
度
講
義
）
や
「
相
互
作
用
」(

一
九
六
六
年
度
講
義
）
と
い
う
視
点
か
ら
、「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
と
い

う
そ
れ
へ
の
発
展
過
程
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

外
国
文
化
の
「
摂
取
・
採
用
」
は
意
識
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
文
化
「
接
触
」
は
意
識
的
な
も
の
で
は
な
い
。
古
代
か
ら
日

本
が
中
国
大
陸
の
文
化
を
「
摂
取
」
し
な
が
ら
、
し
か
も
そ
れ
に
併
呑
さ
れ
ず
に
国
家
と
文
化
を
形
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
の
は
、
大
陸
か
ら
適
当
な
距
離
で
へ
だ
た
っ
て
い
た
と
い
う
条
件
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
少
く
な
い
。
…
…
日
本
の
場
合
、

中
国
、
朝
鮮
の
文
化
は
非
常
に
高
度
で
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
と
の
距
離
が
小
さ
け
れ
ば
、
中
国
文
化
に
完
全
に
併
呑
さ
れ
た
か

も
し
れ
な
い
。
文
化
接
触
は
非
目
的
意
識
的
に
お
こ
り
、
そ
の
影
響
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
場
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合
、
空
間
的
距
離
の
お
か
げ
で
、
適
当
な
方
向
お
よ
び
時
に
優
秀
な
大
陸
文
化
を
摂
取
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
原
物
を

m
o

d
ify

し
て
、
独
自
の
文
化
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
…
…
�日
本
は
大
陸
文
化
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
そ
れ
を
修
正
し
て

摂
取
す
る
だ
け
の
余
裕
を
生
む
べ
き
地
理
的
距
離
に
あ
り
、
か
く
し
て
そ
こ
に
独
特
の
、
し
か
も
決
し
て
中
国
文
化
と
無
関
係

で
な
い
文
化
を
形
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
外
来
文
化
の
「
摂
取
」
と
い
う
文
化
接
触
の
特
殊
の
パ
タ
ー
ン
を
可
能
に

し
た
背
景
で
あ
る
。
…
…

(

�)

〉

も
っ
と
も
こ
こ
で
の
丸
山
は
、
の
ち
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
に
比
し
て

そ
こ
で
は
、「
古
層
」
と
し
て
抽
出
さ
れ
た

「
基
底
範
疇
は
、
こ
う
し
て
『
つ
ぎ
つ
ぎ
』
と
摂
取
さ
れ
た
諸
観
念
に
微
妙
な
修
飾
を
あ
た
え
、
と
き
に
は
、
ほ
と
ん
ど
わ
れ
わ
れ

の
意
識
を
こ
え
て
、
旋
律
全
体
の
ひ
び
き
を
『
日
本
的
』
に
変
容
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
こ
に
執
拗
低
音
と
し
て
の
役
割
が
あ
っ
た

(

�)

」

と
さ
れ
て
い
た
の
だ
が

｢

摂
取
」
と
「
修
正
」
の
意
識
性
を
過、
度、
に、
強
調
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た

「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
論
か
ら
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
へ
の
発
展
・
展
開
の
ひ
と
つ
の
軌
跡
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
丸
山
は
、
こ
う
し
た
「
摂
取
」
と
「
修
正
」
の
契
機
と
先
の
「
同
質
性
」
の
契
機
と
の
関
係
で
、
興
味
深
い
論
点
を
示

唆
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
支
配
層
か
ら
の
下
降
」
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

〈
…
…
加
え
て
、
大
規
模
な
文
化
混
合
は
、
民
衆
レ
ベ
ル
の
文
化
混
交
と
な
る
が
、
日
本
の
場
合
、
も
っ
ぱ
ら
支
配
層
が
外
国

文
化
を
摂
取
す
る
と
い
う
形
を
と
り
、
そ
れ
が
上
か
ら
下
へ
、
中
央
（
ミ
ヤ
コ
）
か
ら
地
方
へ
と
浸
透
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
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上
下
の
文
化
的
落
差
が
大
き
く
、
民
族
的
同
一
性
が
高
い
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
階
級
闘
争
を
起
り
に
く
く
さ
せ
た

一
因
で
も
あ
る
。
…
…

(

�)

〉

こ
う
し
た
上
か
ら
下
へ
、
中
央
か
ら
地
方
へ
の
外
来
文
化
の
浸
透
と
い
う
論
点
は
、
こ
の
後
に
見
る
思
想
文
化
の
「
層
化
現
象
」

(

＝
一
九
六
六
年
度
講
義
で
は
「
思
想
の
重
畳
的
成
層
性
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
）
と
の
関
係
か
ら
し
て
も
興
味
深
い
も
の
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

「
日
本
の
地
理
的
位
置
の
特
殊
性
」
が
も
た
ら
し
た

(

イ)

「
同
質
性
」
の
契
機
と

(

ロ)

大
陸
文
化
の
「
摂
取
」
と
「
修
正
」
と
い
う
契
機
と
の
結
合
と
い
う
問
題
は
、

同
時
に
「
閉
じ
た
社
会

�clo
se

d
so

cie
ty

�」
と
「
開
い
た
社
会

�op
e

n
so

cie
ty

�｣

周
知
の
よ
う
に
、
ア
ン
リ
・
ベ
ル
グ
ソ
ン
に
由
来
し
、
丸
山
が
か
の
「
開
国
」
論

文
（
一
九
五
九
年

(

�)

）
で
駆
使
し
た

と
い
う
そ
れ
と
し
て
も
捉
え
返
さ
れ
る
。
す
な

わ
ち
、

日
本
は
地
理
的
位
置
に
お
い
て
、
完
全
な
閉
鎖
的
自
足
性
を
維
持
す
る
に
は
あ

ま
り
に
高
度
の
外
来
文
明
の
刺
激
を
受
け
や
す
い
位
置
に
あ
る
。
逆
に
古
来
か
ら

の
民
族
的
等
質
性
が
破
壊
さ
れ
る
に
は
、
あ
ま
り
に
外
の
世
界
か
ら
遠
い
距
離
に

あ
る
。
�op

e
n

so
cie

ty

�
と

�clo
se

d
so

cie
ty

�
の
両
要
素
が
あ
り
、
ど
ち
ら
に

法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
考

(

二)

953

四
九

図３

『丸山眞男講義録 [第七冊]』, p. 31より作成

外来性の相対的な強さ

＝この二つが並存
している！
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外から
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現
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も
一
元
化
で
き
な
い
。
開
い
た
「
共
同
体
」
社
会
（
全
体
と
し
て
等
質
的
で
あ
り
な
が
ら
、
内
部
は
無
数
の
分
化

し
か
も

相
互
的
に
は
等
質
的
で
閉
鎖
的
な
集
団
的
分
化
の
傾
向
を
も
つ
社
会)

。（
↓
い
わ
ゆ
る
「
派
閥
」
を
か
か
え
こ
ん
だ
等
質
的
集

団
。

後
筆

(

�)

）

こ
う
し
た
「
開
い
た
『
共
同
体
』
社
会
」
と
い
う
特
質
が
、
前
節
の
最
後
に
見
た
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）

に
お
け
る
「
自
然
的
情
動
に
基
づ
く
結
合
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
結
果

(

�)｣

す
な
わ
ち
そ
の
「
求
心
性
」
と
「
遠
心
性
」
の
相

克
と
い
う
問
題

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
同
時
に
丸
山
は
、
そ
こ
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
問
題
を
見

い
だ
す
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

日
本
で
は
、
思
考
と
行
動
様
式
の
共
同
体
的
性
格
の
根
本
的
な
破
壊
は
行
な
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
に
お

け
る
相
剋
が
激
し
い
よ
う
で
、
半
面
、
そ
の
背
後
に
行
動
様
式
や
思
考
パ
タ
ー
ン
の
画
一
性
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
最
後
の
拠

り
所
と
し
て
生
活
し
て
ゆ
け
る
。
こ
の
点
で
は
ホ
ッ
ブ
ス
の
い
わ
ゆ
る
「
自
然
状
態
」
と
は
対
蹠
的
で
あ
る

(

�)

。

こ
う
し
た
「
日
本
の
地
理
的
位
置
の
特
殊
性
」
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
「
文
化
接
触
の
タ
イ
プ
」
か
ら
は
、
か
く
し
て
つ
ぎ
の
よ
う

な
「
摂
取｣

、「
修
正｣

、「
同
化
」
の
歴
史
が
紡
ぎ
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

思
想
お
よ
び
文
化
の
歴
史
を
見
て
も
、
距
離
を
へ
だ
て
た
外
な
る
世
界
か
ら
の
摂
取
、
修
正
、
同
化
の
歴
史
と
い
っ
て
も
い
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い
す
ぎ
で
は
な
い
。
摂
取
は
接
触
と
異
り
、
内
な
る
等
質
性
が
破
壊
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
紀
元
四
世
紀
、
大

和
国
家
の
成
立
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
漢
字
が
流
入
し
、
外
来
文
化
を
受
け
い
れ
て
以
来
、
古
く
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の
ほ
ど
よ

り
下
層
に
沈
殿
し
、
そ
れ
は
相
対
的
に
内
な
る
も
の
、
土
着
的
な
も
の
と
な
り
、
新
し
い
も
の
ほ
ど
相
対
的
に
外
来
的
と
見
ら

れ
る
。
前
者
は
そ
れ
だ
け
わ
れ
わ
れ
の
下
意
識
に
入
り
こ
ん
で
お
り
、
新
し
く
入
っ
て
き
た
も
の
ほ
ど
自
覚
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
見
な
さ
れ
る
。
…
…

重
要
な
こ
と
は
、
日
本
文
化
の
同
質
性
に
支
え
ら
れ
て
、
深
層
に
沈
殿
し
て
い
る
も
の
ほ
ど
持
続
性
が
強
い
が
、
そ
れ
は
変

化
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
新
し
く
入
っ
て
き
た
も
の
と
の
相
互
作
用
に
よ
り
、
持
続
し
つ
つ
古
い
も
の
も
、
新
来
の

も
の
も
変
容
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
一
番
底
に
は
、
外
来
文
化
を
受
容
し
修
正
す
る
パ
タ
ー
ン
が
見
い
だ
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
新
旧
の
思
想
が
、
並
列
的
に
無
関
係
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
全
体
状
況
と
の
関
連
で
は
、

深
層
の
思
考
様
式
も
変
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
個
人
に
し
ろ
集
団
に
し
ろ
相
互
に
相
似
形
を
持
ち
な
が
ら
変
化
し
持
続
し
て

ゆ
く
。
た
ん
な
る
停
滞
で
は
な
く
、
変
化
し
な
が
ら
基
本
的
パ
タ
ー
ン
は
持
続
す
る

(

�)

。

か
く
し
て
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
へ
の
扉
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
開
か
れ
ん
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
倫
理
的
価
値
意
識
の
「
原

型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
は
い
か
な
る
も
の
と
さ
れ
、「
清
明
心｣
＝｢
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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思
考
様
式
と
世
界
像
の
「
原
型

プ
ロ
ト
タ
イ
プ

」

「
日
本
の
思
想
史
は
、
外
来
思
想
の
受
容
と
変
容
の
歴
史
で
あ
る
」
と
丸
山
は
い
う
。
た
だ
し
そ
こ
で
の
「
受
容
」
は
す
ぐ
れ
て

主
体
的
な
選
択
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
「
摂
取
」
と
い
う
と
す
る
丸
山
は
、
こ
の
講
義
に
お
け
る
「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
定
義
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

つ
ぎ
つ
ぎ
に
摂
取
さ
れ
た
外
来
文
化
は
日
本
の
精
神
構
造
の
内
部
に
層
を
な
し
、
よ
り
新
し
い
層
と
古
い
層
の
間
に
不
断
の

相
互
作
用
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
最
下
層
に
沈
殿
し
て
い
る
も
の
を
「
原
型
」
と
よ
ぶ
。

日
本
は
人
種
・
言
語
・
土
地
・
生
産
様
式
・
宗
教
な
ど
の
連
続
性
が
大
き
か
っ
た
か
ら
こ
と
か
ら
、
下
層
に
沈
殿
し
た
思
考

様
式
・
価
値
体
系
は
、
歴
史
的
で
あ
り
な
が
ら
、
特
定
時
代
を
は
る
か
に
超
え
た
持
続
性
を
も
ち
、
ま
た
非
自
覚
的
で
あ
る
。

固
有
と
外
来
の
間
に
明
確
な
一
線
を
引
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
持
続
性
の
ゆ
え
に
、
日
本
思
想
を
学
ぶ
た
め
に
は
こ
れ

を
知
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
か
り
に
日
本
思
想
の
「
原
型
」
と
よ
ぶ
。
し
か
し
自
覚
化
さ
れ
た
儒
教
、
仏
教
な
ど
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
で
な
い
だ
け
に
、
こ
れ
を
分
析
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。『
古
事
記
』『

日
本
書
紀
』『

古
語
拾
遺
』『

風
土

記
』(『

続
日
本
紀
』『

万
葉
集』

）
な
ど
も
っ
と
も
古
い
史
料
で
さ
え
、
こ
こ
で
い
う
「
原
型
」
の
純
粋
な
形
を
伝
え
て
は
い
な

い
…
…

し
か
し
一
種
の
消
去
法
に
よ
り
、
儒
教
・
仏
教
な
ど
、
明
ら
か
に
後
に
な
っ
て
大
陸
か
ら
流
れ
こ
ん
だ
語
法
や
諸
観
念
を
除

去
し
た
後
に
「
神
道
」
と
い
わ
れ
る
も
の
の
諸
観
念
と
民
間
伝
承
の
諸
観
念
を
照
合
さ
せ
て
ゆ
く
と
、
そ
こ
に
持
続
的
な
も
の

と
し
て
、
高
度
に
抽
象
的
な
世
界
像
と
し
て
の
儒
仏
と
は
異
っ
た
思
考
様
式
・
価
値
意
識
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を

法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

論

説

956

五
二



再
構
成
し
て
ひ
と
つ
の
仮
説
と
し
て
立
て
た
も
の
が
、
こ
こ
で
い
う
「
原
型
」
で
あ
る

(

�)

。

こ
こ
で
提
示
さ
れ
た
「
原
型
」
は
、
一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
に
お
け
る
「
鋳、
型、
」
を
打
ち
出
す
も
の
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す
れ
ば
、
の
ち
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
に
大
き
く
接
近
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

し
か
し
、「
固
有
と
外
来
の
間
に
明
確
な
一
線
を
引
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
」
と
す
る
丸
山
が
、
い
ま
だ
日
本
に
「
固
有
」
な
る

も
の
の
存
在
を
前
提
に
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
点
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
す
で
に
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、「
古

層
＝
執
拗
低
音
」
論
段
階
の
丸
山
は
む
し
ろ
、
個、
、々
の、
要
素
に
分
解
す
れ
ば
日
本
特
有
の
も
の
な
ど
何
も
な、
い、
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の

要
素
が
あ
る
仕
方
で
相
互
に
結
び
あ
わ
さ
れ
て
一
つ
の
「
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
」
を
な
し
て
い
る
点
に
着
目
す
れ
ば
き
わ
め
て
「
個
性
的
」

で
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
「
個、
体、
性、
」
を
こ
そ
問
題
と
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
こ
こ
で
の
「
原
型
」
が
、
の
ち
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
の
よ
う
に
「
断
片
的
な
発
想
」
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、「
一
種
の
消
去
法
に
よ
り
、
儒
教
・
仏
教
な
ど
、
明
ら
か
に
後
に
な
っ
て
大
陸
か
ら
流
れ
こ
ん
だ
語
法
や
諸
観
念
を
除
去
し
た

後
に
『
神
道
』
と
い
わ
れ
る
も
の
の
諸
観
念
と
民
間
伝
承
の
諸
観
念
を
照
合
さ
せ
て
ゆ
く
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
だ
仮
説
的
に
再、

構、
成、
さ
れ
た
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い

(

�)

。
丸
山
は
い
ま
だ
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
の
手
前
に
ま

で
し
か
立
ち
至
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
一
九
六
七
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』

）
に
お
い
て
も
丸
山
は
、
宗
教
意
識
の
「
合
理
化
」
の
プ
ロ
セ
ス

(

�)

を

つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
、
そ
こ
に
お
け
る
「
吉
凶
観
」
と
「
善
悪
観
」
の
重
畳
を
問
題
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
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い
か
な
る
宗
教
意
識
の
発
展
に
お
い
て
も
、
非
日
常
的
出
来
事
に
直
面
す
る
た
び
ご
と
に
、d

e
m

o
n

を
鎮
撫
、
追
放
す
る

と
い
う
儀
式
が
出
発
点
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
か
く
て
呪
術
段
階
に
あ
る
宗
教
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
（
呪
術
師
）

がd
e

m
o

n

よ
り
も
高
位
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
マ
ギ
ー
（
呪
術
）
は
、d

e
m

o
n

に
た
い
し
強
制
力
を
も
つ
と
見
な

さ
れ
て
い
る
。
宗
教
意
識
の
発
展
は
、
こ
う
し
た
呪
術
師
に
よ
る
外
か
ら
の
災
厄
の
除
去
と
福
祉
の
招
来
と
い
う
観
念
〔
吉
凶

観
〕
か
ら
、
人
間
が
、
神
々
の
秩
序
に
背
反
し
た
た
め
に
災
厄
が
も
た
ら
さ
れ
、
従
順
で
あ
っ
た
か
ら
福
祉
が
到
来
す
る
と
い

う
観
念
〔
善
悪
観
〕
に
変
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
原
因
は
人
間
の
側
か
ら
の
服
従
と
背
反
に
あ
る
と
い
う
観
念
か
ら
罪
の
意
識
が

う
ま
れ
、
行
為
の
人
格
的
責
任
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(

�)

。

丸
山
に
よ
れ
ば
、
ス
サ
ノ
オ
神
話
や
「
大
祓
詞
」
の
「
天
つ
罪
」｢

国
つ
罪
」
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
日
本
の
神
話
に
も
「
罪
」

の
意
識
は
す
で
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、「
八
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
記
紀
の
宗
教
意
識
で
は
、
異

っ
た
段
階
の
も
の
、
す
な
わ
ち
外
か
ら
の
災
厄
観
に
た
つ
ハ
ラ
ヒ
、
キ
ヨ
メ
の
観
念
と
、
人
格
的
責
任
の
意
識
に
立
つ
ツ
ミ
の
観
念

と
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
重
畳
し
て
い
る

(

�)

」
こ
と
な
の
だ
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

「
国
つ
罪
」
の
な
か
に
、
白
人
、
胡
久
美
の
よ
う
な
疾
病
や
、
昆
虫
乃
災
（
虫
害
）
な
ど
の
自
然
災
害
を
含
め
て
い
る
こ
と

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
外
か
ら
の
災
厄
と
人
間
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
た
罪
と
が
重
畳
し
て
お
り
、
大
祓
は
、
こ
れ
ら

の
災
厄
を
同
時
に
罪
と
し
て
は
ら
い
清
め
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
別
言
す
れ
ば
、
キ
ヨ
メ
、
ハ
ラ
ヒ
の
対
象
が
災
厄
（
外
か
ら

の
ツ
ミ
）
の
み
で
な
く
、
人
格
的
な
罪
を
も
含
ん
で
い
る
点
に
、
吉
凶
観
と
善
悪
観
の
重
畳
性
が
見
ら
れ
る
。
…
…
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こ
う
し
た
ハ
ラ
ヒ
、
キ
ヨ
メ
の
思
考
様
式
を
人
間
精
神
に
内
面
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
と
、

清
明
心
／
赤
心
／
直
心
／
美
心
（
キ
ヨ
キ
心
、
ア
カ
キ
心
、
ナ
ホ
キ
心
、
ウ
ル
ハ
シ
キ
心)

v
s.
[

対]

濁
心
／
邪
心
／
穢
心
／

黒
心
（
ク
ラ
キ
心
、
キ
タ
ナ
キ
心
、
ク
ロ
キ
心
）
と
い
う
対
置
が
出
て
く
る
。

し
か
し
逆
に
い
え
ば
、
内
面
的
な
る
べ
き
悪
も
、
ケ
ガ
レ
と
同
様
に
、「
外
」
か
ら
〔d

e
m

o
n

の
作
用
が
〕
付
着
し
た
も
の

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ミ
ソ
ギ
に
よ
っ
て
洗
い
流
す
こ
と
が
で
き
る
。R

ad
ik

al
�
���

〔
原
罪
〕
と
い
う
観
念
は
こ
こ
に
は

な
い

(

�)

。〉

こ
う
し
た
「
吉
凶
観
」
と
「
善
悪
観
」
の
重
畳
と
い
う
論
点
と
、
そ
こ
に
お
け
る
「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ

ロ
」
の
位
置
づ
け
は
、
一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
や
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
と
変
わ

る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
こ
の
一
九
六
七
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』

）
で
は
、「
災
厄
（
吉
凶
）
観
と
罪
悪
（
善
悪
）
観
と

の
重
畳
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
価、
値、
意、
識、
に、
お、
け、
る、
外、
面、
的、
基、
準、
と、
内、
面、
的、
基、
準、
と、
の、
二、
重、
性、
、
そ、
の、
相、
互、
連、
関、
」

(

�)

が
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
ヨ
リ
立
ち
入
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
タ
タ
リ
」
の
作
用
を
は
ら
い
き
よ
め
、
逆
に
祝ヨ

事ゴ
ト

＝
善
事
を
招
来
す
る
行
事
・
儀
式
は
、
特、
定、
の
場
を
前
提
と
し
、
そ
れ

と
の
関
連
に
お
い
て
は
じ
め
て
、
吉
凶
禍
福
が
規
定
さ
れ
る
。
善
悪
の
倫
理
的
基
準
は
個
人
に
内
面
化
さ
れ
る
と
き
は
、
特、
定、

の、
行
為
を
冒
し
た
こ
と
に
た
い
す
る
特、
定、
の、
罪
意
識
に
限
定
さ
れ
ず
に
、to

tality

と
し
て
の
個
人
人
格
に
適
用
さ
れ
う
る

（｢

人
格
的
良
心
」
は
本
来
特
定
性
を
も
た
な
い)

。
け
れ
ど
も
、
災
厄
や
福
祉
は
個
別
的
に
だ
け
定
義
さ
れ
る
。
ど、
う、
い、
う、
種、
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類、
の、
災、
厄、
ま、
た、
は、
福、
祉、
が、
、
誰、
も、
し、
く、
は、
い、
か、
な、
る、
集、
団、
に、
加、
え、
ら、
れ、
た、
か、
を、
離、
れ、
て、
、
本、
来、
こ、
れ、
を、
「
は、
ら、
い、
」｢

き、
よ、
め、

る、
」
行、
為、
は、
成、
立、
し、
な、
い、
。
し、
た、
が、
っ、
て、
、
災、
厄、
福、
祉、
観、
に、
も、
と、
づ、
く、
価、
値、
基、
準、
は、
、
必、
然、
的、
に、situ

atio
n

al

〔
状
況
的
〕
で、

あ、
る、
。
…
…

こ
れ
が
日
常
行
動
（
俗
的
）
の
次
元
に
翻
訳
さ
れ
る
と
、「
場
」
に
応
じ
た
行
動
様
式
の
使
い
分
け
と
な
る
。
一
定
の
場
に

対
応
し
た
一
定
の
行
動
様
式
が
あ
り
、
異
っ
た
場
に
は
ま
た
異
っ
た
行
動
様
式
が
あ
る
。
…
…
�日
本
人
の
倫
理
を
〉
共
同
体

的
倫
理
と
俗
に
い
う
け
れ
ど
も
、
共
同
体
自
身
が
単
一
で
な
い
な
ら
ば
、
つ
ま
り
世
の
中
、
世
間
が
複
数
的
に
重
畳
し
て
い
れ

ば
、
倫
理
基
準
自
身
も
複
数
的
に
な
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
同
じ
人
間
が
「
場
」
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
属
す
る
集
団
に
よ
っ

て
行
動
基
準
を
異
に
し
て
も
、
そ
れ
が
同、
一、
人、
格、
の、
行
動
で
あ
る
と
見
ら
れ
な
い
か
ぎ
り
は
、
人
格
のin

te
g

rity

〔
統
合
性]

、

し
た
が
っ
て
人
格
的
責
任
は
問
わ
れ
る
は
ず
か
な
い
。
…
…
逆
に
特
定
の
共
同
体
を
所、
与、
と、
す、
る、
な、
ら、
ば、
、
そ
の
共
同
体
に
と

っ
て
の
福
祉
と
災
厄
と
い
う
基
準
は
、
共
同
体
の
成
員
に
と
っ
て
き
わ
め
て
大
き
な
拘
束
力
を
も
ち
、
そ
の
特
定
の
共
同
体
の

タ
ブ
ー
の
侵
害
に
た
い
す
る
責
任
が
峻
厳
に
追
及
さ
れ
る
。
災
厄
（
外
面
性
）
と
罪
（
内
面
性
）
と
は
、
こ
う
し
て
同
一
化
さ

れ
る
の
で
あ
る

(

�)

。

こ
う
し
て
丸
山
は
、
記
紀
神
話
に
お
け
る
ス
サ
ノ
オ
神
話
に
、「
特
定
の
共
同
体
を
前
提
に
し
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
災
厄
・
福

祉
観
と
、
他
方
、
人
格
的
内
面
に
お
け
る
『
罪
』
観
念
と
が
、
ケ
ガ
レ
↓
キ
ヨ
メ
の
基
本
過
程
に
お
い
て
い
か
に
統
合
さ
れ
る
か｣

、

す
な
わ
ち
、
相
対
的
・
外
面
的
な
功
利
的
基
準
と
、
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
対
キ
タ
ナ
キ
コ
コ
ロ
、
つ
ま
り
内
面
的
心
情
の
純
粋
性
に
基
づ

く
絶
対
的
基
準
と
が
、
い
か
に
結
び
つ
き
う
る
の
か
と
い
う
秘
密
を
明
ら
か
に
す
る
典
型
を
見
出
す
の
で
あ
る

(

�)

。
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こ
の
「
相
対
的
・
外
面
的
な
功
利
的
基
準
と
、
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
対
キ
タ
ナ
キ
コ
コ
ロ
、
つ
ま
り
内
面
的
心
情
の
純
粋
性
に
基
づ
く

絶
対
的
基
準
と
が
、
い
か
に
結
び
つ
き
う
る
の
か
」
と
い
う
問
題
は
、
す
で
に
一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
お

よ
び
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
に
お
い
て
も
問
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か

し
一
九
六
七
年
度
講
義
に
お
い
て
丸
山
は
、
よ
り
簡
潔
な
語
り
口
で
、
こ
の
問
題
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
ず
る
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、

〔
共
同
体
的
功
利
主
義
は
〕
農
耕
団
体
の
小
単
位
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
も
、
く
に
レ
ヴ
ェ
ル
に
も
あ
て
は
ま
る
（situ

atio
n

の
複

合
性)

。
い
ず
れ
に
し
て
も
〈
そ
れ
は
ベ
ン
サ
ム
が
主
張
し
た
よ
う
な
〉
個
人
の
快
楽
・
苦
痛
の
計
算
を
前
提
す
るu

tilitari-

an
ism

で
は
な
い
。
�個
人
を
基
礎
と
す
る
功
利
主
義
は
、
普
遍
的
に
妥
当
す
る
快
苦
の
基
準
に
立
脚
す
る
点
で
普
遍
主
義

（u
n

iv
e

rsalism

）
で
あ
る
が
、
共
同
体
的
功
利
主
義
の
基
準
は
、
そ
の
共
同
体
に
と
っ
て
の
福
祉
・
災
厄
で
あ
り
、
特
別
主

義
（p

articu
larlism

）
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
心
情
が
純
か
不
純
か
は
、
普
遍
的
基
準
で
あ
る
。
し
か
る
に
記
紀
神
話
で

は
、
共
同
体
の
功
利
主
義
と
心
情
の
純
粋
性
（
き
よ
き
心
）
と
が
結
合
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
日
本
で
は
、〉
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
、

ウ
ル
ハ
シ
キ
コ
コ
ロ
と
い
う
絶
対
的
基
準
が
、
共
同
体
的
功
利
主
義
の
相
対
性
と
特
別
主
義
に
制
約
さ
れ
る
の
で
、
共
同
体
的

規
範
か
ら
、
特
定
の
共
同
体
や
具
体
的
人
間
関
係
を
こ
え
た
普
遍
的
な
倫
理
規
範
（
超
越
的
な
唯
一
神
の
命
令
と
か
、
超
越
的

な
天
道
と
か
、
普
遍
的
な
ダ
ル
マ
〔d

h
arm

a

〕
と
か
い
う
「
自
然
法
」
観
念
に
基
礎
を
お
く
）
へ
の
昇
華
が
は
ば
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
。
�こ
れ
が
儒
教
、
仏
教
の
受
容
形
態
を
制
約
す
る
。〉
た
だ
「
感
覚
美
」
の
閉
鎖
的
コ
ス
モ
ス
が
つ
く
ら
れ
れ
ば
、

〈
も
と
も
と
心
情
の
純
粋
性
を
絶
対
的
基
準
と
し
て
受
け
入
れ
る
基
盤
が
あ
る
か
ら
〉
そ
れ
だ
け
が
絶
対
的
価
値
を
も
つ
傾
向
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が
あ
る
。
真
理
、
正
義
に
比
し
て
の
美
的
価
値
の
優
位

(

�)

。

さ
ら
に
こ
の
論
点
は
、
一
九
六
七
年
度
プ
リ
ン
ト
へ
の
書
き
込
み
に
お
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
敷
衍
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
す

な
わ
ち
、キ

ヨ
キ
心
自
体
は
絶
対
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
特
定
共
同
体
に
と
っ
て
の
禍
福
と
い
う
相
対
的
基
準
に
よ
り
制
約
さ
れ
る
か

ら
、
容
易
に
普
遍
的
規
範
価
値
（
超
越
神
の
命
令
、
自
然
法
な
ど
）
に
ま
で
昇
華
し
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
仏
教
や
儒
教
を
摂
取

す
る
と
き
の
変
容
へ
の
条
件
と
も
な
る
。
た
だ
上
の
二
つ
を
結
合
す
る
と
、
特
定
共
同
体
（
も
し
く
は
そ
の
代
表
者
と
し
て
の

首
長
）
に
た
い
す
る
、
ア
カ
ク
キ
ヨ
キ
心
を
も
っ
て
す
る
純
粋
な
服
従
と
献
身
は
、
上
の
二
つ
の
価
値
基
準
を
と
も
に
満
足
さ

せ
る
の
で
、
も
っ
と
も
評
価
が
高
い
（
そ
の
効
果
を
問
わ
ず
！
「
海
ゆ
か
ば
水み

漬づ

く
屍

山
ゆ
か
ば
草
む
す
屍

大
君
の
辺へ

に

こ
そ
死
な
め

か
へ
り
み
は
せ
じ
」｢

今
日
よ
り
は
か
へ
り
み
な
く
て
大
君
の
醜し
こ

の
御み

楯た
て

と
い
で
立
つ
わ
れ
は｣

）
。
し
か
し
非

政
治
的
次
元
に
お
い
て
も
、
感
覚
的
・
閉
鎖
的
小
宇
宙
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
な
か
で
心
情
の
純
粋
な
燃
焼
が
お
こ
る
と
、
そ
の

キ
ヨ
キ
心
は
無
条
件
に
絶
対
化
さ
れ
る
。
価
値
意
識
が
美
的
価
値
意
識
に
収
斂
す
る
場
合
、
と
く
に
そ
う
で
あ
る
。
純
粋
な
一

方
向
性
と
し
て
の
恋
愛
の
激
情
の
賛
美
は
、
万
葉
か
ら
近
松
ま
で
貫
い
て
い
る
（
非
儒
教
的)

。

人
も
な
き
国
も
あ
ら
ぬ
か
吾
妹

わ
ぎ
も

子こ

と

携
た
づ
さ
ひ
ゆ
き
て
副た

ぐ

ひ
て
を
ら
む
（『

万
葉
集
』
巻
四
）

敷
島
の
日
本

や
ま
と

の
国
に
人
二
人

あ
り
と
し
思
は
ば
何
か
な
げ
か
む
（
同
右
、
巻
十
三

(

�)

）
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丸
山
に
よ
る
こ
れ
ら
の
議
論
の
基
本
線
は
、
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
と
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い

よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
①
「
キ
ヨ
キ
心
」
と
い
う
絶
対
的
基
準
（
＝｢

心
情
の
純
粋
性｣

）
が
、
共
同
体
的
功
利
主
義
（
＝

｢

集
団
的
功
利
主
義)

」
）
に
よ
っ
て
制、
約、
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
普
遍
的
規
範
価
値
へ
の
昇
華
が
は
ば
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
点
、

お
よ
び
②
和
辻
哲
郎
が
「
清
明
心
の
道
徳
」
に
見
い
だ
し
た
「
無、
私、
性、
＝、
全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、
」
と
い
う
本
質
（
＝｢

ア
カ
ク
キ
ヨ
キ

心
を
も
っ
て
す
る
純
粋
な
服
従
と
献
身｣

）
が
、「
心
情
の
純
粋
性
」
と
い
う
絶
対
的
基
準
と
共
同
体
的
功
利
主
義
（
＝｢

集
団
的
功

利
主
義｣

）
と
い
う
相
対
的
基
準
の
二、
つ、
の、
基、
準、
を、
と、
も、
に、
満、
た、
す、
も、
の、
と、
し、
て、
こ、
そ、
、
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
返

さ
れ
て
い
る
点
は
、
こ
れ
ま
で
に
必
ず
し
も
明
確
に
は
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
丸
山
が
、
共
同
体
的
功
利
主
義
（
＝｢

集
団
的
功
利
主
義｣

）
と
い
う
相
対
的
基
準
と
「
キ
ヨ
キ
心
」
と
い
う
絶
対
的
基
準

（
＝｢

心
情
の
純
粋
性｣

）
と
の
両、
立、
や
前
者
に
よ
る
後
者
の
制、
約、
を
こ
そ
問
題
と
す
る
一
方
で
、
こ
う
し
た
両、
立、
や
制、
約、
か
ら
解
放

さ
れ
た
③
「
キ
ヨ
キ
心
」
の
無、
条、
件、
の、
絶、
対、
化、
と
い
う
問
題
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
感
覚
的

・
閉
鎖
的
小
宇
宙
」
に
お
け
る
心
情
の
純
粋
な
燃
焼
、
価
値
意
識
の
美
的
価
値
意
識
へ
の
収
斂
、
純
粋
な
一
方
向
性
と
し
て
の
恋
愛

の
激
情
の
賛
美
と
い
う
問
題
は
ま
さ
に
、
共
同
体
的
功
利
主
義
（
＝｢

集
団
的
功
利
主
義｣

）
と
い
う
相
対
的
基
準
に
よ
る
制、
約、
か
ら

解
放
さ
れ
、
無、
条、
件、
に、
絶、
対、
化、
さ
れ
た
「
キ
ヨ
キ
心
」
の
表
出
に
ほ
か
な
る
ま
い
。

「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
と
い
う
「
断
片
的
な
発
想
」
と
し
て
単
離iso

late

さ
れ
る
べ
き
は
、
む
し
ろ
こ
う
し
て
共
同
体
的
功
利

主
義
（
＝｢

集
団
的
功
利
主
義｣

）
と
い
う
特
別
主
義
的
で
相
対
的
な
価
値
基
準
の
制、
約、
か
ら
解
放
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
「
キ
ヨ
キ

コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
問
題
と
の
か
か
わ
り
で
、
こ
れ
ま
で
の
一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
と
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
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﹇
第
六
冊]』

）
で
は
、「
活
動
・
作
用
の
神
化
」
な
い
し
は
「
生
成
・
活
動
・
作
用
そ、
れ、
自、
体、
の、
神
化
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た

点
に
つ
い
て
の
、
丸
山
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
及
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、

〈
…
…｢
原
型
」
的
思
考
の
特
徴
は
、
実
体
的
思
考
よ
り
も
機
能
的
思
考
が
優
位
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
形

而
上
学
形
成
力
の
弱
さ
を
示
す
と
と
も
に
、
一
種
の
プ
ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
な
適
応
性
に
富
む
と
い
うim

p
licatio

n

〔
内
包
〕
を
も

つ
。
し
か
も
作
用
、
機
能
、
活
動
そ
れ
自
体
の
神
化
が
、
先
述
の
心
情
の
純
粋
性
を
絶
対
と
す
る
動
機
主
義
と
結
合
す
る
と
、

成
敗
を
顧
み
ぬ
心
情
の
純
粋
性
に
発
し
た
爆
発
的
行
動
は
、
そ
の
激
し
さ
ゆ
え
に
一
方
で
は
恐
れ
ら
れ
、
他
方
で
は
そ
の
純
粋

性
ゆ
え
に
尊
重
さ
れ
る
と
い
う
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
〔
両
極
志
向
的
〕
な
評
価
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
ス
サ
ノ
ヲ
へ

の
価
値
判
断
の
二
面
性
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
「
伝
統
」
は
、
源
為
朝
・
悪
源
太
義
平
ら
の
人
間
と
行
動
へ
の
評
価
に
つ

ら
な
っ
て
い
る
。「
荒
事
」｢

荒
ぶ
る
神｣)
。
そ
し
て
結
果
を
比
較
考
量
し
てle

sse
r

e
v

il

を
と
る
行
為
は
ズ
ル
イ
こ
と
に
な
る

(

�)

。〉

一
九
六
七
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』

）
に
お
け
る
丸
山
の
「
原
型
」
的
思
考
に
つ
い
て
の
考
察
が
、
こ
う
し
て
ハ
ラ
ヒ
、

キ
ヨ
メ
と
い
う
呪
術
的
思
考
様
式
に
根
ざ
し
た
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」(

＝｢

心
情
の
純
粋
性｣

）
と
い
う
絶
対
的
な

内
面
的
基
準
を
軸
と
し
て

そ
れ
へ
の
共
同
体
的
功
利
主
義
（
＝
集
団
的
功
利
主
義
）
と
い
う
外
面
的
・
相
対
的
な
功
利
的
価
値

基
準
に
よ
る
制、
約、
や
、
こ
れ
と
の
結、
合、
、
さ
ら
に
は
こ
う
し
た
制、
約、
や
結、
合、
か
ら
の
解
放
、
そ
し
て
「
作
用
、
機
能
、
活
動
そ
れ
自

体
の
神
化
」
と
い
う
機
能
的
思
考
と
の
結、
合、
が
問
わ
れ
る
と
い
う
よ
う
に

展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
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筆
者
が
さ
し
あ
た
り
確
認
し
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
丸
山
の
倫
理
的
価
値
意
識
の
「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
に
関
す

る
議
論
が

一
九
六
四
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

）
お
よ
び
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
か
ら
一
九

六
七
年
度
講
義
（『

講
義
録
』[

第
七
冊]

）
へ
の
展
開
を
通
じ
て

思
想
・
文
化
の
「
層
化
現
象
」
の
も
と
で
最
も
深
層
に
沈
殿

す
る
持
続
的
な
下
意
識
的
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
「
善
悪
観
」
と
長
期
に
わ
た
っ
て
重
畳
す
る
ヨ
リ
未
開
な
呪
術
的
段
階
の
思
考
様

式
（
＝｢

吉
凶
観｣
）
に
根
ざ
し
た
「
心
情
の
純
粋
性
」
と
い
う
内
面
的
・
絶
対
的
基
準
の
問
題
へ
と
、
そ
の
軸
足
を
徐
々
に
移
し
つ

つ
あ
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
無、
私、
性、
＝、
全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、
」
を
そ
の
本
質
と
す
る
和
辻
的
な
「
清
明
心
の
道
徳｣

そ
れ
は
丸
山
に
よ
れ
ば
、
共
同
体
的

功
利
主
義
（
＝｢

集
団
的
功
利
主
義｣
）
と
い
う
外
面
的
・
相
対
的
価
値
基
準
と
「
心
情
の
純
粋
性
」
と
い
う
内
面
的
・
絶
対
的
価
値

基
準
と
を
と
も
に
満
た
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
だ
が

と
、
丸
山
が
倫
理
的
価
値
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
と
し

て
単
離iso

late

せ
ん
と
し
て
い
た
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
と
の
異
同
は
、
こ
う
し
た
点
に
こ
そ
見
い
だ
さ
れ
る
べ

き
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

和
辻
哲
郎
の
「
清
明
心
の
道
徳
」
を
め
ぐ
る
議
論
や
そ
の
系
譜
に
連
な
る
相
良
亨
、
湯
浅
泰
雄
、
荒
木
博
之
ら
の
「
清
明
心
」
論

と
、
本
章
で
検
討
し
た
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
熟
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
丸
山
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
と
の
交
錯
に
つ
い
て

の
考
察
は
、
本
稿
第
六
章
に
お
い
て
、
ま
と
め
て
行
な
う
つ
も
り
で
あ
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
考
察
へ
と
進
む
前
に
、
い
ま
ひ
と
つ
検
討
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
も

た
び
た
び
言
及
し
て
き
た
よ
う
に
、『
古
事
記
』『

日
本
書
紀
』
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
た
ス
サ
ノ
オ
神
話
の
分
析
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ス
サ
ノ
オ
神
話
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
見
た
と
き
、「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
と
は
い
か
な
る
内
容
を
も
っ
て
把
握
さ
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れ
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
五
章
ス
サ
ノ
オ
神
話
と
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」

第
一
節
『
古
事
記
』『

日
本
書
紀
』
の
異
同
と
ス
サ
ノ
オ
神
話

前
章
ま
で
の
検
討
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、「
清
明
心
の
道
徳
」
の
本
質
に
「
無、
私、
性、
＝、
全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、
」
を
見
い
だ
し
た
和
辻

哲
郎
も
ま
た
そ
の
系
譜
に
連
な
る
相
良
亨
や
湯
浅
泰
雄
も
、
さ
ら
に
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
に
倫
理
的
価
値
意
識
の

「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)
」
を
構
成
す
る
「
心
情
の
純
粋
性
」
と
い
う
内
面
的
・
絶
対
的
な
価
値
基
準
を
見
い
だ
し
た
丸
山
眞
男

も
、
と
も
に
『
古
事
記
』
お
よ
び
『
日
本
書
紀
』
の
ス
サ
ノ
オ
神
話

『

古
事
記
』
に
お
い
て
は
須
佐
之
男
、『
日
本
書
紀
』
に
お

い
て
は
素
戔
嗚
と
表
記
さ
れ
る
の
だ
が

に
「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
素
材
を
も
と

め
て
い
る
。
し
か
し
す
で
に
本
稿
第
二
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ス
サ
ノ
オ
神
話

と
り
わ
け
、
和
辻
等
も
丸
山
も
と
も
に
依
拠

す
る
と
こ
ろ
の
、
そ
の
ア
マ
テ
ラ
ス
と
宇う

氣け

比ひ

＝
誓
約
を
め
ぐ
る
場
面

に
は
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
の
間
に
、
さ

ら
に
は
『
日
本
書
紀
』
の
「
本
文
」
と
「
一
書
」
の
間
に
も
、
大
き
な
異
同
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
ス
サ
ノ
オ
が
「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
の
持
ち
主
で
あ
る
の
か
否
か
、
何
を
も

っ
て
「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
と
す
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
必
ず
し
も
自
明
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ

っ
て
、『
古
事
記
』
お
よ
び
『
日
本
書
紀
』
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
、
あ
ら
た
め
て
分
析
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
の
も
の
な

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
古
事
記
』
お
よ
び
『
日
本
書
紀
』
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
、
ス
サ
ノ
オ
神
話
と
そ
こ
に
お
け
る
「
清
明
心｣

＝｢

キ
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ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
の
意
味
内
容
の
分
析
を
試
み
よ
う
と
す
る
本
稿
に
と
っ
て
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
テ

ク
ス
ト
を
別、
個、
の、
も、
の、
と
し
て
読
む
こ
と
を
提
起
す
る
神
野
志
隆
光
と
水
林
彪
の
議
論
は
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
い
え
よ

う
。周

知
の
よ
う
に
神
野
志
隆
光
は
、『
古
事
記
の
達
成

そ
の
論
理
と
方
法

(

�)』

、『
古
事
記
の
世
界
観

(

�)』

、『
古
事
記

天
皇

の
世
界
の
物
語

(
�)』
、『
古
事
記
と
日
本
書
紀

｢

天
皇
神
話
」
の
歴
史

(

�)』

、『
複
数
の
「
古
代

(

�)｣

』
な
ど
に
お
い
て
、『
古
事

記
』
を
ひ
と
つ
の
完
結
し
た
作
品
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、「
作
品
と
し
て
の
全
体
か
ら
切
り
離
し
て
部
分
部
分
を
と

り
出
し
、
た
と
え
ば
『
日
本
書
紀
』
と
の
比
較
を
通
じ
て
そ
の
歴
史
的
成
立
的
背
景
や
話
と
し
て
の
展
開
・
定
着
を
論
じ
て
お
わ
る
」

よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
記
紀
研
究
」
を
批
判
す
る
立
場
か
ら
、「
作
品
と
し
て
の
『
古
事
記
』
の
達
成
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

提
起
し
た

(

�)

。
す
な
わ
ち
、

一
口
に
記
紀
と
い
い
、
ま
た
記
紀
神
話
と
も
い
う
よ
う
に
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
を
比
較
対
照
し
つ
つ
論
ず
る

こ
と
が
一
般
化
し
た
方
法
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
神
話
に
関
し
て
は
、『
日
本
書
紀
』
の
異
伝
（
一
書
）
を
ふ
く
め
て
成
立
・

展
開
を
見
る
の
は
常
道
と
い
っ
て
よ
い
。
た
し
か
に
、
比
較
対
照
し
う
る
話
を
記
紀
は
そ
れ
ぞ
れ
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
部
分
と
部
分
の
問
題
で
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
は
『
古
事
記
』『

日
本
書
紀
』
そ
れ
ぞ
れ
の
論
理
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
の

で
あ
り
、
そ
の
論
理
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
神
話
的
部
分
で
い
え
ば
、
相
似
た
話
が
連
な
り
、
プ

ロ
ッ
ト
の
枠
と
し
て
も
似
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
全
体
を
貫
く
糸
は
全
く
異
質
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
記

紀
神
話
と
い
う
い
い
方
に
は
そ
の
点
に
対
す
る
認
識
が
あ
い
ま
い
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
記
紀
を
雑
炊

法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
考

(

二)

967

六
三



的
に
論
ず
る
の
で
あ
っ
て
は
な
る
ま
い

(

�)

。

こ
う
し
た
立
場
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
「
神
代
」
を
貫
く
基
本
的
な
論
理
の
差
を
「
世
界
像
」

と
い
う
点
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
試
み
る
神
野
志
が
、『
古
事
記
』
の
「
神
代
」
に
「
ム
ス
ヒ
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
を
、
他
方
、

『
日
本
書
紀
』｢
本
文
」
の
「
神
代
」
に
「
陰
陽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
を
見
い
だ
し
、
こ
う
し
た
議
論
の
過
程
で
丸
山
の
「
歴
史
意

識
の
『
古
層』

」
に
お
け
る
つ
ぎ
の
よ
う
な
考
察
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う

(

�)

。
す
な
わ
ち
、

『
紀
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
天
地
開
闢
な
い
し
は
、
未
剖
・
初
判
な
ど
の
用
語
に
比
べ
て
、『
記
』
の
「
天
地
初
発
」
と
い

う
句
が
漢
語
と
し
て
も
特
異
だ
と
い
う
点
は
、
す
で
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
付
け
加
え
て
注
意
し
た
い

の
は
、「
天
地
初
発
」
の
表
現
が
『
紀
』
の
本
文
お
よ
び
諸
一
書
を
通
じ
て
見
当
ら
な
い
だ
け
で
は
な
く
て
、『
記
』
の
場
合
で

も
、
本
文
と
ち
が
っ
て
と
も
か
く
正
規
の
漢
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
「
序
」
に
お
い
て
は
、「
天
地
初
発
」
に
代
っ
て
、「
乾
坤

初
分
」
と
か
「
陰
陽
斯
開
」
と
か
、「
天
地
開
闢
」
と
か
い
う
、『
紀
』
と
同
じ
よ
う
な
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
れ
は
安
万
侶
自
身
も
、
本
文
で
用
い
た
「
天
地
初
発
」
が
、「
堂
々
た
る
」
漢
文
体
に
は
何
か
そ
ぐ
わ
な
い
と
感
じ
た
か
ら

で
は
あ
る
ま
い
か
。
逆
に
い
え
ば
、
そ
れ
だ
け
、
本
文
冒
頭
に
こ
の
句
を
置
い
た
こ
と
に
は
、
き
ま
ぐ
れ
以
上
の
根
拠
が
あ
り
、

「
言
意
並
び
に
朴
」
で
あ
っ
た
「
上
古
の
時
」(

序
の
言
葉
）
の
発
想
に
ふ
さ
わ
し
い
字
句
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
…
…

天
地
開
闢
に
し
ろ
、
初
判
に
し
ろ
、
あ
る
い
は
乾
坤
初
分
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
は
じ
め
未
分
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化
で
あ
っ
た
天
地
が
「
天
」
と、
「
地
」
と、
（
あ
る
い
は
陽
と
陰
と
）
の
反、
対、
の、
方、
向、
に、
向、
か、
っ、
て、
分
離
し
た
と
い
う
観
念
で
あ

る
。
…
…
つ
ま
り
こ
の
場
合
、
宇
宙
論
の
核
心
は
天
地
・
陽
陰
・
乾
坤
の
二、
元、
的、
対
立
に
ほ
か
な
ら
ず
、「
天
地�

�

、
万
物

化
醇
。
男
女
構
レ

精
、
万
物
化
生
」(

易
経
、
繋
辞
下
伝
）
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
後
は
す
べ
て
陰
陽
二、
元、
の
結
合
か
ら
「
万
物
」

の
化
生
ま
た
は
化
育
が
説
か
れ
る

(

�)

。

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
テ
ク
ス
ト
の
あ
い
だ
に
、
こ
の
よ
う
な
「
世
界
像
」
の
異
同
が
横
た
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
丸
山
も
ま
た
充
分
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
論
理
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
の
で
あ
り
、
そ
の
論
理
は
本
質
的
に
異
な

る
も
の
が
あ
る
」
と
し
、
両
者
の
「
神
代
」
を
貫
く
基
本
的
な
論
理
の
差
を
「
世
界
像
」
と
い
う
点
に
お
い
て
と
ら
え
よ
う
と
試
み

る
神
野
志
の
議
論
が
、
丸
山
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
ま
た
明
ら
か

で
あ
ろ
う

(

�)

。

本
稿
に
お
け
る
ス
サ
ノ
オ
神
話
の
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
た
分
析
と
そ
こ
に
お
け
る
「
清
明
心｣

＝

｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
の
意
味
内
容
の
検
討
に
あ
た
っ
て
も
、
ス
サ
ノ
オ
を
め
ぐ
る
こ
の
両
者
の
テ
ク
ス
ト
が
「
相、

似、
た、
話、
」
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
も
、
そ
の
背
景
に
あ
る
「
世
界
像
」
も
、「
全
体
を
貫
く
糸
」
も
ま
っ
た
く
異、
な、
っ、

た、
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
充
分
に
自
覚
的
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

加
え
て
い
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
の
「
本
文
」
と
「
一
書
」
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
「
本
文
と
『
一
書
』
を
同
列
に
な
ら
べ
て
相
対

化
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
べ
き
」
で
あ
り
、『
日
本
書
紀
』｢

神
代
」
の
筋
は
本
文
に
よ
っ
て
つ
ら
ぬ
か
れ
る
も
の
だ
と
見
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る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
神
野
志
の
指
摘
に
も
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う

(

�)

。『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
を
別、
個、
の、
も、
の、
と
し
て
読
み
、

そ
の
「
全
体
を
貫
く
糸
」
の
異
同
に
留
意
し
な
が
ら
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
た
検
討
を
行
な
っ
て
い
く
う
え
で
、
そ

の
検
討
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
は
、
あ
く
ま
で
も
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
「
本
文
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
水
林
彪
は
そ
の
著
書
『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り

(

�)

』
に
お
い
て
、
神
野
志
と
は
『
古
事
記
』
の
「
世
界
像
」
の
内
容
的

理
解
に
お
い
て
は
決
定
的
な
違
い
を
強
調
し
つ
つ
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
の
混
淆
を
排
す
る

と
い
う
方
法
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

『
古
事
記
』
を
ば
、
政
治
思
想
を
語
っ
た
作
品
と
し
て
研
究
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
ま
ず
は
神
野
志
隆
光
氏
の
研
究
を
批
判

的
に
吟
味
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
古
事
記
』
が
そ
う
し
た
性
格
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
と
し
て
、
ま
ず
は
津
田
左
右
吉
の
古
典
的
研
究
が
想
起
さ
れ
る
が
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
、
性
格
の
全

く
異
な
る
『
日
本
書
紀
』
と
『
古
事
記
』
の
二
書
を
混
淆
し
て
政
治
思
想
を
論
ず
る
と
い
う
重
大
な
方
法
的
誤
謬
が
あ
り
、
今

日
の
研
究
水
準
を
ふ
ま
え
て
『
古
事
記
』
研
究
を
行
な
お
う
と
す
る
場
合
に
、
研
究
の
出
発
点
に
据
え
る
に
は
、
必
ず
し
も
適

当
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
神
野
志
氏
の
場
合
、『
古
事
記
』
を
一
個
の
作
品
と
し
て
研
究
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
透
徹

し
て
い
る
。
氏
は
、『
古
事
記
』
を
『
日
本
書
紀
』
と
混
淆
し
て
論
ず
る
こ
と
を
厳
し
く
戒
め
、
さ
ら
に
、『
古
事
記
』
を
諸
部

分
に
解
体
し
て
し
ま
い
、
そ
の
諸
部
分
を
全
体
か
ら
切
り
離
し
て
論
ず
る
よ
う
な
傾
向
も
厳
し
く
排
し
て
、『
古
事
記
』
の
全

体
へ
と
迫
ろ
う
と
す
る

(

�)

。
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水
林
が
、『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
』
や
『
思
想
史
家
丸
山
眞
男
論

(

�)

』
所
収
の
論
稿
「
原
型
（
古
層
）
論
と
古
代
政
治
思
想
論
」

に
お
い
て
、
丸
山
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
へ
の
批
判
を
展
開
し
つ
つ
、
そ
の
独
自
の
「
古
層
・
新
層
論
」
を
提
起
し
て
い
る
こ

と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う

(

�)

。
な
お
そ
の
近
著
『
天
皇
制
史
論

本
質
・
起
源
・
展
開

(

�)

』
で
水
林
は
、
む
し
ろ
丸
山
の
「
古

層
＝
執
拗
低
音
」
論
の
影
響
を
強
く
う
か
が
わ
せ
る
議
論
を
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
論
ず
る
余

裕
は
さ
し
あ
た
り
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
水
林
の
議
論
も
ま
た
丸
山
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
に
少
な
か
ら
ず
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
い
。

本
稿
の
課
題
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
水
林
が
『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
』
の
第
二
部
「『

神
夜
良
比
』
と
『
神
逐｣

ス
サ
ノ
ヲ
神
話
の
記
紀
比
較
研
究

」
に
お
い
て
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
を
別、
個、
の、
も、
の、
と
し
て
読
む
と
い
う
方

法
に
基
づ
い
た
詳
細
な
ス
サ
ノ
オ
神
話
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

水
林
は
こ
の
論
稿
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
き
お
こ
す
。
す
な
わ
ち
、

ス
サ
ノ
ヲ
神
話
研
究
を
ふ
り
か
え
っ
て
、
私
が
根
本
的
に
疑
問
に
思
う
の
は
、
管
見
の
限
り
、
全
て
の
議
論
が
、『
古
事
記
』

に
お
け
る
須
佐
之
男
命
の
物
語
り
と
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
素
戔
嗚
尊
の
物
語
り
を
、
細
部
に
相
違
を
含
み
つ
つ
も
、
基
本

的
に
は
同
一
の
モ
チ
ー
フ
の
神
話
と
み
な
し
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
記
紀
の
他
の

部
分
（
天
地
生
成
神
話
や
高
天
原
神
話
）
の
研
究
を
通
じ
て
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
世
界
観

を
有
す
る
別
個
の
作
品
と
し
て
見
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
主
張
さ
れ
て
い
る
が
…
…
、
成
心
な
く
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』

の
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
を
読
む
な
ら
ば
、
そ
こ
に
も
両
書
の
相
違
は
明
ら
か
な
よ
う
に
思
わ
れ
、
須
佐
之
男
命
と
素
戔
嗚
尊
と
は
正
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反
対
の
性
格
を
有
す
る
も
の
の
よ
う
に
さ
え
、
私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

…
…
こ
れ
ま
で
の
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
研
究
は
、『
古
事
記
』
を
『
日
本
書
紀
』
に
よ
っ
て
補
い
、『
日
本
書
紀
』
を
『
古
事
記
』
よ

っ
て
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
架
空
の
ス
サ
ノ
ヲ
像
を
作
り
あ
げ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。
ス
サ
ノ
ヲ
に
つ
い
て
決
ま
っ
て
指
摘

さ
れ
る
「
複
雑
な
性
格
」
な
い
し
「
矛
盾
し
た
性
格
」
は
、
相
容
れ
な
い
も
の
を
同
視
し
て
き
た
こ
と
の
結
果
で
あ
り
、
研
究

者
の
側
の
混
乱
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
…
…

テ
ク
ス
ト
と
い
う
も
の
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
配
慮
は
、『
日
本
書
紀
』
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
神
代
は
、
本
文
と
本
文
の
段
落
ご
と
に
註
記
さ
れ
て
い
る
幾
つ
か
の
異
伝
（
一
書
）

か
ら
な
っ
て
お
り
、
一
つ
の
物
語
り
と
し
て
読
み
う
る
の
は
本
文
だ
け
で
、
諸
異
伝
は
部
分
部
分
の
集
積
で
し
か
な
い
の
で
あ

る
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
我
々
は
、
本
文
に
つ
い
て
し
か
、
統
一
的
な
人
物
像
や
世
界
観
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
作
品
と
い
う

評
価
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
…
…

そ
う
い
う
次
第
で
あ
る
か
ら
、
素
戔
嗚
尊
像
は
、『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
に
よ
っ
て
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
文

と
一
書
と
を
初
め
か
ら
混
ぜ
あ
わ
せ
て
は
、
古
代
人
の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
架
空
の
物
語
り
、
架
空
の
素
戔
嗚
尊
像
し
か
生
れ
よ

う
が
な
い
の
で
あ
る

(

�)

。

水
林
が
い
う
「
相
容
れ
な
い
も
の
を
同
視
し
て
き
た
こ
と
の
結
果
」
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
研
究
者
の
側
の
混
乱
」
か
ら
は
、

「
清
明
心
の
道
徳
」
を
め
ぐ
る
和
辻
等
の
議
論
の
み
な
ら
ず
、「
原
型
（
プ
ロ
ト
タ
イ
プ)

」
を
め
ぐ
る
丸
山
も
ま
た
必
ず
し
も
免
れ

て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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た
と
え
ば
、
一
九
六
六
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

）
や
一
九
六
七
年
度
講
義
（『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』

）
で
つ
ぎ
の
よ
う

に
語
っ
て
い
た
丸
山
は
、「
相
容
れ
な
い
も
の
を
同
視
し
て
き
た
こ
と
の
結
果
」
と
し
て
「
ス
サ
ノ
ヲ
に
つ
い
て
決
ま
っ
て
指
摘
さ

れ
る
『
複
雑
な
性
格
』
な
い
し
『
矛
盾
し
た
性
格』

」
に
足
を
と
ら
れ
て
い
る
恐
れ
な
し
と
は
し
え
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、こ

の
よ
う
に
機
能
が
そ
れ
と
し
て
神
聖
化
さ
れ
る
と
、
あ
ら
ぶ
る
神
の
超
人
間
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
一
方
で
特
殊
集
団
に
害

悪
を
与
え
る
と
い
う
意
味
で
は
悪
で
あ
り
呪
術
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
対
象
と
さ
れ
な
が
ら
、
他
方
で
そ
の
荒
ぶ
る
と
い
う
活
動

自
体
は
必
ず
し
も
悪
で
は
な
く
、
英
雄
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
と
い
う
二
重
性
格
を
も
つ
。
活
動
の
神
化
が
心
情
の
純
粋
性
と

結
び
つ
く
と
、
内
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
純
粋
な
動
機
か
ら
（
成
敗
利
鈍
を
か
え
り
み
ず
）
外
に
爆
発
さ
せ
る
行
動
は
、
畏
れ
ら

れ
な
が
ら
、
尊
敬
さ
れ
る
と
い
うam

b
iv

ale
n

t

〔
両
極
併
存
的
〕
な
評
価
が
生
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
記
紀
神
話
の
世
界
で
ス
サ

ノ
ヲ
は
、
高
天
ヶ
原
神
話
で
は
悪
と
さ
れ
、
出
雲
神
話
で
は
善
と
さ
れ
る
と
い
う
二
重
評
価
を
受
け
て
い
る

(

�)

。

〈
…
…｢

原
型
」
的
思
考
の
特
徴
は
、
実
体
的
思
考
よ
り
も
機
能
的
思
考
が
優
位
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
形

而
上
学
形
成
力
の
弱
さ
を
示
す
と
と
も
に
、
一
種
の
プ
ラ
グ
マ
チ
ッ
ク
な
適
応
性
に
富
む
と
い
うim

p
licatio

n

〔
内
包
〕
を
も

つ
。
し
か
も
作
用
、
機
能
、
活
動
そ
れ
自
体
の
神
化
が
、
先
述
の
心
情
の
純
粋
性
を
絶
対
と
す
る
動
機
主
義
と
結
合
す
る
と
、

成
敗
を
顧
み
ぬ
心
情
の
純
粋
性
に
発
し
た
爆
発
的
行
動
は
、
そ
の
激
し
さ
ゆ
え
に
一
方
で
は
恐
れ
ら
れ
、
他
方
で
は
そ
の
純
粋

性
ゆ
え
に
尊
重
さ
れ
る
と
い
う
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
〔
両
極
志
向
的
〕
な
評
価
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
ス
サ
ノ
ヲ
へ
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の
価
値
判
断
の
二
面
性
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
…
…

(

�)

〉

『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
神
話
と
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
素
戔
嗚
神
話
と
の
比
較
研
究
を
試
み
る
こ
と
を
通
じ
て
、「
誤
れ

る
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
論
を
も
と
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
様
々
の
事
柄

古
代
の
罪
と
罰
、
古
代
人
の
世
界
観
、
天
皇
制
の
『
深
層
構
造』

、

天
皇
制
国
家
論
等
々

を
論
じ
直
す
た
め
の
足
場
を
固
め
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
」
と
す
る

(

�)

水
林
の
議
論
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の

で
あ
り
、「
清
明
心｣
＝｢
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
の
意
味
内
容
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
た
検
討
を
目
指
す
本
稿
の
課
題
と

の
か
か
わ
り
で
は
、
そ
の
全
体
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
余
裕
も
必
要
も
あ
る
ま
い
。

次
節
以
下
で
は
、
水
林
の
議
論
を
導
き
の
糸
と
し
な
が
ら
、
筆
者
な
り
の
仕
方
で
、「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ

コ
ロ
」
を
め
ぐ
る
『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
神
話
と
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
素
戔
嗚
神
話
と
の
比
較
を
試
み
、
そ
こ
か
ら
「
清

明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
の
意
味
内
容
の
検
討
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
な
お
本
稿
に
お
け
る
『
古

事
記
』
お
よ
び
『
日
本
書
紀
』
の
引
用
は
岩
波
書
店
刊
『
日
本
古
典
文
學
体
系
』
の
テ
ク
ス
ト
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
節

須
佐
之
男
（『

古
事
記』

）
と
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」

「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
な
う
以
上
、
そ
の
焦
点
が
高
天
原
に
お

け
る
須
佐
之
男
と
天
照
と
の
宇う

氣け

比ひ

の
場
面
に
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
神
野
志
、
水
林
の
指
摘
を
ま

つ
ま
で
も
な
く
、
で
き
る
か
ぎ
り
『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
の
物
語
の
展
開
に
即
し
て
、
須
佐
之
男
が
い
か
な
る
「
人
物
像
」
と
し

て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
須
佐
之
男
の
「
人
物
像
」
の
い
か
な
る
あ
り
方
に
つ
い
て
「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
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コ
コ
ロ
」
が
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
見
い
だ
さ
れ
て
い
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

結
論
を
先
取
り
し
て
い
え
ば
、『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
は

『

日
本
書
紀
（
本
文)

』
の
素
戔
嗚
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
に

一、
貫、
し、
て、
「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
を
象
徴
す
る
よ
う
な
「
人
物
像
」
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
実
は
そ
こ
に
は
「
複
雑
な
性
格
」
も
「
矛
盾
し
た
性
格
」
も
見
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
須
佐
之
男
の
生
成
の
場
面
か
ら
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。『
古
事
記
』
は
そ

れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
語
る
。
す
な
わ
ち
、

於
レ

是
洗
二

左
御
目
一

時
、
所
レ

成
�
名
、
天
照
大
御
�
。
次
洗
二

右
御
目
一

時
、
所
レ

成
�
名
、
月
讀
命
。
次
洗
二

御
鼻
一

時
、
所
レ

成

�
名
、
建
速
須
佐
之
男
命
。
…
…

此
時
伊
邪
那
伎
命
大
歡
喜
詔
、
吾
者
生
二

生
子
一

而
、
於
二

生
終
一

得
二

三
貴
子
一

、
即
其
御
頸
珠
之
玉
緒
母
由
良
邇
。
…
…
取
由
良

迦
志
而
、
賜
二

天
照
大
御
�
一

而
詔
之
、
汝
命
者
、
所
レ

知
二

高
天
原
一

矣
、
事
依
而
賜
也
。
故
、
其
御
頸
珠
名
、
謂
二

御
倉
板
擧
之

�
。
次
詔
二

月
讀
命
一

、
汝
命
者
、
所
レ

知
二

夜
之
食
國
一

矣
、
事
依
也
。
次
詔
二

建
速
須
佐
之
男
命
一

、
汝
命
者
、
所
レ

知
二

海
原
一

矣
、

事
依
也

(

�)

。

須
佐
之
男
は
い
う
ま
で
も
な
く
国
生
み
の
神
、
伊い

邪ざ

那な

岐き

の
禊

み
そ
ぎ
の
最
後
に
生
成
し
た
「
三
貴
子
」
の
う
ち
の
一
神
で
あ
る
。
伊
邪

那
岐
と
と
も
に
大
八
嶋
國
を
は
じ
め
と
す
る
島
々
と
数
多
く
の
神
々
を
生
ん
だ
伊い

邪ざ

那な

美み

は
火
神
・
迦か

具ぐ

土つ
ち

の
出
生
に
よ
っ
て
黄
泉

よ
み
の
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國く
に

へ
と
�
避

か
む
さ

り
し
た
。
そ
れ
を
追
っ
て
黄
泉
國
に
向
か
っ
た
も
の
の
、
醜
く
変
わ
り
は
て
た
伊
邪
那
美
の
姿
を
見
畏

み
か
し
こ

み
て
逃
げ
還
っ

た
伊
邪
那
岐
が
、
そ
の
穢
れ
を
禊
ぎ
祓
っ
た
時
、
数
多
く
の
神
々
が
生
成
し
、
そ
の
最
後
に
天
照
、
月
讀
、
須
佐
之
男
の
「
三
貴
子
」

が
成
っ
た
の
で
あ
る
。「
日
神
」
と
「
月
神
」
と
見
な
さ
れ
る
べ
き
天
照
、
月
讀
と
と
も
に
「
三
貴
子
」
に
列
せ
ら
れ
る
須
佐
之
男

が
日
や
月
に
対
応
す
る
何
を
象
徴
す
る
神
な
の
か
は
議
論
の
余
地
も
あ
ろ
う
が
、
一
応
は
「
須
佐
」
を
荒
れ
す
さ
ぶ
嵐
の
意
と
解
し
、

「
嵐
神
」
と
見
な
す
説

(

�)

を
採
っ
て
お
こ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
「
三
貴
子
」
の
う
ち
の
一
神
と
し
て
生
成
し
た
須
佐
之
男
は
、
大
歡
喜
し
た
伊
邪
那
岐
か
ら
「
海
原
」
を
知
ら
す

こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
「
海
原、
」
が
、
天
照
の
事
依
さ
せ
ら
れ
た
「
高
天
原、
」
や
「
葦
原

あ
し
は
ら
の

中
國

な
か
つ
く
に

」
の
「
葦
原、
」
と
対
応
す
る

も
の
で
あ
っ
て
、『
古
事
記
』
は
「『
高
天
原』

、『
海
原』

、『
葦
原
（
中
国)

』
の
三
つ
の
神
話
的
世
界
を
、
意
識
的
に
『
原
』
と
い

う
共
通
の
言
葉
で
表
現
し
よ
う
」
と
し
て
お
り

(

�)

、「『

高
天
原
』
と
『
海
原
』
と
を
対
等
の
世
界
と
み
な
そ
う
と
す
る
志
向
が
顕
著
」

な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
水
林
の
議
論

(

�)
を
受
け
容
れ
る
と
す
れ
ば
、
伊
邪
那
岐
の
事
依
さ
せ
は
ま
さ
に
天
照
と
須
佐
之
男
と
を
対
等

に
扱
っ
た
も
の
と
解
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
『
古
事
記
』
に
お
け
る
須
佐
之
男
は
、
こ
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
生
成

し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
須
佐
之
男
は
、
伊
邪
那
岐
に
命
じ
ら
れ
た
「
海
原
」
の
統
治
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
ひ
た
す
ら
に
泣
き
暮
ら

す
。
す
な
わ
ち
、

故
、
各
隨
二

依
賜
之
命
一

、
所
レ

知
看
之
中
、
速
須
佐
之
男
命
、
不
レ

治
二

所
レ

命
之
國
一

而
、
八
拳
須
至
二

于
心
前
一

、
啼
伊
佐
知
伎

也
。
…
…
其
泣
状
者
、
青
山
如
二

枯
山
一

泣
枯
、
河
海
者
悉
泣
乾
。
是
以
惡
�
之
音
、
如
二

狹
蝿
一

皆
滿
、
萬
物
之
妖
悉
發
。
故
、
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伊
邪
那
岐
大
御
�
、
詔
二

速
須
佐
之
男
命
一

、
何
由
以
、
汝
不
レ

治
下

所
二

事
依
一

之
國
上

而
、
哭
伊
佐
知
流
。
爾
答
白
、
僕
者
欲
レ

罷
二

妣
國
根
之
堅
州
國
一

。
故
哭
。
爾
伊
邪
那
岐
大
御
�
大
忿
怒
詔
、
然
者
汝
不
レ

可
住
二

此
國
一

、
乃
�
夜
良
比
爾
夜
良
比
賜
也
。

…
…
故
、
其
伊
邪
那
岐
大
�
者
、
坐
二

淡
海
之
多
賀
一

也

(

�)

。

八
拳
須

や
つ
か
ひ
げ

が
心む

ね

の
前さ

き

に
至
る
ま
で
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
須
佐
之
男
は
大
人
に
な
っ
て
も
い
ま
だ
子
供
の
ご
と
く
声
を
あ
げ
て
泣

き
つ
づ
け
る
神
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
理
由
は
、
す
で
に
須
佐
之
男
の
化
成
す
る
以
前
に
神
避
り
て
「
根ね

之の

堅か
た

州す

國く
に｣ (

�)

に

在
る
亡
き
母
・
伊
佐
那
美
を
恋
い
慕
い
、
母
の
国
に
行
く
こ
と
を
望
ん
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男

は
何
よ
り
も
ま
ず
亡、
き、
母、
を、
恋、
い、
慕、
い、
、
髭
を
た
く
わ
え
た
大
人
と
な
っ
て
も
い
ま
だ
子、
供、
の、
よ、
う、
に、
泣、
き、
つ、
づ、
け、
る、
神、
と
し
て
描

か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
「
三
貴
子
」
の
う
ち
の
一
神
と
し
て
、「
建
速
」
と
形
容
さ
れ
る
須
佐
之
男
が
泣
き
啼
く
こ
と
は
、
重
大
な
結
果
を
も
た

ら
さ
ず
に
は
お
か
な
い
。
す
な
わ
ち
青
山
は
枯
山
の
ご
と
く
泣
き
枯
れ
、
河
も
海
も
こ
と
ご
と
く
泣
き
乾
す
と
い
う
巨
大
な
災、
厄、
を

惹
起
し
、
さ
ら
に
そ、
の、
結、
果、
と
し
て
「
惡
�
」
ど
も
が
蠢
き
だ
し
て
、
そ
の
声
が
狹さ

蝿ば
え

の
ご
と
く
満
ち
充
ち
、
あ
ら
ゆ
る
「
妖
わ
ざ
は
い」
が

お
こ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
青
山
が
枯
れ
、
河
海
を
乾
す
と
は
、「
海
原
」
を
知
ら
す
べ
き
と
さ
れ
た
須
佐
之
男
が

「
水
」
を
つ
か
さ
ど
る
神
と
見
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
須
佐
之
男
自
身
が
「
惡
�
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な、
く、
、
須
佐
之
男
の
泣
き
啼
く
こ
と
が
、
亡
き
母

を
恋
い
慕
う
と
い
う
そ
の
「
純
粋
な
心
情
」
に
よ
る
動、
機、
と
は
か
か
わ
り
な
く
、
結、
果、
と、
し、
て、
「
惡
�
」
を
蠢
き
だ
さ
せ
る
の
だ
と

描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
水
林
も
指
摘
す
る
よ
う
に

(

�)

「
是
以
惡
�
之
音
、
如
二

狹
蝿
一

皆
滿
、
萬
物
之
妖
悉
發
」
と
い
う
表
現
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は
、
天
照
が
「
天
石
屋
戸
」
に
籠
も
っ
た
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
巨
大
な
災
厄
に
対
し
て
、「
高
天
原
」
も
「
葦
原
中
國
」
も
闇
に
お

お
わ
れ
、「
於
レ

是
萬
�
之
聲
者
、
狹
蝿
那
須
…
…
滿
、
萬
妖
悉
發

(

�)

」
と
い
う
そ
れ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
な
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
の
天
照
自
身
が
「
惡
�
」
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
あ
え
て
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

須
佐
之
男
が
泣
き
啼
け
ば
、
天
照
が
「
天
石
屋
戸
」
に
籠
も
っ
た
の
と
同
様
な
巨
大
な
災
厄
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、

須
佐
之
男
が
「
惡
�
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
天
照
と
同
様
に
「
三
貴
子
」
と
し
て

｢

日
」
を
つ
か
さ
ど
る
も
の
と
、「
水
」

を
つ
か
さ
ど
る
も
の
と
し
て
の

巨
大
な
力
を
有
し
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
須
佐
之
男
は
た
だ
亡
き
母
を
恋
い
慕
っ
て
、

泣
き
啼
い
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
須
佐
之
男
に
対
し
て
父
神
・
伊
邪
那
岐
は
忿
怒
し
て
、「
汝
は
こ
の
国
に
住
む
べ
か
ら
ず
」
と
し
て
、「
�
夜
良
比
爾
夜

良
比
賜
」
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
�

か
む

夜や

良ら

比ひ

」
は
「
神
遣
ら
い
」
と
み
な
す
べ
き
な
の
で
あ
り
、『
日
本
書
紀
』
の
「
�

か
む

逐
は
ら
ひ
」
と
は

異
な
っ
て
、
追、
放、
を、
意、
味、
し、
な、
い、
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
水
林
の
「『

神
夜
良
比
』
と
『
神
逐』｣

ス
サ
ノ
ヲ
神
話
の
記

紀
比
較
研
究

」
の
主
題
に
ほ
か
な
ら
な
い

(
�)
の
で
あ
る
が
、
筆
者
と
し
て
は
「
�
夜
良
比
」
が
通
説
の
通
り
に
追
放
を
意
味
し
て

い
た
と
し
て
も
特
に
不
都
合
は
感
じ
な
い
。

問
題
な
の
は
、
結
果
的
に
こ
の
「
�
夜
良
比
」
に
よ
っ
て
、
須
佐
之
男
が
亡
き
母
の
国
・｢

根
之
堅
州
國
」
に
お
も
む
く
こ
と
を

許、
さ、
れ、
た、
の
だ
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
伊
邪
那
岐
が
そ
の
「
事
依
」
に
従
わ
ず
、
亡
き
母
を
恋
い
慕
っ
て
泣
き
啼
く
こ
と

で
、
結
果
的
に
災
厄
を
も
た
ら
す
須
佐
之
男
に
手
を
焼
き
、
そ
の
願
い
を
か
な
え
る
か
た
ち
で
「
�
夜
良
比
」
し
た
と
見
な
さ
れ
る

べ
き
な
の
だ
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
念
願
か
な
っ
た
須
佐
之
男
は
、
喜
び
勇
ん
で
天
照
の
も
と
に
暇
乞
い
に
向
か
っ
た
の
で
あ

る
。
本
稿
の
検
討
の
主
要
な
対
象
た
る
「
宇
氣
比
」
の
場
面
は
、
こ
う
し
て
訪
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
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故
於
レ

是
速
須
佐
之
男
命
言
、
然
者
請
二

天
照
大
御
�
一

將
レ

罷
、
乃
參
二

上
天
一

時
、
山
川
悉
動
、
國
土
皆
震
。
爾
天
照
大
御
�
聞

驚
而
詔
、
我
那
勢
命
之
上
來
由
者
、
必
不
善
心
。
欲
レ

奪
二

我
國
一

耳
。
即
解
二

御
髮
一

、
纒
二

御
美
豆
羅
一

而
、
…
…
伊
都
之
男
建

蹈
建
而
待
問
、
何
故
上
來
。
爾
速
須
佐
之
男
命
答
白
、
僕
者
無
二

邪
心
一

。
唯
大
御
�
之
命
以
、
問
二

賜
僕
之
哭
伊
佐
知
流
之
事
一

。

故
、
白
都
良
久
、
…
…
僕
欲
レ

往
二

妣
國
一

以
哭
。
爾
大
御
�
詔
、
汝
者
不
レ

可
レ

在
二

此
國
一

而
、
�
夜
良
比
夜
良
比
賜
。
故
、
以
下

爲
請
中

將
二

罷
往
一

之
状
上

參
上
耳
。
無
二

異
心
一

。
爾
天
照
大
御
�
詔
、
然
者
汝
心
之
�
明
、
何
以
知
。
於
レ

是
速
須
佐
之
男
命
答

白
、
各
宇
氣
比
而
、
生
レ

子

(

�)

。

「
神
夜
良
比
」
さ
れ
た
須
佐
之
男
は
、
天
照
に
暇
乞
い
す
る
た
め
に
「
高
天
原
」
に
参
上
す
る
の
だ
が
、
そ
の
さ
ま
は
「
山
川
悉

動
、
國
土
皆
震
」
と
い
う
す
さ
ま
じ
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
須
佐
之
男
の
も
つ
力
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
巨
大
さ
を
示
す
も
の
で
は

あ
っ
て
も
、
そ
の
「
悪
意
」
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
天
照
は
須
佐
之
男
の
「
不
善
心
」
を
疑
い
、「
高
天
原
」
を
奪

い
に
来
た
に
違
い
な
い
と
考
え
て
武
装
し
、
威
勢
よ
く
雄
叫
び
を
上
げ
足
を
踏
み
鳴
ら
し
て
待
ち
受
け
る

(

�)

。「
な
ぜ
『
高
天
原
』
に

上
ぼ
っ
て
来
た
の
か
」
と
の
天
照
の
問
い
に
、
須
佐
之
男
は
素
直
に
事
情
を
説
明
し
、「
異
心
な
し
」
と
答
え
る
が
、
疑
念
を
解
か

な
い
天
照
は
「
汝
の
心
の
�
く
明
か
き
は
何

い
か
に

し
て
知
ら
む
」
と
さ
ら
に
問
い
、
い
よ
い
よ
宇
氣
比
と
い
う
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、
須
佐
之
男
は
亡
き
母
・
伊
邪
那
美
の
在
る
国
、「
根
之
堅
州
國
」
に
行
き
た
い
だ
け
な
の
で
あ
っ
て
、「
高

天
原
」
を
奪
う
と
い
う
よ
う
な
「
異
心
」
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
須
佐
之
男
の
「
清
明
心
」
と
は
亡
き
母
を
恋
い
慕
う
の
み

の
心
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
物
實
」
か
ら
子
を
生
む
と
い
う
宇
氣
比
の
結
果
は
、
天
照
の
「
物
實
」
か
ら

五
柱
の
男
子
、
須
佐
之
男
の
「
物
實
」
か
ら
三
柱
の
女
子
が
成
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
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於
レ

是
天
照
大
御
�
、
告
二

速
須
佐
之
男
命
一

、
是
後
所
レ

生
五
柱
男
子
者
、
物
實
因
二

我
物
一

所
レ

成
。
故
、
自
吾
子
也
。
先
所
レ

生

之
三
柱
女
子
者
。
物
實
因
二

汝
物
一

所
レ

成
。
故
、
乃
汝
子
也
。
如
レ

此
詔
別
也
。
…
…
爾
速
須
佐
之
男
命
、
白
二

于
天
照
大
御
�
一

、

我
心
�
明
。
故
、
我
所
レ

生
之
子
、
得
二

手
弱
女
一

。
因
レ

此
言
者
、
自
我
勝
云
而
、
於
二

勝
佐
備
一

、
…
…

(

�)

。

五
柱
の
男
子
に
は
、
の
ち
に
「
葦
原
中
國
」
に
天
孫
と
し
て
降
臨
す
る
こ
と
と
な
る
番ほ

能の

邇に

邇に

藝ぎ

の
父
・
正ま

さ

勝か
つ

吾あ

勝か
つ

勝か
つ

速は
や

日ひ

天あ
め

之の

忍お
し

穂ほ

耳み
み

が
含
ま
れ
る
以
上
、
こ
の
男
子
が
天
照
の
子
で
あ
る
こ
と
は
動
か
せ
ま
い
。
天
之
忍
穂
耳
に
加
え
ら
れ
た
「
正
勝
吾
勝
」
と

い
う
呼、
称、
か、
ら、
見、
て、
、『
日
本
書
紀
』
本
文
と
同、
様、
に、
天
照
が
宇
氣
比
に
勝
っ
た
の
だ
と
い
う
解
釈
も
成
り
立
と
う
が
、『
古
事
記
』

の
テ
ク
ス
ト
は
須
佐
之
男
の
「
我
心
�
明
。
故
、
我
所
レ

生
之
子
、
得
二

手
弱
女
一

。
因
レ

此
言
者
、
自
我
勝
」
と
い
う
宣
言
を
い
さ
さ

か
も
否
定
し
て
い
な
い
。『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
は
三
柱
の
女
子
を
生
ん
で
宇
氣
比
に
勝
ち
、
そ
の
心
の
「
清
き
明
か
き
」
こ
と

が
証
明
さ
れ
た
の
だ
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

亡
き
母
を
ひ
た
す
ら
恋
い
慕
い
、「
妣
國
」
で
あ
る
「
根
之
堅
州
國
」
に
行
く
こ
と
を
欲
し
た
須
佐
之
男
の
「
清
き
明
か
き
心
」

が
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の

｢

高
天
原
」
を
奪
お
う
と
欲
す
る
よ
う
な

｢

異
心
」
が
な
い
こ
と
が
証
さ
れ
た
の

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
和
辻
等
の
よ
う
に
須
佐
之
男
の
「
清
明
心
」
に
、
天
照
へ
の

あ
る
い
は
天
照
が
統
治
す
る

「
高
天
原
」
へ
の

無、
私、
の、
忠、
誠、
心、
を
見
い
だ
す
こ
と
に
は
、
あ
ま
り
に
も
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
「
勝
佐
備
」
し
た
須
佐
之
男
が
、
そ
の
勝
っ
た
喜
び
に
ま
か
せ
て
「
高
天
原
」
と
天
照
に
対
し
て
働
い
た
乱
暴
狼
藉
に
つ
い

て
は
あ
え
て
語
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
も
っ
と
も
泣
く
だ
け
で
青
山
を
枯
ら
し
、
河
海
を
乾
し
、
動
け
ば
「
山
川
悉
動
、
國
土
皆
震
」

す
る
須
佐
之
男
の
力
の
す
さ
ま
じ
さ
は
、
当
然
の
ご
と
く
「
高
天
原
」
に
壮
絶
な
破
壊
を
も
た
ら
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
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し
か
し
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
須
佐
之
男
に
よ
る
破
壊
に
対
し
て
、
天
照
が
そ
れ
を
咎、
め、
よ、
う、
と、
し、
な、
い、
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、

故
、
雖
二

然
爲
一

、
天
照
大
御
�
者
、
登
賀
米
受
而
告
、
如
レ

屎
、
醉
而
吐
散
登
許
曾
…
…
。
我
那
勢
之
命
、
爲
レ

如
レ

此
。
又
離
二

田
之
阿
一

、
埋
レ

溝
者
、
地
矣
阿
多
良
斯
登
許
曾
…
…
。
我
那
勢
之
命
、
爲
レ

如
レ

此
登
…
…
。
詔
雖
レ

直
、
猶
其
惡
態
不
レ

止
而
轉

(

�)

。

『
古
事
記
』
が
こ
う
し
て
、
天
照
が
須
佐
之
男
の
「
勝
佐
備
」
た
が
故
の
乱
暴
狼
藉
を
「
登
賀
米
」
な
か
っ
た
と
明
確
に
記
し
て

い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
宇
氣
比
に
勝
っ
て
無
邪
気
に
喜
び
を
爆
発
さ
せ
る
須
佐
之
男
に
対
し
て
、
む
し
ろ
そ
の
「
清

き
明
か
き
心
」
を
疑
っ
た
天
照
の
方
が
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
、
そ
の
無
邪
気
な
乱
暴
狼
藉
を
咎
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

須
佐
之
男
の
心
情
の
純
粋
性
、
亡
き
母
を
恋
い
慕
う
動
機
の
純
粋
さ
と
、
無
邪
気
な
勝
利
の
喜
び
の
発
露

｢

清
き
明
か
き
心｣

の
前
に
は
、「
高
天
原
」
に
お
け
る
甚
大
な
破
壊
と
い
う
結
果
は
咎
め
得
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
純
粋
性
を
疑
っ
た
も
の
が
自
ら

の
不
明
を
恥
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
構
図
が
、
こ
の
「
登
賀
米
受
」
と
い
う
言
葉
か
ら
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
よ
う
に
も

思
わ
れ
る
。

し
か
し
須
佐
之
男
の
「
惡
態
」
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
つ
い
に
天
服
織
女
の
死
を
招
く
。
そ
れ
を
見
畏
み
た
天
照
が
「
天
石

屋
戸
」
に
さ
し
籠
っ
て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え
に
「
高
天
原
」
と
「
葦
原
中
國
」
は
闇
に
閉
ざ
さ
れ
、「
於
レ

是
萬
�
之
聲
者
、
狹
蝿
那
須

…
…
滿
、
萬
妖
悉
發
」
こ
と
と
な
っ
た
の
は
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
後
、
あ
ま
り
に
有
名
な
「
天
石
屋
戸
」
を
め
ぐ
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る
物
語
が
展
開
し
、
天
宇
受
賣

あ
め
の
う
ず
め

や
天
手
力
男

あ
め
の
た
ぢ
か
ら
お

ら
の
活
躍
に
よ
っ
て
、
天
照
が
「
天
石
屋
戸
」
か
ら
引
き
だ
さ
れ
、「
高
天
原
」
と

「
葦
原
中
國
」
は
闇
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
出
来
事
の
結
果
と
し
て
、
須
佐
之
男
は
あ
ら
た
め
て
「
�
夜
良
比
」
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

於
レ

是
八
百
萬
�
共
議
而
、
於
二

速
須
佐
之
男
命
一

、
負
二

千
位
置
戸
一

、
亦
切
レ

鬚
及
手
足
爪
令
レ

拔
而
、
�
夜
良
比
夜
良
比
岐

(

�)

。

千
位
の
置
戸
を
負
わ
せ
、
鬚
を
切
り
手
足
の
爪
を
抜
か
し
め
る
と
い
う
八
百
萬
の
神
々
の
行
為
が
、
須
佐
之
男
が
も
た
ら
し
た

「
災
厄
」
や
「
穢
」
の
祓
い
を
意
味
す
る
の
か
、
須
佐
之
男
の
「
罪
」
に
対
す
る
刑
罰
を
意
味
す
る
の
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

ま
さ
に
こ
こ
に
丸
山
の
指
摘
し
た
「
災
厄
観
」
と
「
罪
悪
観
」
と
の
重
畳
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
疑
う
べ
く
も
な
い
。

し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
須
佐
之
男
は
、
ふ
た
た
び
あ
ら
た
め
て
「
�
夜
良
比
」
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
向
か
う
先
は
、
当
初
か
ら
の

須
佐
之
男
の
念
願
通
り
に
、
亡
き
母
・
伊
邪
那
美
が
在
る
と
さ
れ
る
「
根
之
堅
州
國
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
途
上
、
出
雲
國
に
お
い
て
「
八
俣
遠
呂
智

や
ま
た
の
お
ろ
ち

」
を
退
治
し
、
大
國
主

お
お
く
に
ぬ
し

へ
と
連
な
る
子
孫
を
遺
し
た
須
佐
之
男
が
最
終
的
に
は
「
根

之
堅
州
國
」
に
向
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
大
國
主
を
め
ぐ
る
物
語
を
見
れ
ば
疑
う
べ
く
も
な
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
『
古
事
記
』

の
須
佐
之
男
は
、
母
を
恋
い
慕
い
泣
き
啼
い
た
そ
の
純
粋
な
心
情
に
も
と
づ
く
念
願
を
最
終
的
に
は
か
な
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
こ
で
も
「
�
夜
良
比
」
は

た
と
え
通
説
の
ご
と
く
追
放
を
意
味
す
る
と
し
て
も

須
佐
之
男
の
願
い
に
そ
っ
た
も
の
に
ほ

か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
古
事
記
』
の
語
る
須
佐
之
男
と
は
、
こ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
お
け
る
「
清
き
明
か
き
心
」
と
は
、
こ
の
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よ
う
な
須
佐
之
男
の
心
の
あ
り
方
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
丸
山
が
倫
理
的
価
値
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
に
つ

い
て
語
っ
た
「
生
誕
直
後
の
赤
子
は
『
な
り
ゆ
く
』
霊ひ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
が
最
大
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア

カ
キ
コ
コ
ロ
と
い
う
…
…
、
倫
理
的
価
値
意
識
の
古
層
か
ら
み
て
も
、
も
っ
と
も
純
粋
な
無
垢
性
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(

�)

」

と
い
う
一
節
は
、
こ
の
よ
う
な
須
佐
之
男
の
「
清
き
明
か
き
心
」
に
即
し
て
こ
そ
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

第
三
節
素
戔
嗚
（『
日
本
書
紀
（
本
文)』

）
と
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」

『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
に
お
け
る
素
戔
嗚
の
物
語
は
、
前
節
に
お
い
て
見
た
『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
と
は
ま
っ
た
く
異
質
な

も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
貫
し
て
「
清
き
明
か
き
心
」
の
持
ち
主
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
須
佐
之
男
と
は
対、
照、
的、
に
、

一
貫
し
て
「
悪
神
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
と
さ
え
い
え
よ
う
。

本
節
で
は
、
前
節
で
見
た
須
佐
之
男
と
の
異
同
に
注
目
し
つ
つ
、『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
描
く
素
戔
嗚
の
物
語
を
テ
ク
ス
ト

に
即
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
は
そ
の
誕
生
か
ら
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

次
生
レ

海
。
次
生
レ

川
。
次
生
レ

山
。
…
…
既
而
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
、
共
議
曰
、
吾
已
二

生
大
八
洲
國
及
山
川
草
木
一

。
何
不
レ

生
二

天
下
之
主
者
一

歟
。
於
是
、
共
生
二

日
�
一

。
號
二

大
日
�
貴
一

。
…
…
此
子
光
華
明
彩
、
照
二

徹
於
六
合
之
内
一

。
故
二
�
喜
曰
、

吾
息
雖
レ

多
、
未
レ

有
二

若
此
靈
異
之
兒
一

。
不
レ

宜
三

久
留
二

此
國
一

。
自
當
下

早
送
二

于
天
一

、
而
授
以
中

天
上
之
事
上

。
是
時
、
天
地

相
去
未
レ

遠
。
故
以
二

天
柱
一

、
擧
二

於
天
上
一

也
。
次
生
二

月
�
一

。
…
…
其
光
彩
亞
レ

日
。
可
二

以
配
レ

日
而
治
一

。
故
亦
送
二

之
于

天
一

。
次
生
二

蛭
兒
一

。
雖
二

已
三
歳
一

、
脚
猶
不
レ

立
。
故
載
二

之
於
天
磐�
樟
船
一

、
而
順
レ

風
放
棄
。
次
生
二

素
戔
鳴
尊

(

�)

一

。
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『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
素
戔
鳴
は
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
二
神
が
「
大
八
洲
國
」
と
「
山
川
草
木
」
に
続
い
て
生
ん
だ
神
々

の
う
ち
の
一
神
と
し
て
誕
生
し
た
。『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
と
違
い
母
・
伊
弉
冉
は
死
ん
で
な
ど
い
な
い
。「
大
八
洲
國
」
も
「
山

川
草
木
」
も
、
と
も
に
生
れ
た
「
日
�
」(

＝
大
日
�
貴
）
も
「
月
�
」
も
、
み
な
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
二
神
の
性
交
渉
の
結
果
生

ま
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
素
戔
鳴
は
、『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
の
よ
う
に
天
照
・
月
讀
と
な
ら
ぶ
「
三
貴
子
」
の
う
ち
の
一
神

で
も
な
い
。「
日
�
」(

＝
大
日
�
貴
）
と
「
月
�｣

、
三
歳
に
な
っ
て
も
脚
が
立
た
ず
「
天
磐�

樟
船
」
に
載
せ
て
流
し
棄
て
ら
れ

た
「
蛭
兒
」
と
と
も
に
生
れ
た
四
神
の
う
ち
の
一
神
で
あ
り
、
む
し
ろ
「
蛭
兒
」
と
対
に
な
っ
た
神
と
さ
え
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し

れ
な
い
。

と
も
あ
れ
素
戔
鳴
の
誕
生
は
、『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
の
生
成
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
も
っ
と
も
素
戔
鳴
も
ま
た
、
須
佐
之
男
と
同
様
に
哭
泣
す
る
神
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、

此
�
、
有
二

勇
悍
以
安
忍
一

。
且
常
以
二

哭
泣
一

為
レ

行
。
故
令
二

國
内
人
民
、
多
以
夭
折
。
復
使
青
山
變
レ

枯
。
故
其
父
母
二

�
、

勅
二

素
戔
鳴
尊
一

、
汝
甚
無
道
。
不
レ

可
三

以
君
二

臨
宇
宙
一

。
固
當
遠
適
二

之
於
根
國
一

矣
、
遂
逐
之

(

�)

。

た
し
か
に
素
戔
鳴
も
ま
た
哭
泣
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
の
よ
う
に
亡
き
母
を
恋
い
慕
っ
て
泣
き
啼
く
の

で
は
な
い
。
母
・
伊
弉
冉
は
そ
こ
に
居
る
か
ら
で
あ
る
。
素
戔
鳴
が
哭
泣
す
れ
ば
、
人
民
は
夭
折
し
、
青
山
は
枯
れ
る
。
素
戔
鳴
の

哭
泣
す
る
声
は
直
接
に
多
大
な
災
厄
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
で
は
何
故
に
素
戔
鳴
は
哭
泣
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
素
戔
鳴

に
「
安
忍

い
ぶ
り

な
る
こ
と
有
り
」
と
さ
れ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
安
忍
」
と
は
残
忍
な
こ
と
を
し
て
も
平
気
で
あ
る
様
を
い
う
と
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さ
れ
る

(

�)

。

素
戔
鳴
は
自
ら
の
哭
泣
す
る
声
が
、
人
民
を
夭
折
せ
し
め
、
青
山
を
枯
れ
さ
せ
る
と
い
っ
た
災
厄
を
も
た
ら
す
こ
と
を
承
知
の
上

で
、
常
に
哭
泣
す
る
こ
と
を
以
て
行わ

ざ

と
な
す
と
い
う
「
安
忍
」
な
る
存
在
と
し
て
こ
そ
描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ

る
が
故
に
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
二
神
は
「
汝

い
ま
し
、
甚

は
な
は
だ
無
道

あ
づ
き
な

し
」
と
し
て
、
素
戔
鳴
を
遠
く
「
根
國

ね
の
く
に

」
へ
と
ま
さ
に
追、
放、
す、
る、
の
で

あ
る
。

『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
は
、
亡
き
母
を
恋
い
慕
っ
て
泣
き
啼
き
、
念
願
が
か
な
う
か
た
ち
で
「
妣
國
」
た
る
「
根
之
堅
州
國
」

へ
と
「
�
夜
良
比
」
さ
れ
る
の
だ
が
、『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
素
戔
鳴
は
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
二
神
に
よ
っ
て
、「
根
國
」
へ

と
放
逐
さ
れ
る
の
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
素
戔
鳴
は
、
こ
う
し
て
「
安
忍
」
に
し
て
「
無
道
」
な
る
悪
神
と
し
て
こ

そ
登
場
し
、
問
題
と
な
る
べ
き
天
照
と
の
誓
約
の
場
へ
と
向
か
う
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

始
素
戔
鳴
尊
、
昇
レ

天
之
時
、
溟
渤
以
之
鼓
盪
、
山
岳
爲
之
鳴�

。
此
則
�
性
雄
健
使
二

之
然
一

也
。
天
照
大
�
、
素
知
二

其
�
暴

惡
一

、
至
レ

聞
二

來
詣
之
状
一

、
乃
勃
然
而
驚
曰
、
吾
弟
之
來
、
豈
以
二

善
意
一

乎
。
謂
當
有
二

奪
國
之
志
一

歟
。
…
…
乃
結
レ

髪
爲
髻
、

縛
レ

裳
爲
レ

袴
、
…
…
奮
二

稜
威
之
雄
詰
一

、
…
…
發
二

稜
威
之
嘖
譲
一

、
…
…
而
径
詰
問
焉
。
素
戔
鳴
尊
對
曰
、
吾
元
無
二

�
心
一

。

父
母
已
有
二

嚴
勅
一

、
將
三

永
就
二

乎
根
國
一

。
如
不
二

與
姉
相
見
一

、
吾
何
能
敢
去
。
是
以
、
跋
二

渉
雲
霧
一

、
遠
自
來
參
。
不
レ

意
、

阿
姉
翻
起
嚴
顔
。
于
時
、
天
照
大
�
復
問
曰
、
若
然
者
、
將
何
以
明
二

爾
之
赤
心
一

也
。
對
曰
、
請
與
レ

姉
共
誓
。
夫
誓
約
之
中
、

…
…
必
當
レ

生
レ

子
。
如
吾
所
生
、
是
女
者
、
則
可
以
三

爲
有
二

濁
心
一

。
若
是
男
者
、
則
可
以
三

爲
有
二

�
心

(

�)

一

。
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素
戔
鳴
は
天
照
に
暇
乞
い
す
る
と
い
っ
て
、
海
を
鼓

と
ど
ろ

き
盪

た
だ
よ

わ
し
め
、
山
を
鳴
り�

ほ

え
せ
し
め
つ
つ
高
天
原
へ
と
向
か
う
。
天
照
は

も
と
よ
り
素
戔
鳴
の
「
暴
惡
」
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
「
奪
國
之
志
」
を
疑
っ
て
、
武
装
し
て
待
ち
受
け
る
。
天
照
の
詰
問
に
対
し
、

素
戔
鳴
は
「
吾

や
つ
か
れ
は
元

は
じ
め
よ

�
り
き
た
な

き
心
無
し
」
と
応
え
る
が
、
天
照
は
さ
ら
に
「
何
を
以
て
か
爾

い
ま
し
が
赤き

よ

き
心
を
明
さ
む
」
と
問
い
つ
め

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
素
戔
鳴
は
誓
約

う
け
ひ

す
る
こ
と
を
請
い
、
生
れ
た
子
が
女
で
あ
れ
ば
「
濁

き
た
な
き
心
」
あ
る
と
以
爲

お
も
ほ

せ
、
生
れ
た
子
が

男
で
あ
れ
ば
「
�
き
心
」
あ
る
と
以
爲
せ
と
明
確
に
約
し
た
う
え
で
、
誓
約
に
臨
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
誓
約
の
結
果
は
、
素

戔
鳴
の
明
ら
か
な
負
け
で
あ
り
、
そ
の
「
�
心
」｢

濁
心
」
は
白
日
の
下
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

是
時
、
天
照
大
�
勅
曰
、
原
二

其
物
根
一

、
則
八
坂
瓊
之
五
百
箇
御
統
者
、
是
吾
物
也
。
故
彼
五
男
�
、
悉
是
吾
兒
、
乃
取
而
子

養
焉
。
又
勅
曰
、
其
十
握
劒
者
、
是
素
戔
鳴
尊
物
也
。
故
此
三
女
�
、
悉
是
爾
兒
、
便
授
二

之
素
戔
鳴
尊

(

�)

一

。

天
照
の
物
根
も
の
ざ
ね

か
ら
生
ま
れ
た
の
は
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
を
は
じ
め
と
す
る
五
柱
の
男
神
で
あ
り
、
素
戔
鳴
の
物
根
か
ら
生

れ
た
の
は
市
杵
嶋
姫
を
は
じ
め
と
す
る
三
柱
の
女
神
で
あ
っ
た
。『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
と
は
対
照
的
に
、
彼
自
身
が
約
し
た
条

件
に
則
っ
て
、
素
戔
鳴
の
「
�
心
」｢

濁
心
」
こ
そ
が
明
白
に
証
し
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

さ
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
後
の
素
戔
鳴
の
乱
暴
狼
藉
は
「
甚

は
な
は
だ
無
状

あ
づ
き
な

し
」
と
い
う
ほ
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

是
後
、
素
戔
鳴
尊
之
為
行
也
、
甚
無
状
。
何
則
天
照
大
�
、
以
二

天
狭
田
・
長
田
爲
御
田
一

。
…
…
又
見
下

天
照
大
�
、
方
織
二

�

衣
一

、
居
中

齋
服
殿
上

、
則
剥
二

天
斑
駒
一

、
穿
二

殿
甍
一

而
投
納
。
是
時
、
天
照
大
�
驚
動
、
以
レ

梭
傷
レ

身
。
由
レ

此
、
發
慍
、
乃
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入
二

于
天
石
窟
一

、
閉
二

磐
戸
一

而
幽
居
焉

(

�)

。

『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
素
戔
鳴
は
、
天
照
の
「
齋
服
殿
」
の
屋
根
か
ら
逆
剥
ぎ
に
剥
い
だ
「
天
斑
駒
」
を
投
げ
入
れ
る
と
い

う
狼
藉
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
天
照
自
身
の
身
に
傷
を
負
わ
せ
、「
發い

慍か

」
ら
せ
て
し
ま
う
。
天
照
の
「
天
石
窟
」
へ
の
幽
居
は
こ

う
し
て
惹
起
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
天
照
が
梭か

び

に
よ
っ
て
傷
を
負
い
、「
天
石
窟
」
へ
幽、
居、
す
る
と
い
う
こ
の
く
だ
り
は
、
あ
た
か

も
天
照
の
死、
を
暗
示
さ
え
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
こ
こ
で
の
素
戔
鳴
は
姉、
殺、
し、
の
罪
を
犯
し
た
の
だ
と
さ
え
読
み
得

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
天
石
窟
」
へ
幽
居
し
た
天
照
を
め
ぐ
る
思
兼
、
手
力
雄
、
天
兒
屋
、
太
玉
、
天
鈿
女
ら
の
神
々
の
活
躍
の
物
語
に
つ
い
て
は
こ

こ
で
は
触
れ
る
い
と
ま
は
な
い
。
と
も
あ
れ
天
照
の
復
活
を
へ
て
、
素
戔
鳴
は
そ
の
罪
を
贖

あ
が
な
わ
さ
れ
、
つ
い
に
ふ
た
た
び
放
逐
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

然
後
、
諸
�
帰
二

罪
過
於
素
戔
鳴
尊
一

、
而
科
之
以
二

千
座
置
戸
一

、
遂
促
徴
矣
。
至
レ

使
三

抜
レ

髪
、
以
贖
二

其
罪
一

。
亦
曰
、
抜
二

其

手
足
之
爪
一

贖
之
。
已
而
竟
逐
降
焉

(

�)

。

す
で
に
見
た
よ
う
に
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、
千
位
の
置
戸
を
負
わ
せ
、
鬚
を
切
り
手
足
の
爪
を
抜
か
し
め
る
と
い
う
八
百
萬

の
神
々
の
行
為
が
、
須
佐
之
男
が
も
た
ら
し
た
「
災
厄
」
や
「
穢
」
の
祓
い
を
意
味
す
る
の
か
、
須
佐
之
男
の
「
罪
」
に
対
す
る
刑

罰
を
意
味
す
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
丸
山
眞
男
の
い
う
よ
う
な
「
災
厄
観
」
と
「
罪
悪
観
」
と
の
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重
畳
が
見
ら
れ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
素
戔
鳴
に
対
す
る
諸

神
の
措
置
は
、
明
ら
か
に
素
戔
鳴
に
罪、
の、
贖、
い、
を
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
か
く
し
て
素
戔
鳴
は
「
根
國
」
へ
と
放
逐

さ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
素
戔
鳴
は
こ
う
し
て
一
貫
し
て
「
安
忍
」｢

無
道
」｢

暴
惡
」｢

無
状
」
な
悪
神
な
の
で
あ
り
、

こ
う
し
た
「
安
忍
」｢

無
道
」｢

暴
惡
」｢

無
状
」
を
こ
そ
、「
�
心
」｢

濁
心
」
と
見
な
さ
れ
る
存
在
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

り
、
い
い
か
え
れ
ば
、「
�
心
」｢

赤
心
」
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
な
存
在
と
し
て
こ
そ
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
四
節
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
（
本
文)

』
の
異
同
の
意
義

『
古
事
記
』
に
お
け
る
須
佐
之
男
と
『
日
本
書
紀
（
本
文)

』
の
素
戔
嗚
を
め
ぐ
る
物
語
は
、
こ
の
よ
う
に
大
き
く
異
な
る
も
の

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
「
人
物
像
」
は
対
照
的
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
対
照

性
は
ま
さ
に
、
本
稿
が
問
題
と
し
つ
づ
け
て
き
た
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
を
め
ぐ
っ
て
表
わ
れ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら

な
か
っ
た
。

ス
サ
ノ
オ
を
め
ぐ
る
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
（
本
文)

』
の
こ
の
異
同
、「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
を
め
ぐ
る

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
（
本
文)

』
の
こ
の
対
照
性
を
、
は
た
し
て
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
こ
う
し
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
（
本
文)

』
の
異
同
を
ふ
ま
え
た
と
き
、「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ

コ
コ
ロ
」
と
は
、
は
た
し
て
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
も
の
と
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
問
い
に
全
面
的
に
答
え
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
た
だ
丸
山
眞
男
が
未
完
の
ま
ま
に
遺
し
た
「
古
層
＝

執
拗
低
音
」
論
の
さ
ら
な
る
展
開
に
幾
許
か
の
寄
与
を
試
み
ん
と
す
る
本
稿
の
課
題
に
と
っ
て
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
限
り
で
、
さ
さ
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や
か
な
考
察
を
加
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
導
き
の
糸
と
な
る
の
は
、「
文
化
接
触
と
文
化
変

容
」
と
い
う
視
点
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

八
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
古
事
記
』
も
『
日
本
書
紀
』
も
七
世
紀
後
半
か
ら
展
開
し
た
巨
大
な
文
化
接
触
の
産
物
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
は
渡
来
人
の
手
に
な
る
と
思
わ
れ
る
ほ
ぼ
完
璧
な
漢
文
で
表
記
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
変
態
漢
文
で
表
記
さ
れ
た
『
古
事
記
』
も
ま
た
、
こ
の
時
代
の
大
規
模
な
大
陸
文
明
と
の
文
化
接
触
に
よ
っ
て
こ
そ
成
立
し

得
た
も
の
で
あ
る
。
大
陸
文
明
の
接
触
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
文
字
（
漢
字
）
と
い
う
外
来
文
化
の
受
容
な
し
に
は
、『
古
事
記
』

も
『
日
本
書
紀
』
も
存
在
し
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
文
化
接
触
は
、
後
漢
帝
国
崩
壊
後
数
世
紀
の
混
乱
を
へ
て
よ
う
や
く
成
立
し
た
隋
・
唐
帝
国
に
よ
る
中
国
の
再
統
一
と

い
う
東
ア
ジ
ア
世
界
の
激
動
を
背
景
に
、
と
り
わ
け
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
百
済
の
滅
亡
（
六
六
〇
年
）
と
白
村
江
の
戦
い
に
お
け
る

倭
・
百
済
連
合
軍
の
唐
・
新
羅
連
合
軍
に
対
す
る
敗
北
（
六
六
三
年)

、
百
済
王
族
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
百
済
遺
民
の
渡
来

（
亡
命
）
と
い
っ
た
出
来
事
を
契
機
に
ま
す
ま
す
加
速
さ
れ
、
勝
者
・
唐
帝
国
を
徹
底
的
に
模
倣
す
る
か
た
ち
で
展
開
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

「
日
本
」
と
い
う
国
号
の
成
立
、「
天
皇
」
と
い
う
称
号
の
成
立
、
平
城
京
を
は
じ
め
と
す
る
都
城
の
建
設
、「
律
令
」
の
制
定
と

律
令
制
的
な
行
政
・
官
僚
機
構
の
形
成
な
ど
、
こ
の
時
期
の
一
連
の
変
革
は
、
た
と
え
ば
歴
史
学
者
・
保
立
道
久
が
、
石
母
田
正
、

黒
田
俊
雄
、
石
上
栄
一
さ
ら
に
は
網
野
善
彦
ら
の
議
論
の
批
判
的
検
討
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
史
の
結
果
と
し

て
生
ま
れ
た
「
民、
族、
複、
合、
国、
家、
と
し
て
軍
国
主
義
的
性
格
を
も
つ
開
発
独
裁
国
家
（

傍
点
、
引
用
者)

」
の
成
立
と
し
て
把
握

し
よ
う
と
さ
え
す
る
も
の
で
あ
っ
た

(

�)

。
す
な
わ
ち
、
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関
晃
が
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
律
令
制
的
な
官
僚
機
構
を
つ
く
り
出
す
う
え
で
、
渡
来
人
の
知
識
・
技
能
は
決

定
的
な
役
割
を
も
っ
た
﹇
関

一
九
六
六]

。
日
本
の
律
令
制
王
国
は
後
進
国
家
と
し
て
東
ア
ジ
ア
の
文
明
と
技
術
水
準
に
追

い
つ
く
こ
と
を
最
大
の
課
題
と
し
、
実
際
上
は
韓
半
島
か
ら
文
明
と
人
材
の
相
当
部
分
を
受
け
い
れ
た
。
逆
に
、
そ
れ
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
の
時
代
の
国
家
に
と
っ
て
は
、
渡
来
人
の
故
国
で
あ
る
中
国
・
朝
鮮
な
ど
の
先
進
国
家
と
対
等
な
立
場
、
対
等
な
政

治
的
権
威
を
確
保
す
る
こ
と
が
国
家
存
立
の
重
要
な
前
提
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
の
事
情
こ
そ
が
日

本
の
国
家
内
部
に
軍
国
主
義
や
「
侵
略
」
へ
の
衝
動
を
胚
胎
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
屈
折
が
一
種
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

と
し
て
の
「
大
国
意
識
、
差
別
意
識
」｢

小
中
華
意
識
」
を
増
大
さ
せ
た
の
で
あ
る

(

�)

。

も
っ
と
も
律
令
制
王
国
の
「
民、
族、
複、
合、
性、
」
を
八
・
九
世
紀
ま
で
持
続
す
る
も
の
と
し
て
強
調
す
る
保
立
の
議
論

(

�)

と
、「
人
種
・

言
語
・
領
土
・
生
産
様
式
・
宗
教
意
識
の
同
質
性
と
歴
史
的
持
続
性

(

�)

」
を
過、
度、
に、
強
調
し
、「
わ
れ
わ
れ
の
『
く
に
』
が
領
域
・
民

族
・
言
語
・
水
稲
生
産
様
式
お
よ
び
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
聚
落
と
祭
儀
の
形
態
な
ど
の
点
で
、
世
界
の
『
文
明
国
』
の
な
か
で
比
較

す
れ
ば
ま
っ
た
く
例、
外、
的、
と
い
え
る
ほ
ど
等
質
性

ホ
モ
ジ
ェ
ニ
テ
ィ
を
、
遅
く
と
も
後
期
古
墳
時
代
か
ら
千
数
百
年
に
わ
た
っ
て
引
き
続
い
て
保
持
し

て
来
た

(

�)

」
と
論
じ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
愛
弟
子
・
石
田
雄
か
ら
さ
え
も
そ
の
「
勇
み
足
」
を
批
判

(

�)

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
丸
山
の
議

論
と
を
、
こ
の
よ
う
に
関
連
づ
け
て
論
じ
る
こ
と
に
違
和
感
を
感
ず
る
む
き
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
丸
山
が
「
わ
れ
わ
れ
の
『
く
に』

」

の
等
質
性
を
後
期
古
墳
時
代
（
六
〜
七
世
紀
）
ま
で
し
か
遡
ら
せ
て
い
な
い
こ
と
、
保
立
が
七
〜
八
世
紀
の
「
律
令
制
王
国
」
を

「
民
族
複
合
国
家
」
の
最、
終、
段、
階、
と
把
握
し
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
両
者
の
認
識
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
く
い
違
い
は
な
い
の

だ
と
も
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
こ
こ
で
の
問
題
は
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
が
こ
の
よ
う
な
時
期
に
お
け
る
文
化
接
触
の
産
物
な
の
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
と
り
わ
け
『
日
本
書
紀
』
は
、『
史
記
』『

漢
書
』『

後
漢
書
』
な
ど
に
倣
っ
て
、
唐
の
太
宗
の
勅
命
に
よ
り
国

家
事
業
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
晋
書
』『

周
書
』『

隋
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
「
正
史
」
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、
唐
帝
国
に
対
す

る
「
対
等
な
立
場
、
対
等
な
政
治
的
権
威
」
を
誇
示
す
る
た
め
に
こ
そ
編
纂
さ
れ
た
「
小
中
華｣

＝｢

日
本
」
の
「
正
史

(

�)

」
に
ほ
か
な

ら
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
正
史
」
は
、
現
王
朝
の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
に
こ
そ
編
纂
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、「
小
中
華｣

＝｢

日
本
」
の
「
正
史
」

た
る
『
日
本
書
紀
』
も
、「
日
本
」
と
号
し
、「
天
皇
」
と
称
し
た
君
主
を
戴
く
王
朝
の
正
統
性
を
内
外
に

と
り
わ
け
「
対
等
な

立
場
、
対
等
の
政
治
的
権
威
」
を
誇
示
す
べ
き
対
象
で
あ
る
唐
帝
国
に
対
し
て

主
張
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
あ
る
ま
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、『
日
本
書
紀
』
は
随
所
で
、『
淮
南
子
』『

漢
書
』『

後
漢
書
』『

三
国
志
』『

梁
書
』『

隋
書
』

『

芸
文
類
聚
』『

文
選
』『

金
光
明
最
勝
王
経
』
な
ど
の
舶
載
の
漢
籍
類
に
拠
る
漢
文
的
潤
色
を
ほ
ど
こ
し
た
堂
々
た
る
漢
文
に
よ
っ

て
書
き
著
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

(

�)

。
そ
の
意
味
で
、『
日
本
書
紀
』
は
き
わ
め
て
徹
底
し
た
文
化
接
触
の
産
物

な
の
で
あ
り
、
こ
の
徹
底
性
に
お
い
て
、
変
態
漢
文
を
用
い
て
表
記
さ
れ
、「
や
ま
と
こ
と
ば
」
で
訓よ

む
こ
と
を
想
定
す
る
『
古
事

記』

漢
字
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
限
り
で
、
そ
れ
が
文
化
接
触
の
産
物
で
あ
る
こ
と
に
は
ま
っ
た
く
疑
う
余
地
が

な
い
に
し
て
も

を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

こ
れ
は
単
に
表
記
法
の
問
題
に
と
ど
ま
る
も
の
で
な
い
。
神
野
志
隆
光
が
『
古
事
記
の
世
界
観
』
に
お
い
て

丸
山
の
「
歴
史

意
識
の
『
古
層』

」
の
一
節
を
参
照
し
つ
つ

指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
間
に
は
、

「
世
界
像｣

＝｢

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
の
相
違
が
横
た
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
と
の
文
化

法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
考

(

二)

991

八
七



接
触
の
産
物
と
し
て
の
徹
底
性
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
神
野
志
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

論
じ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

『
古
事
記
』
の
冒
頭
部
分
が
、
ア
メ
ノ
ミ
ナ
カ
ヌ
シ
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
、
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
三
神
を
は
じ
め
に
す
え
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。
そ
こ
に
は
、
ム
ス
ヒ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
て
の
根
源
と
す
る
も
の
と
し
て
「
神
代
」
全
体
の
展
開
を
見
通
す
と

い
う
べ
き
意
識
が
ひ
そ
め
ら
れ
て
い
る
。
…
…
ム
ス
ヒ
二
神
は
全
て
の
開
始
を
に
な
う
生
成
力
そ
の
も
の
と
し
て
た
ち
あ
ら
わ

れ
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
…
…

「
初
発
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
力
と
し
て
「
世
界
」
が
噴
射
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
一、
方、
向、
的、
に、
無
限
進
行
し
て
ゆ
く
姿
で

あ
る
。(

傍
点
原
文
）

と
、
丸
山
真
男
「
歴
史
意
識
の
「
古
層｣｣
（
日
本
の
思
想
６
『
歴
史
思
想
集』

）
の
の
べ
た
こ
と
を
想
起
し
な
が
ら
、
ム
ス
ヒ

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
つ
む
ぎ
だ
す
も
の
と
し
て
な
り
た
た
し
め
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
世
界
像
は
ム
ス
ヒ
の
コ
ス
モ
ロ

ジ
ー
と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

『
日
本
書
紀
』
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
が
、
こ
れ
と
は
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
を
見
届
け
て
、『
古
事
記
』
の
問
題
と
し
て
は
な

お
い
っ
そ
う
明
確
と
な
ろ
う

(

�)

。

そ
の
世
界
像
は
、
の
べ
た
ご
と
く
、
天
地
の
は
じ
ま
り
自
体
か
ら
語
る
も
の
と
し
て
、
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
。
そ
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
は
、
端
的
に
、
陰
陽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
…
…
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天
地
の
「
未
剖
」
な
る
を
「
陰
陽
未
分
」
と
い
い
、
そ
の
天
と
地
へ
の
わ
か
れ
は
、

其
れ
清
陽

す
み
あ
き
ら
か
な
る
も
の
は
、
薄
靡

た
な
び

き
て
天あ

め

と
為
り
、
重
濁

お
も
く
に
ご
れ
る
も
の
は
、
淹つ

滞つ

ゐ
て
地つ

ち

と
為
る
に
及
び
て
、
精

妙

く
は
し
く
た
へ

な
る

が
合
へ
る
は
搏

む
ら
が
り
易
く
、
重
濁
れ
る
が
凝
り
た
る
は
竭

か
た
ま
り

難
し
。(

七
六
）

と
い
い
、
そ
こ
に
働
く
原
動
は
陰
陽
観
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
陰
陽
の
働
き
の
具
体
化
す
る
と
こ
ろ
が
イ
ザ
ナ

キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
と
な
っ
て
、
天
地
の
世
界
を
さ
き
に
見
た
よ
う
な
「
天｣

｢

天
下
」
の
世
界
と
し
て
つ
く
る
の
で
あ
る
。
…
…

「
陰
陽
」
二
元
論
を
核
心
と
し
、
そ
れ
に
貫
か
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
世
界
像
は
、
陰
陽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
中
国
的
と
い
え
ば
そ
う
な
の
だ
が
、
そ
う
し
た
中
国
的
論
理
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
一
貫
し
た
全
体
像
を
可
能
に
し
た

の
が
、
こ
の
世
界
像
な
の
で
あ
る

(

�)

。

『
日
本
書
紀
』
の
陰
陽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
、『
古
事
記
』
の
ム
ス
ヒ
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
、
そ
の
根
本
的
な
異
質
さ
を
見

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
世
界
像
と
い
う
点
で
、
両
者
の
論
理
は
全
く
異
な
る
の
で
あ
る

(

�)

。

神
野
志
が
論
ず
る
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
が
「
陰
陽
」
二
元
論
を
核
心
と
し
、「
中
国
的
論
理
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
一

貫
し
た
全
体
像
を
可
能
」
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
文
化
接
触
の
産
物
と
し
て
、
ヨ
リ
徹
底
性
を
有
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
る

ま
い
。
唐
帝
国
に
対
し
て
「
対
等
な
立
場
、
対
等
の
政
治
的
権
威
」
を
主
張
せ
ん
と
し
、『
淮
南
子
』『

漢
書
』『

後
漢
書
』
な
ど
の

舶
載
の
漢
籍
類
に
拠
る
漢
文
的
潤
色
を
ほ
ど
こ
し
た
堂
々
た
る
漢
文
に
よ
っ
て
書
き
著
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
は
、
そ
の
「
世
界
像
」

に
お
い
て
も
、
決
し
て
唐
帝
国
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
大
陸
文
明
に
由
来
す
る
「
陰
陽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
に
よ
っ
て
こ
そ
貫
か
れ
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な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
陰
陽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
と
は
異
質
な
「
世
界
像｣

＝｢

ム
ス
ヒ
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る

『
古
事
記
』
は
、
文
化
接
触
の
産
物
と
し
て
は
ヨ
リ
不
徹
底
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
変
態
漢
文
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、「
や
ま
と
こ
と

ば
」
で
訓
ま
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
こ
と
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い

(

�)

。

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
（
本
文)

』
お
け
る
須
佐
之
男
／
素
戔
嗚
の
物
語
の
異
同
と
、
そ
こ
に
お
け
る
「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ

キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
を
め
ぐ
る
対
照
性
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
文
脈
の
な
か
で
こ
そ
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
陰
陽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
と
い
う
中
国
的
論
理
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
が
、
七
―
八
世

紀
の
巨
大
な
文
化
接
触
の
産
物
と
し
て
の
徹
底
性
を
示
す
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
他
方
で
、
そ
れ
と
は
「
異
質
」
な
「
世
界
像
」
と
し

て
『
古
事
記
』
が
依
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
の
「
ム
ス
ヒ
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
と
は
、
は
た
し
て
い
か
な
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
変
態
漢
文
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
、「
や
ま
と
こ
と
ば
」
で
訓
む
こ
と
を
前
提
と
し
た
『
古
事
記
』
は
、

『
日
本
書
紀
』
と
と
も
に
こ
の
時
代
の
巨
大
な
文
化
接
触
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
文
化
接
触
の
産

物
と
し
て
の
徹
底
性
に
お
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

『
古
事
記
』
の
依
っ
て
立
つ
「
ム
ス
ヒ
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
を
、
中
国
的
論
理
に
貫
か
れ
る
『
日
本
書
紀
』
の
「
陰
陽
の
コ
ス
モ

ロ
ジ
ー
」
に
対
抗
す
る
何
ら
か
の
積
極
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

す
な
わ
ち
、
律
令
制
を
は
じ
め
と
す
る
唐
帝
国
の
模
倣
に
よ
る
大

改
革
を
推
進
す
る
「
開
明
派
」｢

改
革
派
」
勢
力
に
対
し
、
こ
う
し
た
改
革
に
よ
っ
て
そ
の
政
治
的
・
社
会
的
地
位
を
脅
か
さ
れ
た
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勢
力
を
背
景
と
し
た
「
守
旧
派
」｢

国
粋
派
」
の
対
抗
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
そ
れ

の
表
明
と
見
な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。「
正
史
」
た
る
『
日
本
書
紀
』
や
『
続
日
本
紀
』
が
、
天
武
お
よ
び
元
明
の
勅
命
に
よ
る
と
さ
れ
る
『
古
事
記
』

編
纂
の
事
実
を
ま
っ
た
く
記
さ
ず
、『
古
事
記
』
が
「
日
本
」
と
い
う
「
国
号
」
を
一
切
使
用
し
な
い
と
い
っ
た
不
可
解
な
諸
事
実

(

�)

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
像
を
た
く
ま
し
く
さ
せ
る
し
、
こ
れ
ま
で
も
歴
史
家
や
国
文
学
者
の
多
彩
な
議
論
を
招
い
て
き
た
「
問
題
」
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

筆
者
に
は
こ
う
し
た
「
問
題
」
に
立
ち
入
る
余
裕
も
な
い
し
、
そ
の
能
力
も
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、『
古
事

記
』
の

『

日
本
書
紀
』
と
比
し
て
の

文
化
接
触
の
産
物
と
し
て
の
不
徹
底
性
に
よ
っ
て
、『
古
事
記
』
に
は

『

日
本
書

紀
』
以
上
に

文
化
接
触
以、
前、
の
神
話
や
伝
承
の
残、
滓、
が、
ヨ、
リ、
色、
濃、
く、
と、
ど、
め、
ら、
れ、
て、
い、
る、
と
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
し
か
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
（
本
文)

』
の
異
同
の
狭、
間、
に
、
丸
山
眞
男
の
い
う
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
が
幽、
か、
に、

透、
け、
て、
見、
え、
る、
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

丸
山
が
「
歴
史
意
識
の
『
古
層』

」
に
お
い
て
、「
歴
史
意
識
（
あ
る
い
は
コ
ス
モ
ス
の
意
識)

」
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
と
さ

れ
る
「
つ
ぎ
つ
ぎ
」｢

な
る
（
な
り
ゆ
く)｣

「
い
き
ほ
ひ
」
と
い
う
基
底
範
疇
を

｢

断
片
的
な
発
想
」
と
し
て

聴
き
取
っ
た

の
は
、『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
『
古
事
記
』
冒
頭
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
節
か
ら
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
神
野
志
が

『

日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
「
陰
陽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
と
は
異
質
な

『

古
事
記
』
の

「
世
界
像
」
と
し
て
の
「
ム
ス
ヒ
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
を
見
い
だ
し
た
場
所
で
も
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
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天
地
初
發
之
時
、
於
二

高
天
原
一

成
�
名
、
天
之
御
中
主
�
。
…
…
次
高
御
産
巣
日
�
。
次
神
産
巣
日
�
。
此
三
柱
�
者
、
並

獨
�
成
坐
而
、
隱
レ

身
也
。
次
國
稚
如
二

浮
脂
一

而
、
久
羅
下
那
洲
多
陀
用
幣
流
之
時
、
…
…
如
二

葦
牙
一

因
二

萌
騰
之
物
一

而
成
�

名
、
宇
摩
志
阿
斯
訶
備
比
古
遲
�
。
…
…
次
天
之
常
立
�
。
…
…
此
二

柱
神
亦
、
獨
神
成
坐
而
、
隱
レ

身
也

(

�)

。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
『
古
事
記
』
の
一
節
そ
の
も
の
が
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
と
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な、
い、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
丸
山
が
抽
出
し
、
聴
き
取
っ
た
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
の
幽、
か、
な、
響、
き、
は
、
変
態
漢
文
を
用
い
て
表
記
さ
れ
、

そ
れ
自
体
が
す
で
に
文
化
接
触
の
産
物
で
あ
る
『
古
事
記
』
の
テ
ク
ス
ト
そ、
の、
も、
の、
で
は
あ
り
得
な
い

(

�)

。「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
と

し
て
の
「
つ
ぎ
つ
ぎ
」｢

な
る
（
な
り
ゆ
く)｣

「
い
き
ほ
ひ
」
と
い
っ
た
基
底
範
疇
は
、
ま
さ
に
「
断
片
的
な
発
想
」
と
し
て
、
こ

の
一
節
の
中
に
、「
次
」｢

成
」｢

日
」
と
い
う
変
態
漢
文
に
よ
る
表
記
の
向
こ
う
側
に
幽、
か、
に、
透、
け、
て、
見、
え、
る、
の
み
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
神
野
志
が
『
古
事
記
』
に
見
い
だ
し
た

『

日
本
書
紀
』
神
代
本
文
に
お
け
る
中
国
的
論
理
に
貫
か
れ
た
「
陰
陽
の
コ

ス
モ
ロ
ジ
ー
」
と
は
異
質
な
も
の
と
し
て
の

｢
ム
ス
ヒ
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
と
は
、
そ
れ
自
身
は
文
化
接
触
の
産
物
た
る
『
古

事
記
』
が
「
歴
史
意
識
（
あ
る
い
は
コ
ス
モ
ス
の
意
識)
」
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音｣

丸
山
が
「
つ
ぎ
つ
ぎ
」｢

な
る
（
な
り
ゆ

く)｣

「
い
き
ほ
ひ
」
と
い
う
「
断
片
的
な
発
想
」
と
し
て
抽
出
し
た
も
の

に
よ
っ
て
こ
う
む
っ
た
微
妙
な
修
正
と
変
容
の
結
果

な
の
だ
と
さ
え
考
え
う
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

丸
山
の
い
う
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
が
こ
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
と
す
れ
ば
、
前
節
ま
で
に
見
て
き
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書

紀
』
神
代
本
文
と
の
あ
い
だ
の
須
佐
之
男
／
素
戔
嗚
を
め
ぐ
る
物
語
の
異
同
と
、
そ
こ
に
お
け
る
「
清
明
心｣

＝｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・

ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
を
め
ぐ
る
対
照
性
の
向
こ
う
側
に
も
ま
た
、
倫
理
的
価
値
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
が
幽、
か、
に、
透、
け、
て、
見、
え、
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て、
い、
る、
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

た
し
か
に
丸
山
自
身
は
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
に
つ
い
て
、「
直
接
に
は
開
闢
神
話
の
叙
述
あ
る
い
は
そ
の
用
字
法
の
発
想
か、
ら、

汲
み
と
ら
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
そ
の
後
長
く
日
本
の
歴
史
叙
述
な
り
、
歴
史
的
出
来
事
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
な
り
の
基
底

に
、
ひ
そ
か
に
、
も
し
く
は
声
高
に
ひ
び
き
つ
づ
け
て
き
た
、
執
拗
な
持
続
低
音
（b

asso
o

stin
ato

）
を
聴
き
わ
け
、
そ
こ
か
ら
逆、

に、
上
流
へ
、
つ
ま
り
古
代
へ
と
そ
の
軌
跡
を
辿た

ど

る
こ
と
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
も
の

(

�)｣

、
な
い
し
は
「
日
本
神
話
の
な
か
か
ら
明

ら
か
に
中
国
的
な
観
念
…
…
に
基
づ
く
考
え
方
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
消
去
」
し
て
い
き
、
そ
こ
に
残
る
サ
ム
シ
ン
グ
を
抽
出
す
る
と
い

う
消
去
法
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
る
「
断
片
的
な
発
想

(

�)

」
な
の
だ
と
す
る
の
み
で
あ
り
、
そ
の
抽
出
に
あ
た
っ
て
、『
古
事
記
』
と

『
日
本
書
紀
』
の
異
同
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
神
野
志
や
水
林
ほ、
ど、
に、
は、
充
分
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
と
は
い
え
ま
い
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、「
記
紀
神
話
の
世
界
で
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
高
天
ヶ
原
神
話
で
は
悪
と
さ
れ
、
出
雲
神
話
で

は
善
と
さ
れ
る
と
い
う
二
重
評
価
を
受
け
て
い
る

(

�)｣

、
あ
る
い
は
「
成
敗
を
顧
み
ぬ
心
情
の
純
粋
性
に
発
し
た
爆
発
的
行
動
は
、
そ

の
激
し
さ
ゆ
え
に
一
方
で
は
恐
れ
ら
れ
、
他
方
で
は
そ
の
純
粋
性
ゆ
え
に
尊
重
さ
れ
る
と
い
う
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
〔
両
極
志
向
的
〕

な
評
価
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
ス
サ
ノ
ヲ
へ
の
価
値
判
断
の
二
面
性
に
象
徴
さ
れ
て
い
る

(

�)

」
と
い
っ
た
ス
サ
ノ
オ
の
「
二

重
評
価
」
と
い
う
問
題
の
指
摘
に
も
つ
な
が
っ
て
い
よ
う
。

こ
う
し
た
議
論
は
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
と
い
う
「
相
容
れ
な
い
も
の
を
同
視
し
て
き
た
こ
と
の
結
果
」
も

た
ら
さ
れ
た
「
ス
サ
ノ
ヲ
に
つ
い
て
決
ま
っ
て
指
摘
さ
れ
る
『
複
雑
な
性
格
』
な
い
し
『
矛
盾
し
た
性
格』

」
と
い
う
「
研
究
者
の

側
の
混
乱
」
に
す
ぎ
な
い
と
の
水
林
の
批
判

(

�)

か
ら
、
丸
山
も
ま
た
免
れ
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
同
時
に
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
に
、「
ム
ス
ヒ
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
と
「
陰
陽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
と
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い
う
異
質
な
世
界
観
を
見
い
だ
し
た
神
野
志
の
議
論
が
、
丸
山
の
「
歴
史
意
識
の
『
古
層

(

�)』

」
か
ら
強
く
イ
ン
ス
パ
イ
ア
ー
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
否
定
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
丸
山
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
と
、
神
野
志
、
水
林
の
両
者
に
よ
っ

て
提
起
さ
れ
た
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
（
本
文)

』
の
テ
ク
ス
ト
を
別、
個、
の、
も、
の、
と、
し、
て、
読、
む、
と
い
う
方
法
は
、
決
し
て
矛
盾

す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
い
な
、
む
し
ろ
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
に
と
っ
て
、
こ
の
方
法
は
き
わ
め
て
有
効
な
も
の
で
は
な
い

か
と
す
ら
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
き
た
と
き
、
本
章
に
お
い
て

神
野
志
隆
光
、
水
林
彪
の
議
論
、
と
り
わ
け
水
林
の
須
佐
之
男
／
素
戔
嗚

を
め
ぐ
る
議
論
を
導
き
の
糸
と
し
な
が
ら

『

古
事
記
』
お
よ
び
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
て
明
ら
か
に
し

た
ス
サ
ノ
オ
神
話
の
異
同
の
狭、
間、
に
こ
そ
、
倫
理
的
価
値
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
と
し
て
丸
山
が
抽
出
せ
ん
と
し
て
い
た

「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
が
、
そ
の
幽、
か、
な、
姿
を
垣
間
見
せ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
筆
者
に
は
そ
う
思
え
て
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
五
節

ス
サ
ノ
オ
神
話
の
異
同
と
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」

本
章
の
第
二
節
お
よ
び
第
三
節
で
、
水
林
彪
の
議
論
を
導
き
の
糸
と
し
な
が
ら
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
テ

ク
ス
ト
に
即
し
て
読
み
と
ら
れ
た
両
書
の
須
佐
之
男
／
素
戔
嗚
の
「
人
物
像
」
は
、
ま
さ
に
対
照
的
で
あ
る
と
さ
え
い
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
『
古
事
記
』
に
お
け
る
須
佐
之
男
は
、
一
貫
し
て
「
清
き
明
か
き
心
」
を
象
徴
す
る
が
ご
と
き
存
在
と
し
て
描
か
れ
て

い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
「
清
き
明
か
き
心
」
は
、
亡
き
母
・
伊
邪
那
美
を
恋
い
慕
い
、
母
の
国
・｢

根
之
堅
州
國
」
に
行
く
こ
と
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を
望
ん
で
泣
き
啼
き
、「
宇
氣
比
」
の
勝
利
の
喜
び
を
無
邪
気
に
暴
発
さ
せ
乱
暴
狼
藉
を
は
た
ら
く
そ
の
「
心、
情、
と、
動、
機、
の、
純、
粋、
性、
」

に
こ
そ
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
泣
き
啼
く
声
の
も
た
ら
す
巨
大
な
災
厄
や
、
そ
の
乱
暴
狼
藉
に
よ
る
「
高
天
原
」
の
破
壊
、
さ
ら
に

は
天
照
の
「
天
岩
屋
戸
」
へ
の
籠
り
と
い
っ
た
、
そ
の
行
為
の
悪、
し、
き、
結、
果、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
須
佐
之
男
自
身
は
決
し
て
悪
神
と

は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
最
後
は
そ
の
念
願
を
か
な
え
る
か
た
ち
で
、
母
の
国
・｢

根
之
堅
州
國
」
へ
と
「
神
夜
良

比
」
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
素
戔
鳴
は
、
一
貫
し
て
「
安
忍
」｢

無
道
」｢

暴
惡
」｢

無
状
」
な
悪
神
だ
っ
た
の
で

あ
り
、
こ
う
し
た
「
安
忍
」｢
無
道
」｢

暴
惡
」｢

無
状
」
を
こ
そ
、「
�
心
」｢

濁
心
」
と
見
な
さ
れ
る
存
在
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

い
い
か
え
れ
ば
素
戔
鳴
は
、「
�
心
」｢
赤
心
」
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

天
照
と
の
誓
約

う
け
ひ

に
お
い
て
明
か
さ
れ
た
の
も
、
こ
う
し
た
「
�
心
」｢

濁
心
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
誓
約
の

敗
北
に
対
し
て
開
き
直
る
よ
う
に
な
さ
れ
た
「
甚
無
状
」
な
る
乱
暴
狼
藉
の
結
果
、
悪
神
・
素
戔
鳴
は
そ
の
罪、
の、
贖、
い、
と
し
て
「
根

國
」
へ
と
放
逐
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
『
古
事
記』

、『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
須
佐
之
男
／
素
戔
鳴
の
「
人
物
像
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
貫
し
た
も
の
と
い
え

る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の
と
し
て
、
対
照
的
に
描
き
出
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
そ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
水
林
彪
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
素
戔
鳴
尊
は
悪
の
化
身
、
須
佐
之
男
命
は
善
の

化
身
に
ほ
か
な
ら
な
い

(

�)

」
と
い
う
こ
と
で
は
な、
い、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
素
戔
鳴
は
悪
神
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
は
、「
善
神
」
と
い
う
よ
り
、「
善、
悪、
以、
前、
の
存
在
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
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る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
古
事
記
』
が
描
き
だ
し
た
須
佐
之
男
は
、
ま
さ
に
「
清
き
明
か
き
心
」
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
お
け
る

「
清
き
明
か
き
心
」
と
は
、
亡
き
母
・
伊
邪
那
美
を
恋
い
慕
っ
て
泣
き
啼
き
、
母
の
国
・｢

根
之
堅
州
國
」
に
お
も
む
く
こ
と
を
ひ

た
す
ら
に
念
願
す
る
「
心
情
と
動
機
の
純
粋
性
」
な
の
で
あ
り
、「
宇
氣
比
」
に
「
勝
佐
備
」
し
て
、
そ
の
喜
び
を
爆
発
さ
せ
る
そ

の
無
邪
気
さ
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
行
為
の
結
果
が
い
か
に
巨
大
な
災
厄
や
破
壊
を
も
た
ら
そ
う
と
も
、
そ
の
「
純
粋
性
」
を
疑
っ

た
も
の
に
は
「
登
賀
米
」
る
こ
と
さ
え
は
ば
か
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
ま
さ
に
「
善
悪
以
前
」
の
純、
粋、
な、
無、
垢、
性、
な
の
で
あ
り
、
丸
山
の
「
生
誕
直
後
の
赤
子
は
『
な
り
ゆ
く
』
霊ひ

の
ポ
テ
ン
シ

ャ
リ
テ
ィ
が
最
大
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
と
い
う
…
…
、
倫
理
的
価
値
意
識
の
古
層
か
ら
み
て
も
、

も
っ
と
も
純
粋
な
無
垢
性
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(

�)

」
と
い
う
言
明
が
か
か
わ
っ
て
く
る
の
は
、
ま
さ
に
須
佐
之
男
が
体
現
す

る
こ
う
し
た
「
清
き
明
か
き
心
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

同
時
に
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
う
し
た
『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
が
体
現
し
た
「
清
き
明
か
き
心
」
に

は
、
和
辻
哲
郎
が
そ
の
「
清
明
心
の
道
徳
」
に
関
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
た
「
無、
私、
性、
＝、
全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、
」
と
い
う
本
質

は
、
残
念
な
が
ら
到
底
見
い
だ
し
よ
う
も
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

祭
事
に
よ
る
宗
教
的
団
結
は
、
精
神
的
共
同
体
で
あ
る
と
と
も
に
感
情
融
合
的
な
共
同
体
で
あ
る
。
か
か
る
共
同
体
に
お
い

て
は
、「
私
」
の
利
福
の
ゆ
え
に
他
の
利
福
を
奪
お
う
と
す
る
者
は
同
時
に
全
体
の
統
制
に
そ
む
く
者
で
あ
り
、
従
っ
て
全
体

性
の
権
威
に
そ
む
く
者
で
あ
っ
た
。
か
か
る
者
は
そ
の
私
心
の
ゆ
え
に
他
と
対
抗
し
、
他
と
融
け
合
わ
ず
、
他
者
よ
り
見、
通、
さ、
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れ、
な、
い、
心、
境、
に
住
す
る
。
こ
の
よ
う
に
何
人
に
も
窺
知
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
「
私
」
を
保
つ
こ
と
は
、
そ
の
見
通
さ
れ
な
い

点
に
お
い
て
す
で
に
清
澄
で
な
く
濁
っ
て
お
り
、
従
っ
て
キ
タ
ナ
キ
心
ク
ラ
キ
心
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
さ
ら
に
そ
れ
は
全
体

性
の
権
威
に
そ
む
く
も
の
と
し
て
、
当
人
自
身
に
も
後、
ろ、
暗、
い、
、
気、
の、
引、
け、
る、
、
曇、
っ、
た、
心
境
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ

る

(

�)

。

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
和
辻
の
「
清
明
心
」
の
否
定
形
と
し
て
の
「
キ
タ
ナ
キ
心
ク
ラ
キ
心
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、『
日
本
書
紀
』

神
代
本
文
の
素
戔
鳴
が
天
照
と
の
誓
約
に
よ
っ
て
証
さ
れ
た
「
�
心
」｢

濁
心
」
に
お
い
て
、
見
出
し
う
る
の
だ
と
い
う
こ
と
は
で

き
よ
う
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
和
辻
の
「
清
明
心
の
道
徳
」
と
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
な
異
同
を
と
も
な
っ
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書

紀
』
神
代
本
文
の
須
佐
之
男
／
素
戔
鳴
の
物
語
の
う
ち
、『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
に
お
い
て
、
そ
の
否、
定、
形、
に、
お、
い、
て、
の、
み、
見
出

さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
問
題
は
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
須
佐
之
男
／
素
戔
鳴
の
物
語
の
異
同
と
そ
の
対
照
性
を
い

か
な
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
対
照
性
に
つ
い
て
も
ま
た
、
本
章
第
四
節
で
問
題
と
し
た
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
文
化
接
触
の
産
物
と
し
て
の
徹

底
性
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
う
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
神
野
志
隆
光
が
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
に
「
陰
陽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
を
見
い
だ
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
見

た
と
お
り
で
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
に
お
け
る
素
戔
鳴
の
物
語
に
も
、
こ
う
し
た
「
陰
陽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」
の
二、
元、
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論、
的、
な
世
界
像
が
影
を
落
と
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

丸
山
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
天
地
開
闢
に
し
ろ
、
初
判
に
し
ろ
、
あ
る
い
は
乾
坤
初
分
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
共
通

し
て
い
る
の
は
、
は
じ
め
未
分
化
で
あ
っ
た
天
地
が
『
天
』
と、
『
地
』
と、
（
あ
る
い
は
陽
と
陰
と
）
の
反、
対、
の、
方、
向、
に、
向、
か、
っ、
て、
分

離
し
た
と
い
う
観
念
」
で
あ
り
、「
つ
ま
り
こ
の
場
合
、
宇
宙
論
の
核
心
は
天
地
・
陰
陽
・
乾
坤
の
二、
元、
的、
対
立
に
ほ
か
な
ら
ず
、

『
天
地�

�

、
万
物
化
醇
。
男
女
構
レ

精
、
万
物
化
生
』(

易
経
、
繋
辞
下
伝
）
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
後
は
す
べ
て
陰
陽
二、
元、
の
結

合
か
ら
『
万
物
』
の
化
生
ま
た
は
化
育
が
説
か
れ
る
」
こ
と
と
な
る

(

�)

。

『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
が
天
照
、
月
讀
と
と
も
に
「
三、
貴、
子、
」
の
一
神
と
し
て
、
父
・
伊
邪
那
岐
の、
み、
か
ら
生
成
し
た
と
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
素
戔
鳴
は
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
陽
・
陰
二
神
か
ら
、「
日
�
」(

＝
大
日
�
貴
）

｢

月
�｣

、「
蛭
兒
」
と
と
も
に
四、
神、
の
う
ち
の
一
神
と
し
て
誕
生
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
こ
で
の
素
戔
鳴
は
、
天
上
に
送

ら
れ
た
「
日
�
」｢

月
�
」
の
一
対
と
さ
ら
に
対
と
な
る
よ
う
に
、
三
歳
に
な
っ
て
も
脚
が
立
た
ず
「
天
磐�

樟
船
」
に
載
せ
て
流

し
棄
て
ら
れ
た
「
蛭
兒
」
と
一
対
の
神
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
そ
こ
に
は
、
陰
／
陽
、
男
／
女
、
日
／

月
、
日
・
月
／｢

蛭
兒｣

・
素
戔
鳴
と
い
う
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
二、
元、
的、
対
立
の
発
想
が
貫
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
は
じ
め
か
ら
「
日
�
」(

＝
大
日
�
貴)

＝
天
照
の
対
極
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
素
戔
鳴
は

天
照
の
善、
性、
の
ネ
ガ
と
し

て

一
貫
し
た
悪
神
と
描
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
二、
元、
論、
的
な
要
請
が
、
中
国
的
論
理
に
貫
か
れ
る
「
陰
陽
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
」

に
立
ち
、
文
化
接
触
の
産
物
と
し
て
の
徹
底
性
を
示
そ
う
と
す
る
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
に
は
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考

え
う
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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も
っ
と
も
、
中
国
的
論
理
と
し
て
の
陰
陽
二
元
論
と
善
悪
二
元
論
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
観
点
の
み
か
ら
、

『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
須
佐
之
男
／
素
戔
鳴
の
対
照
性
を
説
明
す
る
こ
と
に
は
無
理
も
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
第
二

の
観
点
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
顧
み
ら
れ
る
べ
き
は
、
本
稿
第
三
章
で
検
討
し
た
丸
山
の
『
講
義
録
』
に
お
い
て
問
題
に
さ
れ
て
い

た
「
災
厄
観
」(
な
い
し
は
「
吉
凶
観｣

）
と
「
罪
悪
観
」(

な
い
し
は
「
善
悪
観｣

）
の
重
畳
と
い
う
論
点
に
ほ
か
な
る
ま
い
。

す
で
に
詳
し
く
見
た
よ
う
に
、
丸
山
は
そ
の
『
講
義
録
』
に
収
録
さ
れ
た
東
大
法
学
部
で
の
講
義
に
お
い
て
、
こ
の
論
点
つ
い
て

く
り
返
し
語
っ
て
い
た
の
だ
が
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
最
後
の
講
義
で
あ
る
一
九
六
七
年
度
講
義
（『

講
義
録
』[

第
七
冊]

）
か
ら
引

用
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

い
か
な
る
宗
教
意
識
の
発
展
に
お
い
て
も
、
非
日
常
的
出
来
事
に
直
面
す
る
た
び
ご
と
に
、d

e
m

o
n

を
鎮
撫
、
追
放
す
る

と
い
う
儀
式
が
出
発
点
に
お
い
て
見
ら
れ
る
。
か
く
て
呪
術
段
階
に
あ
る
宗
教
に
特
徴
的
な
こ
と
は
、
マ
ジ
シ
ャ
ン
（
呪
術
師
）

がd
e

m
o

n

よ
り
も
高
位
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
マ
ギ
ー
（
呪
術
）
は
、d

e
m

o
n

に
た
い
し
強
制
力
を
も
つ
と
見
な

さ
れ
て
い
る
。
宗
教
意
識
の
発
展
は
、
こ
う
し
た
呪
術
師
に
よ
る
外
か
ら
の
災
厄
の
除
去
と
福
祉
の
招
来
と
い
う
観
念
〔
吉
凶

観
〕
か
ら
、
人
間
が
、
神
々
の
秩
序
に
背
反
し
た
た
め
に
災
厄
が
も
た
ら
さ
れ
、
従
順
で
あ
っ
た
か
ら
福
祉
が
到
来
す
る
と
い

う
観
念
〔
善
悪
観
〕
に
変
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
原
因
は
人
間
の
側
か
ら
の
服
従
と
背
反
に
あ
る
と
い
う
観
念
か
ら
罪
の
意
識
が

う
ま
れ
、
行
為
の
人
格
的
責
任
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
精
霊
（d

e
m

o
n

s

）
か
ら
神
々
（g

o
d

s

）
へ
の

発
展
と
パ
ラ
レ
ル
に
、
宗
教
の
形
態
は
、
精
霊
に
た
い
す
る
「
強
制
」
が
神
々
に
た
い
す
る
「
祈
願
・
崇
拝
」
に
か
わ
り
、
儀

式
も
、
神
々
を
「
信
仰
」
す
る
象
徴
と
し
て
の
形
態
を
と
る
よ
う
に
な
る

(
�)
。
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日
本
の
神
話
で
も
こ
の
罪
の
意
識
が
見
ら
れ
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
が
高
天

た
か
ま

ヶ
原は

ら

で
犯
し
た
罪
は
神
々
の
秩
序
を
乱
し
た
罪
で
あ
り
、

そ
れ
は
彼
の
人
格
に
帰
せ
ら
れ
た
。
だ
か
ら
ス
サ
ノ
ヲ
は
そ
の
罪
に
よ
っ
て
高
天
ヶ
原
の
世
界
か
ら
追
放
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
注
目
す
べ
き
こ
と
に
八
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
記
紀
の
宗
教
意
識
で
は
、
異
っ
た
段
階
の
も
の
、
す
な
わ
ち
外
か
ら
の
災

厄
観
に
た
つ
ハ
ラ
ヒ
、
キ
ヨ
メ
の
観
念
と
、
人
格
的
責
任
の
意
識
に
立
つ
ツ
ミ
の
観
念
と
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
重
畳
し
て
い

る

(

�)

。こ
う
し
た
ハ
ラ
ヒ
、
キ
ヨ
メ
の
思
考
様
式
を
人
間
精
神
に
内
面
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
と
、

清
明
心
／
赤
心
／
直
心
／
美
心
（
キ
ヨ
キ
心
、
ア
カ
キ
心
、
ナ
ホ
キ
心
、
ウ
ル
ハ
シ
キ
心
）v

s.
[

対]

濁
心
／
邪
心
／
穢
心
／

黒
心
（
ク
ラ
キ
心
、
キ
タ
ナ
キ
心
、
ク
ロ
キ
心
）
と
い
う
対
置
が
出
て
く
る
。

し
か
し
逆
に
い
え
ば
、
内
面
的
な
る
べ
き
悪
も
、
ケ
ガ
レ
と
同
様
に
、「
外
」
か
ら
〔d

e
m

o
n

の
作
用
が
〕
付
着
し
た
も
の

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ミ
ソ
ギ
に
よ
っ
て
洗
い
流
す
こ
と
が
で
き
る
。R

ad
ik

al
�
���

〔
原
罪
〕
と
い
う
観
念
は
こ
こ
に
は

な
い

(

�)

。〉

こ
う
し
た
丸
山
の
議
論
の
仕
方
も
ま
た
、
神
野
志
、
水
林
の
両
氏
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、「
記
紀
を
雑
炊
的
に
論
ず
る

(

�)

」
も
の
、

な
い
し
は
「『

古
事
記
』
を
『
日
本
書
紀
』
と
混
淆
し
て
論
ず
る

(

�)

」
も
の
と
の
厳
し
い
批
判
を
免
れ
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
こ

ろ
で
は
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
丸
山
の
指
摘
す
る
「
外
か
ら
の
災
厄
観
に
た
つ
ハ
ラ
ヒ
、
キ
ヨ
メ
の
観
念
」
と

「
人
格
的
責
任
の
意
識
に
立
つ
ツ
ミ
の
観
念
」
と
い
う
宗
教
意
識
上
の
異
な
っ
た
段
階
の
観
念
の
重
畳
と
い
う
問
題
が
、
神
野
志
や
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水
林
の
提
示
す
る
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
を
別
個
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
読
む
と
い
う
方
法
に
し
た
が
っ
た
と
き
、

ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

丸
山
が
「
日
本
の
神
話
」
に
見
い
だ
し
た
「
災
厄
観
」(

な
い
し
は
「
吉
凶
観｣

）
と
「
罪
悪
観
」(

な
い
し
は
「
善
悪
観｣

）
の
重

畳
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
を
別
個
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
読
ん
だ
と
き
、
そ
の
各
々
に
お
い

て
異
な
っ
た
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

『
古
事
記
』
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、
天
照
は
須
佐
之
男
の
高
天
原
へ
の
参
上
に
際
し
て
、「
我
那
勢
命
之
上
來
由
者
、
必
不
善

心
。
欲
レ

奪
二

我
國
一

耳
」
と
須
佐
之
男
の
「
不
善
心
」
を
ま
ず
は
疑
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
す
で
に
「
罪
悪
観
」(

な
い

し
は
「
善
悪
観｣

）
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
『
古
事
記
』
の
須
佐
之
男
の

物
語
が
、
全
体
と
し
て
は
、
須
佐
之
男
の
「
善
悪
以
前
」
の
純、
粋、
な、
無、
垢、
性、
と
し
て
の
「
清
き
明
か
き
心
」
を
中
心
に
展
開
し
、
須

佐
之
男
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
高
天
原
の
破
壊
や
、
天
照
の
「
天
岩
屋
戸
」
籠
り
と
そ
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
「
於
レ

是
萬
�
之

聲
者
、
狹
蝿
那
須
…
…
滿
、
萬
妖
悉
發
」
と
い
う
事
態
も
、
須
佐
之
男
の
「
不
善
心
」
に
由
来
す
る
「
罪
悪
」
で
は
な
く
、「
善
悪

以
前
」
の
純、
粋、
な、
無、
垢、
性、
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
結
果
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
災
厄
」
と
し
て
、
描
き
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
ま

た
疑
い
よ
う
も
あ
る
ま
い
。

他
方
、『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
素
戔
鳴
は
一
貫
し
て
「
安
忍
」｢

無
道
」

｢

暴
惡
」｢

無
状
」
な
悪
神
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
の
「
甚
無
状
」
な
る
乱
暴
狼
藉
も
そ
の
結
果
と
し
て
の
破
壊
も
、

す
べ
て
素
戔
鳴
の
「
人
格
的
責
任
」
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
「
罪
悪
」
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
う
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
も
そ
の
誓
約

う
け
ひ

の
場
面
に
お
い
て
問
わ
れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
素
戔
鳴
の
「
�
心
」｢

赤
心
」
な
の
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で
あ
り
、
証
さ
れ
た
の
も
ま
た
そ
の
「
�
心
」｢

濁
心
」
な
の
で
あ
っ
て
、「
不
善
心
」
や
「
悪
心
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
丸
山
の
い
う
「
災
厄
観
」(

な
い
し
は
「
吉
凶
観｣

）
と
「
罪
悪
観
」(

な
い
し
は
「
善
悪
観｣

）
の
重
畳
は
、『
古

事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
両
者
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
の
、
明
ら
か
に
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
「
災
厄
観
」

(

な
い
し
は
「
吉
凶
観｣

）
が
、
他
方
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
に
お
い
て
は
「
罪
悪
観
」(

な
い
し
は
「
善
悪
観｣

）
が
優
位
に
立
つ

か
た
ち
で
重
畳
し
て
い
る
の
だ
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
さ
に
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
こ
の
両
者
に
お
け
る
重
畳
の
仕
方
の
違
い
と

い
う
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
こ
う
し
て
重
畳
し
て
い
る
「
災
厄
観
」(

な
い
し
は
「
吉
凶
観｣

）
と
「
罪
悪

観
」(

な
い
し
は
「
善
悪
観｣

）
が
、
丸
山
の
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、「
呪
術
師
に
よ
る
外
か
ら
の
災
厄
の
除
去
と
福
祉
の
招
来
と
い

う
観
念
〔
吉
凶
観
〕
か
ら
、
人
間
が
、
神
々
の
秩
序
に
背
反
し
た
た
め
に
災
厄
が
も
た
ら
さ
れ
、
従
順
で
あ
っ
た
か
ら
福
祉
が
到
来

す
る
と
い
う
観
念
〔
善
悪
観]

」
へ
と
い
う
呪
術
的
段
階
か
ら
宗
教
的
段
階
へ
の

あ
る
い
は
「
精
霊
（d

e
m

o
n

s)

」
の
段
階
か

ら
「
神
々
（g

o
d

s)

」
の
段
階
へ
の

宗
教
意
識
の
発
展
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と

す
れ
ば
、「
災
厄
観
」(

な
い
し
は
「
吉
凶
観｣

）
が
優
位
に
た
つ
『
古
事
記
』
の
方
が
、「
罪
悪
観
」(

な
い
し
は
「
善
悪
観｣

）
が
優

位
に
立
つ
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
よ
り
も
、
ヨ
リ
古
い
段
階
で
の
宗
教
意
識
の
特
徴
を
ヨ
リ
強
く
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
は
ず
で
あ
る
。

そ
こ
に
先
に
の
べ
た
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
の
文
化
接
触
の
産
物
と
し
て
の
徹
底
性
と
い
う
視
点
を
重
ね
合
わ

せ
て
み
れ
ば
、
問
題
の
所
在
は
お
の
ず
と
明
ら
か
と
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
文
化
接
触
の
産
物
と
し
て
の
徹
底
性

を
ヨ
リ
強
く
示
し
、
ヨ
リ
新
し
い
段
階
の
宗
教
意
識
に
根
ざ
し
た
「
罪
悪
観
」(
な
い
し
は
「
善
悪
観｣

）
の
優
位
を
あ
ら
わ
し
て
い
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る
『
日
本
書
紀
』
神
代
本
文
と
、
文
化
接
触
の
産
物
と
し
て
は
不
徹
底
性
を
示
し
、
ヨ
リ
古
い
段
階
の
宗
教
意
識
を
あ
ら
わ
す
「
災

厄
観
」(

な
い
し
は
「
吉
凶
観｣

）
が
優
位
に
た
つ
『
古
事
記
』
と
の
間
の
異
同
の
狭
間
に
こ
そ
、
須
佐
之
男
の
「
善
悪
以
前
」
の
純、

粋、
な、
無、
垢、
性、
、
な
い
し
は
「
心、
情、
と、
動、
機、
の、
純、
粋、
性、
」
と
い
う
意
味
で
の
「
清
き
明
か
き
心
」
が
垣
間
見
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
、
丸
山
が
倫
理
的
価
値
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
と
し
て
抽
出
せ
ん
と
し
て
い
た
「
断
片
的
な
発
想
」

と
し
て
の
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
倫
理
的
価
値
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
と
目
さ
れ
る
べ
き
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ

ロ
」
は
、
和
辻
哲
郎
や
そ
の
継
承
者
た
る
相
良
亨
た
ち
の
提
示
し
た
「
無、
私、
性、
＝、
全、
体、
性、
へ、
の、
帰、
依、
」
を
そ
の
本
質
と
す
る
「
清
明

心
の
道
徳
」
と
は
、
あ
ま
り
に
も
異
質
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
最
後
に
あ
ら
た
め
て
、
和
辻
ら
の
「
清
明
心
の
道
徳
」
に
つ
い
て
の
認
識
と
、
丸
山
の
倫
理
的
価
値
意
識
の
「
古
層
＝
執

拗
低
音
」
と
し
て
の
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
に
つ
い
て
の
そ
れ
と
の
あ
い
だ
に
横
た
わ
る
、
こ
の
異
質
性
の
よ
っ
て

来
た
る
所
以
に
関
す
る
検
討
と
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

(

�)
『

丸
山
眞
男
集
』(

以
下
『
集
』
と
略
す
）
第
十
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
五
五
頁
。

(

�)
『

集
』
第
十
巻
、
所
収
。

(

�)

倫
理
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
歴
史
意
識
の
『
古
層』

」
に
一
言
だ
け
触
れ
ら
れ
て

お
り
（『

集
』
第
十
巻
、
五
六
頁)

、
こ
れ
に
関
す
る
論
考
は
、
英
文
原
稿
し
か
な
い
と
丸
山
自
身
が
語
っ
て
い
る
（『

集
』
第
十
二
巻
、

一
五
五
頁)

。
し
か
し
こ
の
英
文
原
稿
は
い
ま
だ
未
公
開
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ

法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

｢

キ
ヨ
キ
コ
コ
ロ
・
ア
カ
キ
コ
コ
ロ
」
考

(

二)

1007

一
〇
三



ロ
」
に
つ
い
て
の
断
片
的
考
察
は
、
丸
山
の
没
後
に
発
見
さ
れ
た
ノ
ー
ト
を
ま
と
め
て
公
刊
さ
れ
た
『
自
己
内
対
話
』(

み
す
ず
書
房
、

一
九
九
八
年
）
の
中
に
も
散
見
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
政
治
意
識
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
に
関
し
て
は
、
一
九
八
四
年
一
一
月
に
「
百
華

会
」
の
年
次
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
講
演
に
も
と
づ
く
記
録
が
、「
政
事
の
構
造
」
と
し
て
『
集
』
第
十
二
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
と
は
別
稿
と
し
て
、‘T

h
e

S
tru

ctu
re

o
f

M
a

tsu
rigoto’

と
題
さ
れ
た
英
文
論
文
が
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
Ｇ
・
Ｒ
・
ス

ト
ー
リ
教
授
の
追
悼
論
文
集S

u
e

H
e

n
n

y
an

d
Je

an
-P

ie
rre

L
e

h
m

an
n

e
d

s.,
T

h
em

es
a

n
d

T
h

eories
in

M
od

ern
Ja

p
a

n
ese

H
istory

E
s-

sa
ys

in
M

em
ory

of
R

ich
a

rd
S

torry,
T

h
e

A
th

lo
n

e
p

re
ss,

1
9

8
8
.

に
寄
稿
さ
れ
て
い
る
。

(

�)
『

集
』
第
十
巻
、
五
六
頁
。

(

�)
『

丸
山
眞
男
講
義
録
』(

以
下
『
講
義
録
』
と
略
す
）
全
七
冊
、
東
京
大
学
出
版
会
。

(

�)
『

集
』
第
十
二
巻
、
一
四
六
頁
。

(

�)
『

講
義
録』

、「
刊
行
の
辞
」
を
参
照
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
四
一
頁
。

(

�)

同
前
、
一
六
―
二
〇
頁
。

(

�)

同
前
、
二
〇
―
二
一
頁
。

(

�)

同
前
、
二
一
―
二
二
頁
。

(

	)

同
前
、
四
一
―
四
二
頁
。

(


)

同
前
、
四
四
―
四
五
頁
。
日
本
の
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
旗
手
の
ひ
と
り
と
も
い
う
べ
き
柄
谷
行
人
は
、
そ
の
『
日
本
精
神
分
析
』

(

文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
二
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
）
に
お
い
て
、
丸
山
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
を
批
判
す
る
立
場
か

ら
、「
し
た
が
っ
て
、
大
切
な
の
は
、
そ
う
し
た
『
古
層
』
を
指
摘
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
な
ぜ
日
本
で
は
そ
う
し
た
『
古
層
』

が
『
抑
圧
』
さ
れ
な
か
っ
た
か
を
問
う
こ
と
で
す
」
と
述
べ
、「
私
が
到
達
し
た
の
は
、
む
し
ろ
あ
り
ふ
れ
た
考
え
で
す
。
日
本
に
お
い

て
丸
山
真
男
の
い
う
『
古
層
』
が
抑
圧
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
日
本
が
海
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い
た
た
め
、
異
民
族
に
軍
事
的
に
征
服

さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」(

学
術
文
庫
版
、
一
〇
三
―
一
〇
四
頁
）
と
、
自
ら
の
「
到、
達、
」
を
誇
っ
て
見
せ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
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「
到
達
」
は
、
丸
山
の
「
原
型
」
論
の
初
発
に
お
い
て
す、
で、
に、
明
確
に
表
明
さ
れ
て
い
た
も
の
に
過、
ぎ、
な、
い、
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

な
お
柄
谷
の
『
日
本
精
神
分
析
』
に
は
、
後
に
立
ち
戻
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

(
�)
同
前
、
四
五
―
四
六
頁
。

(

�)
同
前
、
四
七
頁
。

(

�)

同
前
、
四
七
―
四
八
頁
。
い
う
ま
で
も
な
く
山
田
盛
太
郎
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』(

岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
）
を
は
じ
め
と
す

る
「
講
座
派
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
議
論
に
依
拠
し
た
理
解
で
あ
る
。

(

�)
『

集
』
第
十
巻
、
七
頁
。

(

�)
『

集
』
第
十
二
巻
、
一
四
七
―
一
四
九
頁
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』
、
四
八
―
四
九
頁
。

(

�)

同
前
、
五
一
頁
。

(

�)

同
前
、
五
三
頁
。

(

	)

同
前
。

(


)

水
林
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
一
一
一
―
一
一
二
頁
、
参
照
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

、
五
三
―
五
四
頁
。

(

�)

米
谷
「
丸
山
真
男
の
日
本
批
判｣

、『
現
代
思
想
』
第
二
二
巻
、
第
一
号
、
一
九
九
四
年
、
一
四
九
頁
。

(


)
『

和
辻
哲
郎
全
集
』
第
十
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
七
九
頁
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

、
五
六
―
五
七
頁
。

(

�)

同
前
、
五
七
頁
。

(

�)

同
前
、
五
七
―
五
八
頁
。

(

�)

同
前
、
五
八
頁
。

(

�)

同
前
、
五
四
頁
。
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(

�)
『

和
辻
哲
郎
全
集
』
第
十
二
巻
、
八
二
頁
。

(
�)

同
前
。

(
�)
相
良
『
誠
実
と
日
本
人』

、
ペ
リ
カ
ン
社
、
一
九
八
〇
年
、
三
九
頁
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

、
五
九
―
六
〇
頁
。

(

�)
『

和
辻
哲
郎
全
集
』
第
十
二
巻
、
八
二
頁
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』

、
六
〇
頁
。

(

�)

相
良
前
掲
書
、
四
〇
頁
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
四
冊]』
、
六
〇
頁
。

(

	)

同
前
、
六
一
頁
。

(


)

同
前
、
六
一
―
六
二
頁
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
一
頁
。

(

�)

同
前
、
八
頁
。

(


)

同
前
。

(

�)

同
前
、
八
―
九
頁
。

(

�)

同
前
、
一
一
―
一
二
頁
。

(

�)

同
前
、
一
二
頁
。

(

�)

同
前
、
一
三
頁
。

(

�)

同
前
、
二
五
頁
。

(

�)

同
前
、
一
四
頁
。

(

�)

同
前
。

(

�)

同
前
、
一
五
頁
。
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(

�)

同
前
、
二
〇
頁
。

(
�)

丸
山
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
八
年
。
本
書
は
丸
山
の
没
後
に
発
見
さ
れ
た
ノ
ー
ト
類
に
基
づ
く
断
章
集
で
あ
る
。

(
�)
同
前
、
八
六
頁
、
参
照
。
な
お
こ
の
「
開
け
た
精
神
」
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「『

第
四
の
開
国
』
と
『
開
か
れ
て
い
る
精
神』

グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
人
の
課
題

」(

関
西
学
院
大
学
法
政
学
会
『
法
と
政
治
』
第
五
三
巻
第
三
号
、
所
収
）
も
参
照
さ
れ

た
い
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

、
二
〇
―
二
一
頁
。

(

�)

同
前
、
二
三
―
二
四
頁
。

(

�)

同
前
、
二
六
頁
。

(

�)

同
前
、
二
八
頁
。

(

�)

同
前
。

(

	)

同
前
。

(


)

同
前
、
二
九
頁
。

(

�)

同
前
。

(

�)

同
前
、
二
九
―
三
〇
頁
。

(


)

同
前
、
三
〇
頁
。

(

�)

同
前
。

(

�)

同
前
、
三
一
頁
。

(

�)

同
前
、
三
二
頁
。

(

�)

同
前
、
三
三
頁
。

(

�)

同
前
、
三
五
頁
。

(

�)

同
前
。
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(

�)

同
前
、
四
〇
頁
。

(
�)

同
前
、
三
九
―
四
〇
頁
。

(
�)
同
前
、
四
〇
頁
。

(

�)
翌
一
九
六
八
年
度
の
講
義
は
全
共
闘
学
生
の
授
業
妨
害
と
丸
山
自
身
の
入
院
に
よ
り
中
止
と
な
り
（
丸
山
の
入
院
後
、
神
島
二
郎
に

よ
り
代
講)
、
以
後
一
九
七
一
年
三
月
に
定
年
を
待
た
ず
に
東
京
大
学
を
退
官
す
る
ま
で
、
法
学
部
で
の
講
義
は
開
講
さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
一
九
六
八
年
度
の
授
業
妨
害
の
顛
末
に
つ
い
て
は
、
丸
山
『
自
己
内
対
話
』
に
詳
し
い
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』

、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
一
三
―
一
四
頁
。

(

�)
『

和
辻
哲
郎
全
集
』
第
八
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
、
所
収
。

(

�)

同
前
、
一
六
―
一
七
頁
。

(

�)

同
前
、
一
八
―
一
九
頁
。

(

	)

同
前
、
一
九
頁
。

(


)

同
前
。

(

�)

拙
稿
、
関
西
学
院
大
学
法
政
学
会
『
法
と
政
治
』
第
五
六
巻
第
一
・
二
号
、
所
収
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』

、
二
〇
頁
。

(


)

同
前
。

(

�)

同
前
、
二
二
頁
。

(

�)

同
前
、
二
三
頁
。

(

�)

同
前
。
な
お
丸
山
は
こ
う
し
た
「
比
較
」
の
例
と
し
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
封
建
制
は
、
こ
れ
を
東
ア
ジ
ア
に
た
と
え
て
い

え
ば
、
中
国
の
大
名
が
日
本
の
近
畿
地
方
に
領
地
を
も
ち
そ
の
農
民
を
支
配
し
、
逆
に
日
本
の
大
名
が
河
南
省
を
領
地
と
す
る
よ
う
な
事

態
も
常
識
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
イ
ギ
リ
ス
貴
族
の
領
土
の
荘
園
が
フ
ラ
ン
ス
に
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
農
民
が
ス
ペ
イ
ン
領
主
の
支
配
下
に

あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
今
日
の
『
領
土
』
を
頭
に
お
い
て
考
え
る
と
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
錯
綜
し
て
い
た
」(

同
前
、
二
四
頁
）
こ
と
な
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ど
を
挙
げ
て
い
る
。

(
�)

同
前
、
二
五
―
二
六
頁
。

(
�)
同
前
、
二
六
―
二
七
頁
。

(

�)
『

集
』
第
十
巻
、
三
一
頁
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』

、
二
七
頁
。

(

�)
『

集
』
第
八
巻
、
所
収
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』

、
二
七
頁
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』
、
四
〇
頁
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』
、
二
九
頁
。

(

	)

同
前
、
三
一
頁
。

(


)

同
前
、
四
九
―
五
〇
頁
。
丸
山
が
こ
こ
で
、「
参
考
。
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
人
類
学
は
、
歴
史
学
と
同
じ
題
材
を
も

ち
な
が
ら
、
時
間
の
相
に
お
い
て
で
な
く
、『
共
時
的
に
』
定
位
し
、
対
象
の
見
か
け
の
特
殊
性
と
多
様
性
の
底
に
不
変
化
的
諸
性
質
を

発
見
し
よ
う
と
す
る
〔cf.

「
人
類
学

そ
の
成
果
と
将
来
」『

み
す
ず
』
九
三
号
、
一
九
六
七]

。
日
本
を
対
象
と
す
る
学
問
は
、
ま
さ

に
歴
史
的
観
察
自
体
の
な
か
に
、
こ
の
持
続
的
契
機
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

プ
リ
ン
ト
後
筆
」(

同
前
、
五
〇
頁
）
と
注
記
し
て

い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
こ
う
。

(

�)

同
前
、
五
〇
―
五
一
頁
の
編
者
注
と
解
題
三
一
九
頁
以
下
に
あ
る
よ
う
に
、『
講
義
録
﹇
第
七
冊]

』
の
こ
の
部
分
の
復
元
に
は
資
料

的
制
約
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
編
者
注
の
「
そ
こ
で
彼
は
『
�
「
消
去
法｣

、


「
神
道
」
の
諸
観
念
、
�
民
間
伝
承
』

の
三
つ
を
メ
モ
書
き
し
た
の
ち
、
後
二
者
を
線
で
結
ん
で
『
照
合
』
と
書
き
入
れ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
か
ら
も
、
こ
こ
で
の
「
原
型
」

が
仮
説
的
に
再、
構、
成、
さ
れ
た
も
の
と
い
う
性
格
を
も
つ
こ
と
を
疑
う
必
要
は
あ
る
ま
い
。

(

�)

同
前
、
五
六
頁
。「
合
理
化
」
と
い
う
概
念
が
物
語
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
議
論
が
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
宗
教
社
会
学
の
そ

れ
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
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(

�)

同
前
、
五
三
―
五
四
頁
。

(
�)

同
前
、
五
四
頁
。

(
�)
同
前
、
五
五
頁
。

(

�)
同
前
、
六
〇
頁
。

(

�)

同
前
、
六
〇
―
六
一
頁
。

(

�)

同
前
、
六
四
頁
。

(

�)

同
前
、
六
五
―
六
六
頁
。

(

�)

同
前
、
六
六
頁
。

(

	)

同
前
、
六
八
頁
。

(


)

神
野
志
隆
光
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
。

(

�)

同
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
。

(

�)

同
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
五
年
。

(


)

同
、
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
九
年
。

(

�)

同
、
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
七
年
。

(

�)

同
『
古
事
記
の
世
界
観』

、
�
頁
。

(

�)

同
前
、
一
七
―
一
八
頁
。

(

�)

同
前
、
第
二
章
「
ム
ス
ヒ
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー

『

古
事
記
』
の
世
界
像

｣

、
参
照
。

(

�)
『

集
』
第
十
巻
、
三
四
―
三
五
頁
。
な
お
同
様
の
言
及
は
「
日
本
思
想
史
に
お
け
る
『
古
層
』
の
問
題
」(『

集
』
第
十
一
巻
所
収
）

に
お
い
て
も
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。
な
お
「
日
本
思
想
史
に
お
け
る
『
古
層
』
の
問
題
」
に
お
け
る
丸
山
は
『
古
事
記
』
冒
頭
の
「
天

地
初
發
之
時
」
を
、『
日
本
書
紀
』
の
「
天
地
開
闢
」
な
い
し
は
「
天
地
初
判
」
に
引
き
ず
ら
れ
た
通
説
的
な
読
み
で
あ
る
「
あ
め
つ
ち

は
じ
め
て
ひ
ら
け
し
と
き
」
で
は
な
く
、「
あ
め
つ
ち
は
じ
め
て
た
つ
の
と
き
」
な
い
し
は
「
あ
め
つ
ち
は
じ
め
て
お、
こ、
る、
の
と
き
」
と
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読
ん
だ
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
語
っ
て
い
る
（『

集
』
第
十
一
巻
、
一
九
七
頁)

。
他
方
、
神
野
志
は
『
古
事
記
の
世
界
観
』
に
お
い

て
は
、「
あ
め
つ
ち
は
じ
め
て
お
こ
り
し
と
き
」
と
い
う
読
み
を
採
用
し
て
い
る
（
一
八
頁
）
が
、
後
の
『
古
事
記

天
皇
の
世
界
の

物
語

』
で
は
、「
従
来
、
中
国
の
典
籍
の
訓
読
と
あ
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
『
ひ
ら
く
』
と
か
『
お
こ
る
』
と
か
の
訓
み
を
『
発
』
に

考
え
て
き
た
が
、『
古
事
記
』
の
表
現
の
立
場
を
よ
く
考
え
た
と
き
、
そ
れ
は
到
底
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、「
あ
め
つ

ち
は
じ
め
て
あ
ら
は
れ
し
と
き
」
と
い
う
読
み
方
を
新
た
に
提
起
し
て
い
る
（
七
〇
頁)

。

(

�)

な
お
、
神
野
志
は
近
著
『
複
数
の
「
古
代｣

』
（
五
〇
頁
以
下
）
に
お
い
て
、
丸
山
の
「
古
層
＝
執
拗
低
音
」
論
に
対
す
る
批
判
を

展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
は
他
日
に
期
し
た
い
。

(

�)

同
『
古
事
記
の
世
界
観』

、
二
九
頁
。
な
お
、
神
野
志
は
そ
の
根
拠
と
し
て
つ
ぎ
の
三
点
を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
「
一
書
」
の

掲
出
の
仕
方
は
、
小
字
双
行
が
本
来
の
か
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
形
態
か
ら
し
て
も
、
本
文
と
「
一
書
」
と
が
決
し
て
同
じ
資
格
で
待
遇
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
、
②
「
一
書
」
に
は
省
略
が
あ
り
、
本
文
や
先
行
の
「
一
書
」
と
の
重
複
を
さ
け
て
お

り
、
そ
れ
自
体
で
独
立
し
た
文
章
の
性
格
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
、
③
第
十
段
本
文
は
、
諸
「
一
書
」
を
組
み
合
わ
せ
て
い
わ
ば
総
合

化
す
る
か
た
ち
で
で
き
あ
が
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
も
本
文
を
「
正
伝
」
と
し
て
た
て
よ
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
（
二
九
―
三
〇
頁)

。

(

�)

水
林
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
。
同
、
新
訂
版
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
。
な
お
、
以
下
の
引
用
は
新
訂
版
に
よ
る
。

(

�)

同
前
、
九
―
一
〇
頁
。

(

�)

大
隈
和
雄
、
平
石
直
昭
編
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
二
年
。
同
書
が
、
本
稿
第
四
章
で
検
討
し
た
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
の
刊
行
を

う
け
、
一
九
九
九
年
の
日
本
思
想
史
学
会
大
会
に
際
し
て
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
丸
山
思
想
史
学
の
地
平
」
を
も
と
に
し
て
編
ま

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(

�)

こ
う
し
た
水
林
の
丸
山
批
判
に
対
し
て
は
、
拙
稿
「『

古
層
』
と
『
飛
礫』

丸
山
思
想
史
と
網
野
史
学
の
一
接
点
に
関
す
る
覚
書

き

」(

関
西
学
院
大
学
法
政
学
会
『
法
と
政
治
』
第
五
六
巻
第
一
・
二
号
、
所
収
）
に
お
い
て
、
筆
者
な
り
の
批
判
を
試
み
て
い
る
。

(

�)

水
林
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
。
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(

�)

同
前
、
四
〇
四
―
四
〇
五
頁
。

(
�)

『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

、
三
一
頁
。

(
�)

『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』

、
六
八
頁
。

(

�)
水
林
『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
新
訂
版』

、
四
〇
五
頁
。

(

�)

日
本
古
典
文
學
体
系
１
『
古
事
記
祝
詞』

、
倉
野
憲
司
、
武
田
祐
吉
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
、
七
〇
頁
、
七
二
頁
。
な
お

以
降
、
本
書
よ
り
の
引
用
に
お
い
て
は
特
に
断
る
こ
と
な
く
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

(

�)

同
前
、
七
一
頁
の
校
注
、
参
照
。

(

�)

水
林
『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
新
訂
版』

、
二
一
頁
。

(

�)

同
前
、
三
七
頁
。
た
だ
水
林
自
身
、
こ
う
し
た
見
解
が
『
古
事
記
』
研
究
史
に
お
い
て
ま
っ
た
く
孤
立
し
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

(

	)
『

古
事
記
祝
詞』

、
七
二
頁
。

(


)

こ
の
「
根
之
堅
州
國
」
が
、
伊
邪
那
岐
が
伊
邪
那
美
を
追
っ
て
お
も
む
い
た
「
黄
泉
國
」
と
同
一
の
国
か
否
か
は
議
論
の
余
地
も
あ

ろ
う
が
、
の
ち
に
「
根
之
堅
州
國
」
の
須
佐
之
男
の
も
と
を
訪
れ
た
大
國
主
が
、
か
つ
て
伊
邪
那
岐
が
塞
い
だ
黄
泉
比
良
坂

よ
も
つ
ひ
ら
さ
か

を
へ
て
「
葦

原
中
國
」
に
逃
げ
還
っ
て
い
る
こ
と
を
み
れ
ば
、
同
一
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

(

�)

水
林
『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
新
訂
版』
、
四
一
〇
―
四
一
一
頁
。

(

�)
『

古
事
記
祝
詞』

、
八
〇
頁
。

(


)

水
林
『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
新
訂
版』

、
四
七
八
―
四
七
九
頁
。

(

�)
『

古
事
記
祝
詞』

、
七
四
頁
、
七
六
頁
。

(

�)
｢

女
神
」
ア
マ
テ
ラ
ス
が
男
装
し
て
待
ち
受
け
る
と
い
う
解
釈
が
『
日
本
書
紀
』
と
の
混
淆
か
ら
導
か
れ
る
の
だ
が
、『
古
事
記
』
の

み
に
即
し
て
読
め
ば
、
天
照
が
「
女
神
」
で
あ
る
と
の
明
記
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
天
照
を
「
男
神
」
と
見
な
し
て
も
不
都
合
は
な

い
。
む
し
ろ
天
照
を
「
女
神
」
と
明
記
す
る
『
日
本
書
紀
』
と
の
関
わ
り
を
排
し
て
虚
心
に
読
め
ば
、『
古
事
記
』
の
天
照
は
「
男
神
」

で
あ
る
と
も
読
み
得
よ
う
。
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(

�)
『

古
事
記
祝
詞』

、
七
八
頁
。

(
�)

同
前
、
七
八
頁
、
八
〇
頁
。

(
�)
同
前
、
八
二
頁
、
八
四
頁
。

(

�)
『

集
』
第
十
巻
、
五
六
頁
。

(

�)

日
本
古
典
文
學
体
系
67
『
日
本
書
紀
上』

、
坂
本
太
郎
、
家
永
三
郎
、
井
上
光
貞
、
大
野
晋
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
、
八

七
頁
。
な
お
以
降
、
本
書
よ
り
の
引
用
に
お
い
て
は
特
に
断
る
こ
と
な
く
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
あ
ら
た
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

(

�)

同
前
、
八
九
頁
。

(

�)

同
前
、
八
八
頁
の
注
に
よ
れ
ば
、
左
伝
、
隠
公
四
年
に
「
安
忍
無
親
、
衆
叛
親
離
」
と
あ
る
と
い
う
。

(

�)

同
前
、
一
〇
三
頁
、
一
〇
五
頁
。

(

	)

同
前
、
一
〇
七
頁
。

(


)

同
前
、
一
一
一
頁
、
一
一
三
頁
。

(

�)

同
前
、
一
一
三
頁
。

(

�)

保
立
『
黄
金
国
家

東
ア
ジ
ア
と
平
安
日
本』

、
青
木
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
三
四
―
三
五
頁
。
保
立
は
こ
こ
で
つ
ぎ
の
よ
う
に

論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
と
く
に
、
こ
の
時
期
の
国
家
の
民
族
的
複
合
性
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
白
村
江
の

敗
戦
に
よ
っ
て
、
律
令
制
王
国
の
中
枢
部
に
新
た
な
百
済
系
と
高
麗
系
の
王
族
・
貴
族
が
参
加
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
白
村
江

の
戦
い
以
前
か
ら
日
本
に
『
人
質
』
と
し
て
寄
留
し
て
い
た
百
済
の
前
皇
太
子
・
余
豊
璋
は
、
百
済
亡
国
の
危
機
の
な
か
で
、
韓
半
島
に

戻
り
百
済
王
と
し
て
戦
っ
た
が
、
結
局
、
白
村
江
の
敗
戦
で
高
句
麗
に
遁
走
し
、
行
方
を
絶
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
弟
、
善
光
王
は
日
本

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
敗
戦
に
よ
っ
て
多
く
の
百
済
王
族
・
貴
族
・
官
人
ら
が
日
本
に
亡
命
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
…
…
こ
の
百
済

王
族
・
貴
族
の
集
団
は
、
最
初
は
い
わ
ば
『
亡
命
政
権
』
と
も
い
え
る
存
在
で
あ
っ
た
。
…
…
彼
ら
は
持
統
朝
に
お
い
て
姓

か
ば
ね

と
し
て
の

『
百
済
王

く
だ
ら
の
こ
に
き
し』
号
を
う
け
、
百
済
王
権
は
日
本
の
王
権
の
内
部
に
包
含
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
…
…
。
つ
ま
り
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
『
民

族
複
合
性
』
は
、
白
村
江
に
お
け
る
敗
戦
の
結
果
と
し
て
、
い
わ
ば
東
ア
ジ
ア
の
国
際
政
治
史
の
結
果
と
し
て
、
後
進
国
型
の
『
開
発
独
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裁
国
家
』
の
な
か
に
生
ま
れ
た
と
い
う
新
し
い
特
徴
も
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
百
済
系
・
高
句
麗
系
の
亡
命
渡
来
人
の
『
在
日
』
経
験

が
、
一
〇
〇
年
も
た
た
ず
に
、
故
国
へ
の
帰
属
意
識
と
主
体
性
を
消
失
さ
せ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
が
国
際
政
治
史
が
国

内
政
治
史
に
跳
ね
返
る
際
の
媒
介
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
隣
国
の
王
族
が
多
数
の
貴
族
・
庶
民
と
と
も
に
亡
命
し
て
き
て
い
る

こ
と
の
意
味
を
軽
く
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
要
素
も
ふ
く
め
て
、
八
・
九
世
紀
ま
で
民
族
複
合
国
家
と
い
う
国
制
的
特

徴
は
持
続
し
た
。
そ
の
意
味
で
律
令
制
王
国
は
、
民
族
複
合
国
家
の
最
終
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」(

三
五
―
三
六
頁)

。

(

�)

同
前
、
三
五
頁
。
な
お
、
関
晃
へ
の
参
照
は
、
関
『
帰
化
人』

、
至
文
堂
、
一
九
六
六
年
。

(

�)

同
前
、
三
六
頁
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』
、
二
五
頁
。

(

�)
『

集
』
第
十
巻
、
七
頁
。

(

�)

石
田
『
丸
山
眞
男
と
の
対
話』
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
一
七
一
頁
。

(

�)
｢

日
本
」
と
い
う
国
号
、
そ
の
「
正
史
」
と
し
て
の
『
日
本
書
紀
』
の
は
ら
む
対
外
意
識
に
関
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
網
野
善
彦

『
日
本
論
の
視
座
』(

小
学
館
、
一
九
九
〇
年
、
小
学
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
三
年)

、
吉
田
孝
『
日
本
の
誕
生
』(

岩
波
新
書
、
一

九
九
七
年)

、
神
野
志
隆
光
『｢

日
本
」
と
は
何
か
』(
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
を
参
照
。

(

�)

日
本
古
典
文
學
体
系
67
『
日
本
書
紀
上
』｢

解
説｣
、
一
九
頁
以
下
を
参
照
。

(

�)

神
野
志
隆
光
『
古
事
記
の
世
界
観』

、
二
一
―
二
八
頁
。

(

	)

同
前
、
三
四
―
三
五
頁
。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
議
論
は
、
丸
山
が
「
歴
史
意
識
の
『
古
層』

」
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
し
て
い
た
論

点
（『

集
』
第
十
巻
、
三
四
―
三
七
頁
）
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
も
の
だ
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

(


)

同
前
、
三
六
頁
。

(

�)

古
事
記
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
変
態
漢
文
と
い
う
表
記
法
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
坂
本
勝
『
古
事
記
の
読
み
方

八
百
万
の
神
の
物
語

』

、
岩
波
新
書
、
二
〇
〇
三
年
、
な
ど
を
参
照
。
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(

�)

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
神
野
志
隆
光
『｢

日
本
」
と
は
何
か

国
号
の
意
味
と
歴
史

』

、
講
談
社
現
代
新
書
、
二
〇
〇

五
年
、
な
ど
を
参
照
。

(
�)

『

古
事
記
祝
詞』

、
五
〇
頁
。
な
お
、
こ
の
冒
頭
「
天
地
初
發
之
時
」
を
、
通
説
の
よ
う
に
『
日
本
書
紀
』
を
参
照
し
つ
つ
「
あ
め
つ

ち
は
じ
め
て
ひ
ら
け
し
と
き
」
と
訓
む
の
か
、
丸
山
も
指
摘
す
る
よ
う
に
「
あ
め
つ
ち
は
じ
め
て
お
こ
り
し
と
き
」
と
訓
む
の
か
（『

集
』

第
十
一
巻
、
一
九
七
頁
、
も
っ
と
も
丸
山
自
身
は
「
お、
こ、
る、
の
と
き
」
と
訓
む
の
だ
が)

、
あ
る
い
は
神
野
志
の
よ
う
に
「
あ
め
つ
ち
は

じ
め
て
あ
ら
は
れ
し
と
き
」(

神
野
志
『
古
事
記

天
皇
の
世
界
の
物
語

』

、
六
八
頁
）
と
訓
む
の
か
に
は
、『
古
事
記
』
と
『
日

本
書
紀
』
と
の
関
係
、
両
者
の
「
世
界
像
」
の
異
質
性
に
つ
い
て
の
理
解
の
違
い
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。『
古
事
記
』
を
い
か
に

訓
む
か
は
、
い
ま
だ
そ
れ
自
体
が
「
問
題
」
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

�)

こ
う
し
た
点
へ
の
誤
解
が
、
水
林
彪
（『

記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
新
訂
版』

、
一
一
一
―
一
一
二
頁
）
を
は
じ
め
丸
山
の
「
古
層

＝
執
拗
低
音
」
論
へ
の
批
判
者
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
拙
稿
「『

古
層
』
と
『
飛
礫』

丸
山
思
想
史
と
網
野
史
学
の
一
接
点
に
関
す
る

覚
書
き

」
で
も
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

(

�)
『

集
』
第
十
巻
、
七
頁
。

(

�)
『

集
』
第
十
二
巻
、
一
四
七
―
一
四
九
頁
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
六
冊]』

、
三
一
頁
。

(

�)
『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』

、
六
八
頁
。

(

�)

水
林
『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
新
訂
版』

、
四
〇
四
頁
。

(

	)
『

集
』
第
十
巻
、
所
収
。

(


)

水
林
『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
新
訂
版』

、
五
〇
一
頁
。

(

�)
『

集
』
第
十
巻
、
五
六
頁
。

(

�)
『

和
辻
哲
郎
全
集
』
第
十
二
巻
、
八
二
頁
。

(


)
『

集
』
第
十
巻
、
三
五
頁
。
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(

�)
『

講
義
録
﹇
第
七
冊]』

、
五
三
―
五
四
頁
。

(
�)

同
前
、
五
四
頁
。

(
�)
同
前
、
五
五
頁
。

(

�)
神
野
志
『
古
事
記
の
世
界
観』

、
一
七
頁
。

(

�)

水
林
『
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
新
訂
版』

、
一
〇
頁
。
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On KIYOKI-AKAKI-KOKORO: An Essay on the

Basso Ostinato of Japanese Ethical Consciousness (2)

Koji TOMIDA

Preface

１. Teturo WATUJI and His Theory of SEIMEISIN

Morality of SEIMEISIN in WATUJI’s “History of Japanese Ethical

Thought”

National Unification in Ancient Japan as the Religious

Morality of SEIMEISIN as Ethical Thought

２. Evolution of the Theory of SEIMEISIN

Toru SAGARA and His Problem of Honesty

Morality of SEIMEISIN and SAGARA’s Argument on Honesty

Absence of the Absolute Being

３. Succession of the Theory of SEIMEISIN

Morality of SEIMEISIN and Yasuo YUASA’s Psycho-History

Ancient Japanese Shinto as the Tribal Religion

Morality of SEIMEISIN and the Sense of Beauty in Ancient Japan

４. Japanese Folklore and Morality of SEIMEISIN

Ancient Ryukyuan KIYORA and Morality of SEIMEISIN

SUMU (live)＝SUMU (settle) and the Island Microcosm

SUMIKIYOKI-KOKORO and SUMERAMIKOTO (Ancient Japa-

nese Emperors)
５. The Prototype of Japanese Ethical Consciousness

“Lectures of Masao MARUYAMA” and His Theory of Prototypes

The Prototype of Japanese Mode of Thinking (Lectures in 1964)
Japanese Mode of Thinking Settled in the Depth (Lectures in

1966)
The Prototype of Japanese Ethical Consciousness (Lectures in

1967)
６. KIYOKI-AKAKI-KOKORO in Myths of SUSANOWO



法と政治 59巻 4号 (2009年 1月)

論

説

1022

一
一
八

Differences between “KOJIKI” and “NIHON-SYOKI” in Myths of

SUSANOWO

SUSONOWO in “KOJIKI”

SUSANOWO in “NIHON-SYOKI”

Meaning of Differences in Two Myths of SUSANOWO

KIYOKI-AKAKI-KOKORO in Two Myths of SUSANOWO


